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第 1回厚生科学審議会予防接種 ロワクチン分科会

平成 25年 4月 22日 (月 )
15100γ 17:00
三 田 共 用 会 議 所  大会 議 室

議 事 次 第

1 開会

2 議題
(1)厚 生科学審議会予防接種 ロワクチン分科会長の選任に
ついて

(2)厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会の設置等に
´ ついて
(3)予防接種基本計画について
(4)その他

3 閉会



配付資料

資料 1 予防接種制度について
資料 2 厚生科学審議会予防接種ロワクチン分科会の設置について (案 )
資料 3 厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会運営細則 (案 )
資料 4 予防接種・ワクチン分科会参加規程 (案 )
資料 5 予防接種 ロワクチン分科会の参考人の参加について (案 )

1     資料 6 予防接種 ロワクチン分科会における傍聴者から発言を求める

|         ことについて (案 )
1     資料 7 厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会等の年間スケ

|         ジュール (案 )
1    資料 8 予防接種基本計画の策定について (案 )

|

1     参考資料 1 厚生労働省設置法 (抄)(平成 11年法律第 97号 )
1     参考資料2 厚生科学審議会令 (平成 12年政令第 283号 )

参考資料3 厚生科学審議会運営規程
(平成 13年 1月 19日厚生科学審議会決定)

|1     参考資料 4 予防接種法 (昭和 23年法律第 68号 )

1     参考資料 5 予防接種法施行令 (昭和 23年政令第 197号 )
1     参考資料 6 予防接種法施行規則 (昭和 23年厚生省令第 36号 )

1     参考資料 7 予防接種実施規則 (昭和 33年厚生省令第 27号 )
1     参考資料 8 予防接種法の一部を改正する法律案に対する附帯決議

|                (平 成 25年 3月 19日 衆議院厚生労働委員会 )
|     ́          (平 成 25年 3月 28日参議院厚生労働委員会 )

1    参考資料 9 予防接種制度の見直しについて (第一次提言 )
(平成 22年 2月 19日 )

参考資料 10 厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会の意見書
(平成 22年 10月 6日 )

参考資料 11 予防接種制度の見直しについて (第二次提言 )

(平成 24年 5月 23日 )

参考資料 12 予防接種部会における審議への参加について

(平成 22年 9月 14日 予防接種部会申し合わせ )

参考資料 13 予防接種制度について (参考資料 )



平成 25年 4月 22日現在

厚生科学審議会予防接種 ロワクチン分科会委員

池田 俊也   国際医療福祉大学 薬学部薬学科教授

庵原 俊昭   国立病院機構二重病院長

大石 和徳   国立感染症研究所感染症疫学センター長

大橋 俊二   全国市長会理事 口相談役 (静岡県裾野市長)

岡部 信彦   川崎市健康安全研究所長

蒲生 真実   株式会社えびす堂代表

′Jヽ森 貴    公益社団法人日本医師会感染症危機管理対策担当常任理事

坂元 昇    全国衛生部長会副会長 (川崎市健康福祉局医務監 )

澁谷 いづみ  愛知県豊川保健所長

中野 貴司   川崎医科大学附属川崎病院小児科部長

中山 ひとみ  霞ヶ関総合法律事務所 弁護士

沼尾 波子   日本大学経済学部教授

福島 若葉   大阪市立大学大学院医学研究科公衆衛生学准教授

三田村 敬子  永寿総合病院小児科部長

古木 哲夫   全国町村会行政委員会副委員長 (山口県和木町長 )

桃井 員理子  国際医療福祉大学副学長

森  康子   神戸大学大学院医学研究科臨床ウイルス学分野教授
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資料 1

予防接種制度について

平成25年4月
厚生労働省健康局結核感染症課

社会状況 予防接種制度の主な変更

日召不日23年

(1948)

●感染症の患者・死者が多数発生

●感染症の流行がもたらす社会的損失防止が急務

●社会防衛の強力な推進が必要

●痘そう、百日せき、腸チフス等12疾病を対象

●罰貝」付きの接種の義務付け

E召禾日51年

(1976)

●感染症の患者・死者が減少

●予防接種による健康被害が社会問題化

●腸チフス等について、予防接種以外の有効な予防

手段が可能に

●腸チフス、パラチフス等を対象から除外し、風

しん、麻しん、日本脳炎を追加

●臨時の予防接種を一般臨時と緊急臨時に区分

●罰則なしの義務接種 (緊急臨時を除く)

●健康被害救済制度を創設

平成 6年

(1994)

●感染症の患者・死者が激減

●医療における個人の意思の尊重

●予防接種禍訴訟における司法判断

●痘そう、コレラ、インフリレエンザ、ワイリレ病を

対象から削除し、破傷風を追加

●義務規定から努力義務規定へ |

●一般臨時の予防接種の廃止

平成 13年

(2001)

●公衆衛生水準、医療水準は飛躍的に向上

●インフリレエンザ予防接種率の低下

●高齢者におけるインフルエンザの集団感染や症状
の重篤化が社会問題化

●高齢者のインフルエンザを追加 (二類)

●一類疾病 =努力義務あり、接種勧奨
二類疾病 =努力義務なし (個人の判断による)

平成23年

(2011)

●平成21年に新型インフルエンザ (A/HlNl)発生
●今後同様の事態に備え、緊急的な対応

●新たな臨時接種の創設

●接種勧奨規定の創設

平成 25年
(2013)

●他の先進諸国との「ワクチン・ギヤツプ」

●予防接種制度についての幅広い見直し

●Hib感染症、小児の肺炎球菌感染症、ヒトノ(ピ

□―マウイリレス感染症を追加

●予防接種基本計画の策定

●副反応報告制度の法定化         .
4



平成21年 12月 25日

平成22年 2月 19日

平成22年 3月 12日

厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会設置

予防接種部会「第一次提言」とりまとめ

予防接種法改正法案提出 (平成23年 7月 15日 成立)

平成22年 4月 ～

平成22年 10月 6日

予防接種部会で制度の見直しについて議論

予防接種部会意見書

〔謝ξ電露雀観忘Ⅷ箕。〕
子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業

(H22・ 23補正予算)～ 24年度末まで

平成23年 7月 25日  これまでの主な議論の中間的な状況の整理
平成23年 9月 29日 予防接種制度の見直しの方向性についての検討案
平成24年 5月 23白  予防接種制度の見直しについて (第二次提言)
平成25年 3月 1日  予防接種法改正法案提出 (平成25年 3月 29日成立)

平成25年 4月 1日 予防接種法改正法 施行 / 予防接種・ワクチン分科会の設置
ヽ
．‐
２‐
．

○ 先進諸国と比べて公的に接種するワクチンの種類が少ない、いわゆるワクチン
ロギヤップの問題の解消や、予防接種

施策を総合的かつ継続的に評価・検討する仕組みの構築等のため、予防接種制度について幅広い見直しを行う必要がある。

○ 予防接種施策の総合的な推進を図るため、平成24年 5月 に厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会で取りまとめた
「予防接種制度の見直しについて(第二次提言)」を踏まえ、定期接種の対象疾病の追加等所要の措置を講ずるもの。

○ 平成25年 4月 1日



※下線部は今回の改正事項

場 のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防するために公衆衛生の見地から

宇防接種の実施その他必要な措置を講ずることにより、国民の健康の保持に寄与する

○ 予防接種による健康被害の迅速な救済を図る.:      ■ :  ::
ル慇醤:こハま:脅

`奮

:]1ヨi言言:多ド選当当ビヨヨ薔:き,il

■ A類疾病 (主に集団予防、重篤な疾患の予防に重点。本人に努力義務。接種勧奨有り)
ジフテリア、百日せき、急性灰白髄炎 (ポリオ)、 麻しん (はしか)、 風しん、

日本脳炎 、破傷風、結核、Hib感染症、小児の肺炎球菌感染症、
ヒトパピローマウイルス感染症 (子宮頸がん予防)、 痘そう (天然痘)i
※ 痘そうは政令事項。定期接種は現在実施していない。

■ B類疾病 (主に個人予防に重点。努力義務無し。接種勧奨無し。)
インフリレエンザ

○定期の予防接種 (通常時に行う予防接種)
。実施主体は市町村。費用は市町村負担 (経済的理由がある場合を除き、実費徴収が可能。)

○臨時の予防接種
。まん延予防上緊急の必要があるときに実施。実施主体は都道府県又は市町村。

・努力義務を課す臨時接種と、努力義務を課さない臨時接種 鰯毒型インフルエンザ等を想定)がある。

○ 厚生労働大臣は、予防接種施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、予防接種基本計画を策定
しなければならない。

○ 厚生労働大臣は、特に予防接種を推進する必要がある疾病について、個別予防接種推進指針を
予防接種基本計画に即して定めなければならない (現在は麻しん、結核、インフルエンザ)

○ 医療機関等は、予防接種による副反応を知つたときは、厚生労働大臣へ報告。
○ 厚生労働大臣は、報告の状況について審議会に報告し、必要に応じて予防機種の適正な実施の
ために必要な措置を講ずるb

O 副反応報告に係る情報の整理及び調査は (独)医薬品医療機器総合機構に委託可能。

○ 厚生労働大臣は、予防接種施策の立案に当たり、専門的な知見を要する事項について、厚生科学
審議会の意見を聴かなければならない。

(例)定期接種の対象年齢・使用ワクチンの決定、予防接種基本計画の策定・変更など

6  
その他、国等の責務規定など所要の規定が存在



【法律事項】

【政令事項】

【法律事項】

※

※

日本脳炎について、平成 7年度～平成 18年度生まれの者 (積極的勧奨の差し控えにより接種機会を逃した者)は、 20歳になるまで定期接種の対象。
長期にわたり療養を必要とする疾病にかかったこと等によりやむを得ず接種機会を逃した者は、快復時から2年間 (一部上限年齢あり)は定期接種の対象。

地方交付税で手当

定期接種
(―類疾病・二類疾病) ※ ―類定期接種については、多くの市町村では

実費を徴収していない

子宮頸がん 等 ワ・クチン接種 緊急促進事 業 呼 成22年度123年度ネ甫正予算 F平成24年度末で終了)

平成 25年 4月 11日～ (予防機種法改正後)

3ワクチンの

定期接種化
(A類疾病に位置付け)

市 町 村    |

9割を地方交付税で手当     実費など

※ B類疾病に係る地方交付税の手当は今までと同様



予防接種制度上の副反応報告と薬事制度上の副作用等報告を厚生労働省に一元化し、医療機関の報告事務を簡素化。

報告を受けた副反応報告の個別事例について、厚生労働省が(独 )医薬品医療機器総合機構に情報整理及び調査を委託。

(注 )被接種者や保護者等か

らも副反応報告を集める。

報告の調査を委託

(独 )医薬品医療機器総合機構

(PMDA)
医療機関

(調査への協力)

⑤調査結果等の通知

厚生労働省

(国立感染症研究所と協力・連携 )

②副反応報告の情報提供

地方公共団体

⑥調査結果等の報
告・意見聴取

評価・検討組織

(審議・評価)
薬事・食品衛生審議会

○ 予防接種の副反応による健康被害は、極めてまれではあるが不可避的に生ずるものであることを踏まえ、接
種に係る過失の有無にかかわらず、迅速に救済.

〇 予防接種法に基づく予防接種を受けた者に健康被害が生じた場合、その健康被害が接種を受けたことによるも
のであると厚生労働大臣が認定したときは、市町村より給付。       |
〇 専門家により構成される疾病・障害認定審査会において、因果関係に係る審査。

救済制度の流れ

厚生労働省
疾病・障害認定審査会
(感染症・予防接種審査分科会)

眈 ヅ撃彰曇
認

市町村

①申請

一⑥支給・不支給

給付の内容(主なもの)

A類疾病の定期接種 B類疾病の定期接種

医療費 自己負担分 A類疾病の額に率ずる

障害児養育
年金

級

級

円

円

万

万

５２

２２

額
額
年
年

1級 (年額)34万 円
2級 (年額)68万円

障害年金 級

級

級

年額)486万円
年額)389万円
年額)292万円

1級 (年額)270万円
2級 (年額)216万円

償」輔
亡
合
死
場

死亡一時金 4250万円 ・生計維持者
遺族年金 (年額)236万円

(最長10年 )

・生計維持者でない

遺族一時金 708万円

9

健康被害を受けた者



厚生科学審議会予防接種・ ワクチン分科会の設置について (案 )

1.設置の趣旨
厚生科学審議会令 (平成 12年政令第 283号)第 5条に基づき、予防接種施

策全般について、中長期的な課題設定の下、科学的な知見に基づき、総合的・

継続的に評価口検討を行い、厚生労働大臣に提言する機能を有する予防接種・

ワクチン分科会を設置する。

2.分科会の組織及び所掌事務
◎ 予防接種ロワクチン分科会
1.予防接種及びワクチンに関する重要事項を調査審議すること。

2.予防接種法 (昭和 23年法律第 68号)の規定により審議会の権限に属さ

せられた事項を処理すること。

○ 予防接種基本方針部会
1.予防接種法の規定により審議会の権限に属させられた事項を処理する

こと (副反応検討部会の所掌に属するものを除く。)。

2.予防接種及びワクチンに関する重要事項を調査審議すること (研究開

発及び生産 口流通部会及び副反応検討部会の所掌に属するものを除く。)。

○ 研究開発及び生産 口流通部会
ワクチンの研究開発及び生産 口流通に関する重要事項を調査審議するこ

と。

○ 副反応検討部会
1.予防接種法の規定により審議会の権限に属させられた事項 (副反応報

告に係る事項に限る。)を処理すること。

2.予防接種による副反応に関する重要事項を調査審議すること。

3.開 始時期
年 3～ 4回程度、定例で開催する。



厚 生 科 学審議 会 予防接種・ ワクチ ン分科 会運営細則 (案 )

(平成二十五年四月二十二日 予防接種 。ワクチン分科会長決定)

厚生科学審議会運営規程 (平成十三年一月十九日厚生科学審議会決定)第十条の規定に
基づき、この細則を制定する。

(部会の設置 )

第一条 厚生科学審議会予防接種 。ワクチン分科会 (以 下「分科会」とい う。)に 、次の
表の名称の項に掲げる部会を置き、これらの部会の所掌事務は、分科会の所掌事務のう

ち、それぞれ同表の所掌事務の項に掲げるとお りとする。

称名 務事掌所

予防接種基本

方針部会

予防接種法 (昭和二十三年法律第六十人号)の 規定により審議会
の権限に属 させ られた事項を処理す ること (副反応検討部会の所掌

に属す るものを除く。)。

予防接種及び ワクチンに関する重要事項を調査審議すること (研

究開発及び生産 。流通部会及び副反応検討部会の所掌に属す るもの

を除 く。)。

研究開発及 び

生産 。流通 部

会

ワクチンの研究開発及び生産・流通に関する重要事項を調査審議す る

こと。

副反応検討 部
△

一 予防接種法の規定により審議会の権限に属 させ られた事項 (副 反
応報告に係 る事項に限る。)を 処理す ること。
二 予防接種による副反応に関する重要事項を調査審議すること。

(開催頻度 )

第二条 分科会は年二回程度開催す る。
2 前項のほか、分科会長は、ワクチンの開発状況等に応 じた迅速な検討を行 うため、分
科会を開催す ることができることとす る。

(事務局機能 )

第二条 分科会及び部会の庶務は、厚生労働省健康局結核感染症課 と国立感染症研究所が
共同 して実施 し、厚生労働省健康局結核感染症課が総括 して処理する。

(委員の選任 )

第四条 委員の選任 に当たつては、予防接種 。ワクチン分科会参加規程に基づき、選任す
ることとする。

(作業班の設置 )

第五条 分科会又 は部会長は、必要があると認めるときは、分科会又は部会に諮つて作業
班を設置することができる。

(雑則 )

第六条  この細則 に定めるもののほか、分科会又は部会の運営に必要な事項は、分科会長
又は部会長が定める。
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資料4

予防龍寵トワクチ     雌 ω

平成 25年 4月 22日
予防接種・ワクチン分科会

(通則 )

第 1条 予防接種 。ワクチン分科会 (以下「分科会」という。)及び分科会に設置さ
れた部会 (以下「分科会等」という。)における審議への参加については、厚生科

学審議会令 (平成 12年政令第 283号 )、 厚生科学審議会運営規程及びこの規程
の定めるところによる。

(適用対象部会 )

第 2条 分科会及び次に掲げる部会を対象とする。
一 予防接種基本方針部会
二 研究開発及び生産 口流通部会
三 副反応検討部会

(適用対象審議)

第 3条 予防接種法の対象となる疾病・ワクチンのあり方等の調査審議のほか、厚生
労働大臣から諮問された案件等すべての議決を要する審議に適用する。

(適用対象委員等 )

第 4条―委員、臨時委員、専門委員及び参考人 (以下「委員等」という。)。

(申請資料作成関与者の取扱い)

第 5条 予防接種法の対象となる疾病・ワクチンのあり方等の調査審議において、調
査審議されるワクチン (注 1)の薬事承認、再評価等の申請資料に、申請者からの

依頼により作成された申請資料に著者として名を連ねた者、医薬品の臨床試験の実

施の基準に関する省令第 2条第3項に規定する治験責任医師、同条第 4項に規定す

る製造販売後臨床試験責任医師、同条第 11項に規定する治験分担医師、同条第 1

2項に規定する製造販売後臨床試験分担医師、同令第 18条第 1項に規定する治験

調整医師及び治験調整委員会の委員並びに医学・薬学・生物統計学等の専門家等と

して薬事承認申請資料等の作成に密接に関与した者 (以下「申請資料作成関与者」

という。)である委員が含まれる場合には、分科会等における審議及び議決は、

次によるものとする。

一 委員からの申請資料作成関与者に該当するか否かの申告を受け、これに該当
する委員がある場合は、分科会長 (部会にあつては部会長という。以下同じ。

)は、審議開始の際、その氏名を報告する。

二 申請資料作成関与者である委員等は、当該ワクチンについての審議又は議決
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が行われている間、審議会場から退室する。ただし、当該委員等の発言が特に

必要であると分科会等が認めた場合に限り、当該委員等は出席し、意見を述べ

ることができる。

(特別の利害関係者の取扱い)

第 6条 第 5条に定めるもののほか、調査審議されるワクチンを製造販売する企業
(開発している企業を含む。)との間で、審議の公平さに疑念を生じさせると考えら

れる特別の利害関係を有する委員等は、分科会長に申し出るものとする。この場合

においては、第 5条の規定を準用する。

(議事録)

第 7条  委員が第 5条及び第 6条の規定に該当する場合は、その旨を議事録に記録
するものとする。

(審議不参加の基準 )

第 8条 委員本人又はその家族 (配偶者及び一親等の者であつて、委員本人と生計を
―にする者をいう。以下同じ。)が、申告対象期間中に調査審議するワクチンの製

造販売業者からの寄付金・契約金等 (注 2)の受取 (又は割当て。以下同じ。)の

実績があり、それぞれの個別企業からの受取額が、申告対象期間中に、年度当たり

500万 円を超える年度がある場合は、当該委員は、当該ワクチンについての審議
が行われている間、審議会場から退室する。

(議決不参加の基準)

第 9条 委員本人又はその家族が、申告対象期間中に調査審議されるワクチンの製造
販売業者からの寄付金・契約金等の受取の実績があり、それぞれの個別企業からの

受取額が、申告対象期間中のいずれの年度も500万円以下である場合は、当該委
員は、部会等に出席し、意見を述べることができるが、当該ワクチンに関わる議決

には加わらない。ただし、寄附金・契約金等が、申告対象期間中のいずれの年度も

50万円以下の場合は、議決に加わることができる。

(議決権の行使 )

第 10条 前条の規定により、委員が議決に加わらない場合においては、当該委員の
議決権は、議決に加わった委員の可否に関する議決結果に従つて分科会長より行使

されたものとする。

(委員等からの申告)

第 11条 申告対象期間は、原員Jと して、分科会の開催日の属する年度を含む 3年度
とし、分科会等の開催の都度、その寄付金・契約金等について、最も受取額の多い

年度等につき、自己申告するものとする。

2
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(特例 )

第 12条 委員本人又はその家族が、第 8条又は第 11条のいずれかに該当する場合
であっても、当該委員等が審議又は議決への参加を希望し、寄附金・契約金等の性

格、使途等の理由書を添えて分科会長に申し出、その申出が妥当であると分科会等

が認めたとき、又は、当該委員の発言が特に必要であると分科会等が認めたときは

、当該委員は審議又は議決に参加することができる。

(情報の公開)

第 13条 委員が、第 8条から第 12条までの規定に該当する場合については、事務
局から各委員の参加の可否等について報告するものとする。なお、各委員等から提

出された寄附金・契約金等に係る申告書は、分科会等終了後速やかに厚生労働省ホ

ームページ上で公開する。

附則

この規程は、平成 25年 4月 22日 から施行する。

注 1: 「調査審議されるワクチン」とは、薬事・食品衛生審議会薬事分科会又はそれに

設置された部会 (以下「薬事分科会等」という。)において審議され、我が国

の市場に流通し、予防接種・ワクチン分科会において調査審議することとされ

たワクチンとし、各ワクチンにつき、申請資料作成関与者に該当するか否かの

申告を行う製品の数は4製品までとする。具体的には、薬事分科会等において

薬事承認について審議された製品及び当該製品が審議される際に申請者から競

合品目として提出されて薬事分科会等において競合品目の選定根拠に係る資料

の妥当性について審議された製品とする。ただし、同じ効能・効果を有する製

品が薬事分科会等において審議され又は市場に流通される前にある場合は、こ

れらの製品に準じるものとする。

「寄附金・契約金等」とは、コンサルタント料・指導料、特許権 口特許使用料 ロ

商標権による報酬、講演・原稿執筆その他これに類する行為による報酬及び委

員等が実質的に使途を決定し得る寄附金・研究契約金 (実際に割り当てられた

額をいい、教育研究の奨励を目的として大学等に寄附されるいわゆる奨学寄附

金も含む。)等や、保有している当該企業の株式の株式価値 (申告時点)も金

額の計算に含めるものとする。ただし、委員等本人宛であっても、学部長ある

いは施設長等の立場で学部や施設などの組織に対する寄附金・契約金等を受け

取っていることが明らかなものは除くものとする。

注 2:

3
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5

予防接種・ワクチン分科会への参考人の参加について (案 )

(1)関係機関・団体参考人
○ 予防接種部会の第二次提言において、「発言及び提案はできるが議決に
は加われない参考人として、政府関係機関代表、学会、ワクチンの製造

販売業者や卸売販売業者、被接種者の立場を代表する方などが常時参加

し、国民的な議論を行う場とする」とされていることを受け、参考人と

して下記の政府関係機関や学会、製造 口卸売代表等から参加していただ

くこととしてはどうか。

・  政府関係機関
■ 医薬品医療機器総合機構 (PMDA)
■ 医薬基盤研究所

・  学会
■ 予防接種推進専門協議会
日本小児科学会、日本ウイルス学会、日本産科婦人科学会、

日本呼吸器学会、日本渡航医学会、日本小児科医会、日本ワク

チン学会、日本保育園保健協議会、日本環境感染学会、日本小

児保健協会、日本感染症学会、日本細菌学会、日本耳鼻咽喉科

学会、プライマリーケア学会

・  製造口卸売代表
■ 日本医薬品卸業連合会
■ 日本ワクチン産業協会

○ また、議題に応じて専門的な識見を有する者を必要に応じて参考人と
して招致できることとしてはどうか。

(2)公募参考人
○ 第二次提言において、「委員の選任に係る公募枠の導入など、公開性 ロ

透明性を一層高めるための方策を検討」とされていることを受け、参考

人のうち一名程度を、接種を受ける国民の代表としての一般代表枠 (被

接種者代表)と して公募し、分科会長が選任することとしてはどうか。
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資料 6

予防接種 ロワクチン分科会における傍聴者から発言を求める

ことについて (案 )

○ 予防接種部会の第二次提言において、「委員、参考人以外から発言を求

めることについて適切な方法を検討する」とされていることを受け、広く

国民から意見を聴取する点から、分科会長から傍聴者に発言を求める機会

を設けてはどうか。

○ 仮に発言を求める機会を設ける場合は、分科会が円滑に進行できるよう、

事前の発言者登録、発言時間、発言のタイミングや人数などの具体的な進

め方について、分科会長の指示に基づいて行うこととしてはどうか。
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厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会の年間スケジュール (案 )

予防接種・ワクチン分科会 (年3～4回、定期開催 ) 予防接租基本方針部会 (年6～ 7回程度開催 ) 研究開発及び生産・流通部会 (年6～ 7回程度開催 )
日J反応部会 (年5
‐6回程度開催)

下

●(22日 第1回開催 )

0分科会長の選任、部会立ち上げの承認、参考人の公
鼻等について、予防接種基本計画の策定について他

,月 上

●第1回部会

0「予防接種に関する総合的かつ計画的な推進に関す

る基本的な方向」について

中

D第 1回部会
D「予防機種の研究開発の推進及びワクチンの供給

D確保に関する施策を推進するための基本的事項」
こついて

月 上

D第2回部会
D「 予防接種に関する施策の総合的かつ計画的な推進
こ係る目標に関する事項」について

中

D第2回部会
D「予防接種の研究開発の推進及びワクチンの供給
つ確保に関する施策を推進するための基本的事項」
こついて

7月 上 D(第 2回 開催)

●第3回部会
Or日、地方公共団体、その他関係者の予防接程に関す
る役割分担に関する事項」について

Or予 防接種の適正な実施に関する政策を推進するため
の基本的事項」について

中

●第3回部会
Э「予防接種の研究開発の推進及びワクチンの供給

つ確保に関する施策を推進するための基本的事項」
こついて

下 D開催

月 上

●第4回部会
Or予防接程の有効性及び安全性の向上に関する施策
を推進するための基本的事項」について

○「予防接種に関する国際的な連携に関する事項」につ

いr

下

)月 上
●第5回部会
Orその他」事項について

中

D第 4回部会
D「予防接租の研究開発の推進及びワクチンの供給
つ確保に関する施策を推進するための基本的事項」
こついて

10月 上

D第 6回郡螢
D基本計画 (案 )のとりまとめ

中

●第5回部会
0基本計画「予防接TEの研究開発の推進及びワクチ
ンの供給の確保に関する施策を推進するための基本

的事項」(案)のとりまとめ

下

12月 上 ●第7回部会

中 D第 6回部会

下

D第3回 開催
Э基本計画のとりまとめ

基本計画の策定 (まとめ)

1月 上 ●基本計画の告示

中

月 上

月

下
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ど露震て下和に接種するワクチンが少ない、いわゆる「ワクチン・ギヤツプ」の問題の解消を
はじめとして、予防接種制度について幅広い観点からの見直しを求められた。

このため、昨年 5月の予防接種部会の第二次提言を踏まえ、予防接種法において、
0厚生労働大臣が予防接種に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための計画を策定することとする

等所要の措置を請じることにより、予防接種のあり方について総合的な見直し※を図ることとした。

※ 予防接種ロワクチン分科会において、少なくとも5年ごとを目途に見直しを検討。

J

■ L 庁確城コば豆:驀謝 叫 割 阿 枷

・予防接種・ワクチン分科会において、予防接種の総合的かつ計画的な推進を図るための計画を検討・提

案する。
・具体的には平成25年中に予防接種基本方針部会と研究開発及び生産・流通部会において原案を検討し、

予防接種・ワクチン分科会の確認を得ながら、平成25年末までに成案を得る。
・厚生労働省は予防接種・ワクチン分科会の提案を踏まえ、予防接種基本計画を策定する。

瞬F』リガ り砲FI=■【OFE L野員降 ]り■テ11ir:ョロ3

① 予防接種に関する総合的かつ計画的な推進に関する基本的な方向
② 国、地方公共団体その他関係者の予防接種に関する役割分担に関する事項
③ 予防接種に関する施策の総合的なかつ計画的な推進に係る目標に関する事項
④ 予防接種の適正な実施に関する施策を推進するための基本的事項
⑤ 予防接種の研究開発の推進及びワクチンの供給め確保に関する施策を推進するための基本的事項
0 予防接種の有効性及び安全性の向上に関する施策を推進するための基本的事項
⑦ 予防接種に関する国際的な連携に関する事項
③ その他予防接種に関する施策の総合的かつ計画的な推進に関する重要事項
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師
、
准
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
あ
ん

摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
又
は
柔
道
整
復
師
の
学
校
又
は
養
成
所
若
し
く
は
養
成
施
設
の
指
定
又
は
認
定
に
関
す
る
重

要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

四
　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

律

（平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
、
「
開
日
涸
洲

（
―
昭
利
ヨ
刊
ヨ
引
洲
徊
剃
利
刊
川
矧
「
、
検
疫
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
一
号

）
及
び
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律
の‐
冽
劇
日
劃
馴
召
の‐
相
阿
―こ―
周
司
刊
引
河
川
割
珂
日
川
劃
引
ｄ
ｄ

し

こ

。

ヽ

２
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
科
学
審
議
会
の
組
織
、
所
掌
事
務
及
び
委
員
そ
の
他
の
職
員
そ
の
他
厚
生
科
学
審
議
会
に
関
し
必
要
な

事
項
に

つ
い
て
は
、
政
令

で
定
め
る
。
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◎
　
厚
生
科
学
審
議
会
令

（平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
三
号
）

（組
織
）

第

一
条
　
厚
生
科
学
審
議
会

（以
下

「審
議
会
」
と
い
う
。
）
は
、
委
員
三
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。

２
　
審
議
会
に
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
審
議
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
専
門
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（委
員
等
の
任
命
）

第
二
条
　
委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
。

２
　
専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
。

（委
員
の
任
期
等
）

第
二
条
　
委
員
の
任
期
は
、
二
年
ど
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２
　
委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
臨
時
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
特
別
の
事
項
に
関
す
る
調
査
審
議
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

４
　
専
門
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

５
　
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（会
長
）

第
四
条
　
審
議
会
に
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。

―
■9-



3  2

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
議
会
を
代
表
す
る
。

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（分
科
会
）

第
五
条
　
審
議
会
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
を
置
き
、
こ
れ
ら
の
分
科
会
の
所
掌
事
務
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

生
活
衛
生
適
正
化
分

科
会

予
防
接
種

・
ワ
ク
チ

ン
分
科
会

名
称

一　
生
活
衛
生
関
係
営
業
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

一
一　
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律

（昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号

）
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

一‐

「
開
引
樹
測
が
列
列
列
ン‐
―こ‐
劃
引
ｄ
コ
刻
割
珂
日
訓
劃
割
謝
引
引
司
日
「

コ

刊
囲
引
樹
洲

（
―
昭
利
コ
刊
ョ
引
調
徊
剃
利
刊
川
刊
Ⅵ
ｑ
冽
劇
Ц
劃
列
割
訓
剣
ｑ
招
ロ
ーこ―
周
劃
ｕ
引
測
ｄ
割

項
を
処
理
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

所
掌
事
務

２
　
前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
に
属
す
べ
き
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
名
す
る
。

３
　
分
科
会
に
分
科
会
長
を
置
き
、
当
該
分
科
会
に
属
す
る
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。

４
　
分
科
会
長
は
、
当
該
分
科
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

５
　
分
科
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
分
科
会
に
属
す
る
委
員
又
は
臨
時
委
員
の
う
ち
か
ら
分
科
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者
が
、

そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

６
　
審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
分
科
会
の
議
決
を
も
つ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（部
　〈ム
）

第
六
条
　
審
議
会
及
び
分
科
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
部
会
に
属
す
べ
き
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
ヽ
会
長

（分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
に
あ
つ
て
は
、
分
科
会
長
）
が
指
名
す
る
。

３
　
部
会
に
部
会
長
を
置
き
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

４
　
部
会
長
は
、
当
該
部
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

５
　
部
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
又
は
臨
時
委
員
の
う
ち
か
ら
部
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者
が
、
そ
の
職

務
を
代
理
す
る
。

６
　
審
議
会

（分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
に
あ
っ
て
は
、
分
科
会
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会

の
議
決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（議
事
）

第
七
条
　
審
議
会
は
、
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
　
審
議
会
の
議
事
は
、
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
で
会
議
に
出
席
し
た
も
の
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長

の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
分
科
会
及
び
部
会
の
議
事
に
準
用
す
る
。

（資
料
の
提
出
等
の
要
求
）

第
人
条
　
審
議
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
資
料
の
提
出
、
意
見

の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（庶
務
）

第
九
条
　
審
議
会
の
庶
務
は
、
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
厚
生
科
学
課
に
お
い
て
総
括
し
、
及
び
処
理
す
る
。
た
だ
し
、
予
防
接
種

ｏ
ワ
ク
チ
ン
分

利
到
―こ―
悧
引
Ы
の‐
―こ‐

つ‐
＝
ｄ
劇
回
引
州
樹
習
日
劇
司
細
冽
剌
刻
州
調
―こ―
剥
州
ｄ
、
生
活
衛
生
適
正
化
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労

働
省
健
康
局
生
活
衛
生
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

（雑
則
）

第
十
条
　
ョ
の‐
叫
引
―こ―
劇
劇
引
Ы
の‐
の‐
日
力、‐
＝
訓
割
の‐
調
制
ぞ
の‐
倒
割
詞
列
の‐
ョ
曰
―こ―
副
Ц
州
ョ
引
調
列
団
劇
剣
日
洲
割
調
到
―こ―
訓

つｌ
ｄ
劇
司
ｄ
「

附
　
則

こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
十

一
年
法
律
第
八
十
人
号
）

ス

υ

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

の
施
行
の
日

（平
成
十
二
年

一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
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厚
生
科
学
審
議
会

運
営

規
程

（平
成
十
二
年

一
月

一
九
日
　
厚
生
科
学
審
議
会
決
定
）

厚
生
科
学
審
議
会
令

（平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
規
程
を
制
定
す
る
。

（△
〓
曇醸
）

第

一
条
　
厚
生
科
学
審
議
会

（以
下

「審
議
会
」
と
い
う
。
）
は
、
会
長
が
招
集

す
る
。

２
　
会
長
は
、
審
議
会
を
招
集
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
期
日
、

場
所
及
び
議
題
を
委
員
並
び
に
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員

に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
会
長
は
、
議
長
と
し
て
審
議
会
の
議
事
を
整
理
す
る
。

（審
議
会
の
部
会
の
設
置
）

第
二
条
　
△一
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
議
会
に
諮

っ
て
部
会

（分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
を
除
く
。
以
下
本
条
か
ら
第
四
条
ま
で
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
二
以
上
の
部
会
を
合
同
し
て
調

査
審
議
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（諮
問
の
付
議
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

第
二
条
　
△
本
長
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
諮
問
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
諮
問
を
分

科
会
又
は
部
会
に
付
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（分
科
会
及
び
部
会
の
議
決
）

第
四
条
　
分
科
会
及
び
部
会
の
議
決
は
、
会
長
の
同
意
を
得
て
、
審
議
会
の
議
決

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

父
パ
議
の
公
開
）

第
五
条
　
審
議
会
の
会
議
は
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

個
人
情
報
の
保
護
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
知
的
財
産
権
そ

の
他
個
人
若
し
ぐ
は
団
体
の
権
利
利
益
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

′
場
合

ヽ
―こ
は
、
会
長
は
、
会
議
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
会
長
は
、
会
議
に
お
け
る
秩
序
の
維
持
の
た
め
、
傍
聴
人
の
退
場
を
命
ず
る

な
ど
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
´

（議
事
録
）
　
　
　
　
　
　
‐

第
六
条
　
審
議
会
に
お
け
る
議
事
は
、
次
の
事
項
を
含
め
、
議
事
録
に
記
載
す
る

も
の
と
す
る
。

一　

会
議
の
日
時
及
び
場
所

一
一　
出
席
し
た
委
員

・、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
の
氏
名

〓
一　
議
事
と
な

っ
た
事
項

２
　
議
事
録
は
、
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
個
人
情
報
の
保
護
に
支
障
を
及
ぼ
す́

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
知
的
財
産
権
そ
の
他
個
人
若
ｔ
く
は
団
体
の
権
利
利

益
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
会
長
は
、
議
事
録
の
全

部
又
は

一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
議
事
録
の
全
部
又
は

一
部
を
非
公
開
と
す
る
場
合
に
は
、

会
長
は
、
非
公
開
と
し
た
部
分
に
つ
い
て
議
事
要
旨
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
開

す
る
も
の
と
す
る
。

（分
科
会

の
部
会

の
設
置
等
）

第
七
条
　
分
科
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
分
科
会
に
諮
っ
て
部

会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　

　

　

・

２
　
分
科
会
長
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
付
議
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
付
議

事
項
を
前
項
の
部
会
に
付
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第

一
項
の
部
会
の
議
決
は
、
分
科
会
長
の
同
意
を
得
て
、
分
科
会
の
議
決
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
ヽ

４
　
分
科
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
二
以
上
の
部
会
を
合
同
じ

て
調
査
審
議
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
′
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（委
員
会
の
設
置
）

¨

第
人
条
・
部
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
み
る
と
き
は
、
部
会
に
諮

つ
て
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。．　
　
　
　
　
ヽ

（準
用
規
定
）
　
　
　
　
　
　
ヽ

第
九
条
　
第

一
条
、
第
五
条
た
び
第ヽ
六
条
の
規
定
は
、
分
科
会
及
び
部
会
に
準
用

す
る
¨
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

一
条
、
第
五
条
及
び
第
六
条
中

「会
長
」
と

あ
る
の
は
、
分
科
会
に
あ

つ
て
は

「分
科
会
長
」
、
・部
会
に
あ
っ
て
は

「部
会

長
」
と
、
第

一
条
中

「委
員
」
と
あ
る
の
は
、
分
科
会
に
あ

つ
て
は

「当
該
分

科
会
に
属
す
る
委
員
」
、
部
会
に
あ

つ
て
は

「当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
」
と

・読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓

（雑
則
）

第
十
条
　
こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
、
分
科
会
又
は
部
会
の
運

営
に
必
要
な
事
項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
会
長
、
分
科
会
長
又
は
部
会
長
が
定
め
る
。
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参考資料 4

◎
　
予
防
接
種
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
八
号
）

目
次第

一
章
　
総
則

（第

一
条

。
第
二
条
）

第
二
章
　
予
防
接
種
基
本
計
画
等

（第
二
条

。
第
四
条
）

第
二
章
　
定
期
の
予
防
接
種
等
の
実
施

（第
五
条
＝
第
十

一
条
）

第
四
章
　
定
期
の
予
防
接
種
等
の
適
正
な
実
施
の
た
め
の
措
置

（第
十
二
条
―
第
十
四
条
）

第
五
章
　
定
期
の
予
防
接
種
等
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
措
置

（第
十
五
条
―
第
二
十
二
条
）

第
六
章
　
雑
則

（第
二
十
三
条
―
第
二
十
九
条
）

附
則

第

一
章
　
総
則

（目
的
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
伝
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
疾
病
の
発
生
及
び
ま
ん
延
を
予
防
す
る
た
め
に
公
衆
衛
生
の
見
地
か
ら
予
防
接
種
の
実
施
そ
の

他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
健
康
の
保
持
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
迅
速
な
救
済
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（定
義
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「予
防
接
種
」
と
は
、
疾
病
に
対
し
て
免
疫
の
効
果
を
得
さ
せ
る
た
め
、
疾
病
の
予
防
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
を
、
人
体
に
注
射
し
、
又
は
接
種
す
る
こ
と
を
い
う
。
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「
Ａ
類
疾
病
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
疾
病
を
い
う
。

一　
ジ
フ
テ
リ
ア

一
一　
百
日
せ
き

〓
一　
急
性
灰
白
髄
炎

四
　
麻
し
ん

五
　
風
し
ん

エハ
　
日
本
脳
炎

七
　
破
傷
風

八
　
結
核

九
　
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症

十
　
肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）

十

一
　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

十
二
　
前
各
号
に
掲
げ
る
疾
病
の
ほ
か
、
人
か
ら
人
に
伝
染
す
る
こ
と
に
よ
る
そ
の
発
生
及
び
ま
ん
延
を
予
防
す
る
た
め
、
又
は
か
か
つ
た
場

合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
に
な
り
、
若
し
く
は
重
篤
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
発
生
及
び
ま
ん
延
を
予
防
す
る
た
め
特
に
予
防

接
種
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
疾
病
と
し
て
政
令
で
定
め
る
疾
病

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「
Ｂ
類
疾
病
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
疾
病
を
い
う
。

一　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

一
一　
前
号
に
掲
げ
る
疾
病
の
ほ
か
、
個
人
の
発
病
又
は
そ
の
重
症
化
を
防
止
し
、
併
せ
て
こ
れ
に
よ
り
そ
の
ま
ん
延
の
予
防
に
資
す
る
た
め
特

に
予
防
接
種
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
疾
病
と
し
て
政
令
で
定
め
る
疾
病

Ｎ
ｕ

-1-



４
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「定
期
の
予
防
接
種
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
予
防
接
種
を
い
う
。

一　
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種

一
一　
前
号
に
掲
げ
る
予
防
接
種
に
相
当
す
る
予
防
接
種
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
予
防
接
種
で
あ
っ
て
、
市
町
村
長

以
外
の
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の

５
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「臨
時
の
予
防
接
種
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
予
防
接
種
を
い
う
。

一　
第
六
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種

一
一　
前
号
に
掲
げ
る
予
防
接
種
に
相
当
す
る
予
防
接
種
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
予
防
接
種
で
あ
っ
て
、
第
六
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
っ
た
日
以
後
当
該
指
定
に
係
る
期
日
又
は
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
の
間
に
都
道
府
県
知
事
及
び

市
町
村
長
以
外
の
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の

６
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「定
期
の
予
防
接
種
等
」
と
は
、
定
期
の
予
防
接
種
又
は
臨
時
の
予
防
接
種
を
い
う
。

７
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「保
護
者
」
と
は
、
親
権
を
行
う
者
又
は
後
見
人
を
い
う
。

第
二
章
　
予
防
接
種
基
本
計
画
等

（予
防
接
種
基
本
計
画
）

第
二
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
予
防
接
種
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
予
防
接
種
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画

（

以
下
こ
の
章
及
び
第
二
十
四
条
第
二
号
に
お
い
て

「予
防
接
種
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
予
防
接
種
基
本
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　

予
防
接
種
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向

一
一　
国
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
関
係
者
の
予
防
接
種
に
関
す
る
役
割
分
担
に
関
す
る
事
項

〓
一　
予
防
接
種
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
に
係
る
日
標
に
関
す
る
事
項

四
　
予
防
接
種
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項

五
　
予
防
接
種
の
研
究
開
発
の
推
進
及
び
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項

エハ
　
予
防
接
種
の
有
効
性
及
び
安
全
性
の
向
上
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項

七
　
予
防
接
種
に
関
す
る
国
際
的
な
連
携
に
関
す
る
事
項

八
　
そ
の
他
予
防
接
種
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
予
防
接
種
基
本
計
画
に
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
す

る
も
の
と
す
る
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
予
防
接
種
基
本
計
画
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協

議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
予
防
接
種
基
本
計
画
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（個
別
予
防
接
種
推
進
指
針
Ｖ

第
四
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
Ａ
類
疾
病
及
び
Ｂ
類
疾
病
の
う
ち
、
特
に
総
合
的
に
予
防
接
種
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
当
該
疾
病
ご
と
に
当
該
疾
病
に
応
じ
た
予
防
接
種
の
推
進
を
図
る
た
め
の
指
針

（以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十

四
条
第
二
号
に
お
い
て

「個
別
予
防
接
種
推
進
指
針
」
と
い
う
。
）
を
予
防
接
種
基
本
計
画
に
即
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
個
別
予
防
接
種
推
進
指
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一　
当
該
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
の
意
義
、
有
効
性
及
び
安
全
性
に
関
す
る
事
項

一
一　
当
該
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
に
関
す
る
事
項

〓
一　
当
該
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
の
適
正
な
実
施
の
た
め
の
方
策
に
関
す
る
事
項

Ｎ
０
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五 四

当
該
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
の
研
究
開
発
の
推
進
及
び
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
の
確
保
に
関
す
る
事
項

そ
の
他
当
該
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項

３
　
当
該
疾
病
に
つ
い
て
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
附
則
第
六
条
第

一
項
に
お
い
て

「感
染
症
法
」
と
い
う
。
）
第
十

一
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
が
作
成
さ
れ
る
と
き

は
、
個
別
予
防
接
種
推
進
指
針
は
、
当
該
特
定
感
染
症
予
防
指
針
と

一
体
の
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
個
別
予
防
接
種
推
進
指
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

第
二
章
　
定
期
の
予
防
接
種
等
の
実
施

（市
町
村
長
が
行
う
予
防
接
種
）

第
五
条
　
市
町
村
長
は
、
Ａ
類
疾
病
及
び
Ｂ
類
疾
病
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
居
住
す
る
者
で
あ
っ
て

政
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
、
保
健
所
長

（特
別
区
及
び
地
域
保
健
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

一
号
）
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く

政
令
で
定
め
る
市

（第
十
条
に
お
い
て

「保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
）
の
指
示
を
受
け
期
日
又
は

期
間
を
指
定
し
て
、
予
防
接
種
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
に
規
定
す
る
疾
病
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
当
該
疾
病
の
発
生
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
当
該
都
道

府
県
の
区
域
の
う
ち
当
該
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
を
行
う
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
区
域
の
全
部
が
当
該
指
定
に
係
る
区
域
に
含
ま
れ
る
市
町
村
の
長
は
、
第

一
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
指
定
に
係
る
疾
病
に
つ
い
て
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
を
要
し
な
い
。

（臨
時
に
行
う
予
防
接
種
）

第
六
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
Ａ
類
疾
病
及
び
Ｂ
類
疾
病
の
う
ち
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
ま
ん
延
予
防
上
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
対
象
者
及
び
そ
の
期
日
又
は
期
間
を
指
定
し
て
、
臨
時
に
予
防
接
種
を
行
い
、
又
は
市
町
村
長
に
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
疾
病
の
ま
ん
延
予
防
上
緊
漁
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

同
項
の
予
防
接
種
を
都
道
府
県
知
事
に
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
Ｂ
類
疾
病
の
う
ち
当
該
疾
病
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
ま
ん
延

予
防
上
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
対
象
者
及
び
そ
の
期
日
又
は
期
間
を
指
定
し
て
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
ょ
り
、
都

道
府
県
知
事
を
通
じ
て
市
町
村
長
に
対
し
、
臨
時
に
予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知

事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
で
円
滑
に
当
該
予
防
接
種
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
当
該
市
町
村
長
に
対
し
、
必
要
な

・
協
力
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（予
防
接
種
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
場
合
）

第
七
条
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第
五
条
第
一
項
又
は
前
探
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
う
に
当
た
つ

て
は
、
当
該
予
防
接
種
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
健
康
状
態
を
調
べ
、
当
該
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
当
該
予
防
接
種
を
行

つ
て
は
な
ら
な
い
。

（予
防
接
種
の
勧
奨
）

第
人
条
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
で
あ
っ
て
Ａ
類
疾
病
に
係
る
も
の
又
は
第
六
条
第

一
項

若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
の
対
象
者
に
対
し
、
定
期
の
予
防
接
種
で
あ
っ
て
Ａ
類
疾
病
に
係
る
も
の
又
は
臨
時
の
予
防
接
種

Ｎ
劇
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を
受
け
る
こ
と
を
勧
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
対
象
者
が
十
六
歳
未
満
の
者
又
は
成
年
被
後
見
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
そ

の
者
に
定
期
の
予
防
接
種
で
あ
っ
て
Ａ
類
疾
病
に
係
る
も
の
又
は
臨
時
の
予
防
接
種
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
勧
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

（予
防
接
種
を
受
け
る
努
力
義
務
）

第
九
条
　
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
で
あ
っ
て
Ａ
類
疾
病
に
係
る
も
の
又
は
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
の
対
象
者

は
、
定
期
の
予
防
接
種
で
あ

っ
て
Ａ
類
疾
病
に
係
る
も
の
又
は
臨
時
の
予
防
接
種

（同
条
第
二
項
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
受
け
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
対
象
者
が
十
六
歳
未
満
の
者
又
は
成
年
被
後
見
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
保
護
者
は
、
そ
の
者
に
定
期
の
予
防
接
種
で
あ
つ
て
Ａ
類

疾
病
に
係
る
も
の
又
は
臨
時
の
予
防
接
種

（第
六
条
第
二
項
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
受
け
さ
せ
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（保
健
所
長

へ
の
委
任
）

第
十
条
　
都
道
府
県
知
事
又
は
保
健
所
を
設
置
す
る
市
若
し
く
は
特
別
区
の
長
は
、
第
五
条
第

一
項
又
は
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
予
防
接
種
の
実
施
事
務
を
保
健
所
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（政
令
及
び
厚
生
労
働
省
令

へ
の
委
任
）

第
十

一
条
　
こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
予
防
接
種
の
実
施
に
係
る
公
告
、
周
知
、
記
録
及
び
報
告
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
政
令
で
、

そ
の
他
予
防
接
種
の
実
施
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
四
章
　
定
期
の
予
防
接
種
等
の
適
正
な
実
施
の
た
め
の
措
置

（定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
症
状
の
報
告
）

第
十
二
条
　
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
医
師
は
、
定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
者
が
、
当
該
定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
こ
と

に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
症
状
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
呈
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を

当
該
定
期
の
予
防
接
種
等
を
行
っ
た
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（定
期
の
予
防
接
種
等
の
適
正
な
実
施
の
た
め
の
措
置
）

第
十
三
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
毎
年
度
、
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
状
況
に
つ
い
て
厚
生
科
学
審
議
会
に
報
告
し
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
を
聴
い
て
、
定
期
の
予
防
接
種
等
の
安
全
性
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
定
期
の
予
防
接
種
等
の
適
正
な
実

施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２
　
厚
生
科
学
審
議
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
ほ
か
、
定
期
の
予
防
接
種
等
の
安
全
性
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
定
期
の
予
防

接
種
等
の
適
正
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
、
調
査
審
議
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
意
見
を
述
ベ

る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
又
は
措
置
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
係
る
情
報
の
整

理
又
は
当
該
報
告
に
関
す
る
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
定
期
の
予
防
接
種
等
の
適
正
な
実
施
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
方
公
共
団
体
、
病
院
又
は
診
療
所
の

開
設
者
、
医
師
、
ワ
ク
チ
ン
製
造
販
売
業
者

（薬
事
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
二
条
第

一
項
の
医
薬
品
の
製
造
販
売
業

Ｎ
∞
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の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
販
売

（同
法
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
製
造
販
売
を
い
う
。
附
則
第
六
条
第

一
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
同
法
第
十
四
条
の
承
認
を
受
け
て
い
る
も
の

（当
該
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。
第

二
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
保
護
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
前
項
の
規
定
に
よ

る
調
査
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（機
構
に
よ
る
情
報
の
整
理
及
び
調
査
）

第
十
四
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「機
構
」
と
い
う
。
）
に
、
前
条
第
二

項
に
規
定
す
る
情
報
の
整
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
又
は
措
置
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
機
構
に
、
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
調
査
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
機
構
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
整
理
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
情
報
の
整
理
又
は
調

査
の
結
果
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章
　
定
期
の
予
防
接
種
等
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
措
置

（健
康
被
害
の
救
済
措
置
）

第
十
五
条
　
市
町
村
長
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
居
住
す
る
間
に
定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
者
が
、
疾
病
に
か
か
り
、
障
害
の
状
態
と

な
り
、
又
は
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
が
当
該
定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
厚

生
労
働
大
臣
が
認
定
し
た
と
き
は
、
次
条
及
び
第
十
七
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
給
付
を
行
う
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
認
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
審
議
会
等

（国
家
行
政
組
織
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条

に
規
定
す
る
機
関
を
い
う
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
・

（給
付
の
範
囲
）

第
十
六
条
　
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
又
は
Ｂ
類
疾
病
に
係
る
臨
時
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
に

つ
い
て
行
う
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
て
行
う

一　
医
療
費
及
び
医
療
手
当
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
疾
病
に
つ
い
て
医
療
を
受
け
る
者

一
一　
障
害
児
養
育
年
金
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
未
満
の
者
を
養
育
す
る
者

〓
一　
障
害
年
金
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
以
上
の
者

四
　
死
亡

一
時
金
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
政
令
で
定
め
る
遺
族

五
　
葬
祭
料
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
葬
祭
を
行
う
者

２
　
Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
に
つ
い
て
行
う
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
て
行
う
。

一
　
医
療
費
及
び
医
療
手
当
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
疾
病
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
程
度
の
医
療
を
受
け
る
者

一
一　
障
害
児
養
育
年
金
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
未
満
の
者
を
養
育
す
る
者

〓
一　
障
害
年
金
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
以
上
の
者

四
　
遺
族
年
金
又
は
遺
族

一
時
金
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
政
令
で
定
め
る
遺
族

五
　
葬
祭
料
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
葬
祭
を
行
う
者

の
委
任
等
）

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付

（以
下

「給
付
」
と
い
う
。
）
の
額
、
支
給
方
法
そ
の
他
給

　́
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
０

第
十 ⌒
七 政
条 令
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付
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

２
　
前
条
第
二
貫
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
政
令
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
に
係
る
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
は
、
独
立
行
政
法
人
医

楽
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法

（平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
副
作
用
救
済
給
付
に
係
る
同
法

第
十
六
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
政
令
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
を
参
酌
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（損
害
賠
償
と
の
調
整
）

第
十
八
条
　
市
町
村
長
は
、
給
付
を
受
け
る
べ
き
者
が
同

一
の
事
由
に
つ
い
て
損
害
賠
償
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
価
額
の
限
度
に
お
い
て
、
給

付
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
市
町
村
長
は
、
給
付
を
受
け
た
者
が
同

一
の
事
由
に
つ
い
て
損
害
賠
償
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
価
額
の
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
受
け
た
給

付
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（不
正
利
得
の
徴
収
）

第
十
九
条
　
市
町
村
長
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
給
付
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
国
税
徴
収
の
例
に
よ
り
、
そ
の
者
か
ら
、
そ

の
受
け
た
給
付
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は

一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
先
取
特
権
の
順
位
は
、
国
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も
の
と
す
る
。

（受
給
権
の
保
護
）

第
二
十
条
　
給
付
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（公
課
の
禁
止
）

第
二
十

一
条
　
租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
給
付
と
し
て
支
給
を
受
け
た
金
銭
を
標
準
と
し
て
、
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（保
健
福
祉
事
業
の
推
進
）

第
二
十
二
条
　
国
は
、
第
十
六
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
又
は
同
条
第
二
項
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
給
付
の
支
給
に
係
る

者
で
あ
っ
て
居
宅
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
も
の
の
医
療
、
介
護
等
に
関
し
、
そ
の
家
庭
か
ら
の
相
談
に
応
ず
る
事
業
そ
の
他
の
保
健
福
祉
事

業
の
推
進
を
図
る
も
の
と
す
る
。

第
六
章
　
雑
則

（国
等
の
責
務
）

第
二
十
三
条
　
国
は
、
国
民
が
正
し
い
理
解
の
下
に
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
、
予
防
接
種
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
を
図
る
も
の
と
す

ス
υ
。

２
　
国
は
、
予
防
接
種
の
円
滑
か
つ
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
予
防
接
種
の
研
究
開
発
の
推
進
及
び
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
の
確
保
等
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３
　
国
は
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事
業
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施
等
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

４
　
国
は
、
予
防
接
種
に
よ
る
免
疫
の
獲
得
の
状
況
に
関
す
る
調
査
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
発
生
状
況
に
関
す
る
調
査
そ
の
他
予
防
接

種
の
有
効
性
及
び
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
調
査
及
び
研
究
を
行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
、
医
師
、
ワ
ク
チ
ン
製
造
販
売
業
者
、
予
防
接
種
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
保
護
者
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
前
各

項
の
国
の
責
務
の
遂
行
に
必
要
な
協
力
を
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。ω

０



（厚
生
科
学
審
議
会
の
意
見
の
聴
取
）

第
二
十
四
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
科
学
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
第
二
条
第
二
項
第
十
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
並
び
に
第
五
条
第

一
項
及
び
第
二
項
の
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る

と

き

。
　

．

一
一　
予
防
接
種
基
本
計
画
及
び
個
別
予
防
接
種
推
進
指
針
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

〓
一　
第
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
疾
病
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
。

四
　
第
六
条
第
二
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

五
　
第
七
条
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
者
を
定
め
る
厚
生
労
働
省
令
、
第
十

一
条
の
厚
生
労
働
省
令

（医
学
的
知
見
に
基
づ

き
定
め
る
べ
き
事
項
に
限
る
。
）
及
び
第
十
二
条
第

一
項
の
定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
症
状
を
定
め
る

厚
生
労
働
省
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

（予
防
接
種
等
に
要
す
る
費
用
の
支
弁
）

第
二
十
五
条
　
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
予
防
接
種
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
は
、
市
町
村

（第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防

接
種
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
）
の
支
弁
と
す
る
。

２
　
給
付
に
要
す
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

（都
道
府
県
の
負
担
）

第
二
十
六
条
　
都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
支
弁
す
る
額

（第
六
条
第

一
項
の
規
定

に
よ
る
予
防
接
種
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
三
分
の
二
を
負
担
す
る
。

２
　
都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
支
弁
す
る
額

（第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予

防
接
種
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
支
弁
す
る
額
の
四
分
の
三
を
負
担
す
る
。

（国
庫
の
負
担
）

第
二
十
七
条
　
国
庫
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
二
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
支
弁
す
る
額
及
び
前
条
第

一
項
の

規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
負
担
す
る
額
の
三
分
の

一
を
負
担
す
る
。

２
　
国
庫
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
負
担
す
る
額
の
三
分
の
二
を
負
担
す
る
。

（実
費
の
徴
収
）

第
二
十
八
条
　
第
五
条
第

一
項
又
は
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
つ
た
者
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
保
護
者
か
ら

、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
実
費
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
者
が
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
そ
の
　
・
費
用
を
負

担
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

（事
務
の
区
分
）

第
二
十
九
条
　
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
並
び
に
同
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、

、
第
十
八
条
並
び
に
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法

律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第

一
号
に
規
定
す
る
第

一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

附
　
則

ω
“

第
十
五
条
第

一
項

（昭
和
二
十
二
年
法
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（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
二
十
二
年
七
月

一
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
及
び
第
十
四
条
の
規
定
施
行
の
期
日
は
、

昭
和
二
十
四
年
六
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
各
規
定
に
つ
き
政
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。

第
二
条
　
こ
の
法
律
施
行
の
際
、
生
後
二
十
六
月
以
上
の
者
で
、
腸
チ
フ
ス
又
は
パ
ラ
チ
フ
ス
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
者
は
、
第
十

二
条
第

一
項
第

一
号
の
予
防
接
種
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
法
律
施
行
の
際
、
生
後
四
十
八
月
か
ら
六
十
才
に
至
る
ま
で
の
者
で
、
腸
チ
フ
ス
又
は
パ
ラ
チ
フ
ス
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
者
は
、
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
腸
チ
フ
ス
又
は
パ
ラ
チ
フ
ス
の
予
防
接
種
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
予
防
接
種
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
第

一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
条
　
第
十
三
条
施
行
の
際
、
生
後
六
月
か
ら
生
後
二
十
四
月
に
至
る
ま
で
の
者
は
、
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
百
日
せ
き
の
予
防
接

種
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
前
項
の
予
防
接
種
を
受
け
た
者
は
、
第
十
二
条
第

一
号
の
予
防
接
種
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。

第
四
条
　
第
十
四
条
施
行
の
際
生
後
六
月
以
上
の
者
で
結
核
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
者
は
、
同
条
第

一
項
第

一
号
の
予
防
接
種
を
受

け
た
者
と
み
な
す
。

２
　
第
十
四
条
施
行
の
際
、
生
後
六
月
か
ら
二
十
才
に
至
る
迄
の
者
で
結
核
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
者
は
、
省
令
の
定
む
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
結
核
の
予
防
接
種
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
予
防
接
種
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
第

一
項
を
準
用
す
る
。

第
五
条
　
種
痘
法

（明
治
四
十
二
年
法
律
第
二
十
五
号
）
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。
但
し
、
こ
の
法
律
施
行
前
に
な
し
た
違
反
行
為
の
処
罰
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
法
律
施
行
前
種
痘
法
第

一
条
の
規
定
に
よ
り
行

つ
た
第

一
期
種
痘
は
、
こ
れ
を
第
十
条
第

一
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
り
行
つ
た
も
の
と

み
な
す
。

３
　
こ
の
法
律
施
行
の
際
、
小
学
校
に
入
学
し
て
い
る
者

で
、
種
痘
法
第

一
条

の
規
定
に
よ
る
第
二
期
種
痘
を
受
け
て
い
な
い
者
に
対
し
て
、
市

町
村
長
は
、
期
計
を
指
定
し
て
種
痘
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（損
失
補
償
契
約
）

第
六
条
　
政
府
は
、
予
防
接
種
法
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

一
部
を
改
正
す

る
法
律

（平
成
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
五
年
間
を
限
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン

（感
染
症
法

第
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
世
界
的
規
模
で
需
給

が
著
し
く
ひ
っ
迫
し
、
又
は
ひ
っ
迫
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
こ
れ
を
早
急
に
確
保
し
な
け
れ
ば
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
購
入
契
約
を
締
結
す
る
製
造
販

売
業
者

（薬
事
法
第
十
二
条
第

一
項
の
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン

の
製
造
販
売
に
つ
い
て
ハ
同
法
第
十
四
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
十
四
条
の
承
認
を
受
け
て
い
る
も
の

（当
該
承
認
を
受
け
よ
う

と
す
る
も
の
を
含
む
。
）
に
限
る
。
）
を
相
手
方
と
し
て
、
当
該
購
入
契
約
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る

予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
に
係
る
損
害
を
賠
償
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
損
失
そ
の
他
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の

性
質
等
を
踏
ま
え
国
が
補
償
す
る
こ
と
が
必
要
な
損
失
を
政
府
が
補
償
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約

（以
下

「損
失
補
償
契
約
」
と
い
う
。
）
を

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
購
入
契
約

（当
該
購
入
契
約
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
損
失
補
償
契
約
を

ω
Ｎ
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締
結
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
購
入
契
約
に
限
る
。
）
を
締
結
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
閣
議
の
決
定
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
政
府
は
、
損
失
補
償
契
約
の
締
結
前
に
、
当
該
損
失
補
償
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
き
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
会
の
承
認
を
得
な
い
で
当
該
損
失
補
償
契
約

（次
項
の
規
定
に
よ
る
国
会
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
そ

の
効
力
の
発
生
の
条
件
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
国
会
の
承
認
を
得
な
い
で
損
失
補
償
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
政
府
は
、
速
や
か
に
、
当
該
損
失
補
償

契
約
の
締
結
に
つ
き
国
会
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
ω
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参考資料 5

予
防
接
種
法
施
行
令

（昭
和
二
十
二
年
政
令
第
百
九
十
七
号
）

（政
令
で
定
め
る
Ａ
類
疾
病
）

第

一
条
　
予
防
接
種
法

（以
下

「法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
第
十
二
号
の
政
令
で
定
め
る
疾
病
は
、
痘
そ
う
と
す
る
。

（市
町
村
長
が
予
防
接
種
を
行
う
疾
病
及
び
そ
の
対
象
者
）

第

一
条
の
二
　
法
第
五
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
疾
病
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
疾
病
と
し
、
同
項

（予
防
接
種
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律

（平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
六
号
）
附
則
第
二
条
第

一
項

（予
防
接
種
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
二
十
五
年
法
律
第
　
　
　
号

）
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
者

は
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
疾
病
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者

（当
該
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
者
又
は
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る

者

（イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
あ
っ
て
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
つ
た
こ
と
の
あ
る
者
を
除
ぐ
。
）
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除

ぐ
。
）
と
す
る
。

麻
し
ん

急
性
灰
白
髄
炎

百
日
せ
き

ジ

フ
テ
リ
ア

疾

病

生
後
十
二
月
か
ら
生
後
二
十
四
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

五
歳
以
上
七
歳
未
満
の
者
で
あ

っ
て
、
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
日
の
一
年
前
の
日
か
ら
当
該
始
期
に

生
後
二
月
か
ら
生
後
九
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

生
後
三
月
か
ら
生
後
九
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

生
後
二
月
か
ら
生
後
九
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

十

一
歳
以
上
十
二
歳
未
満
の
者

定

期

の

予

防

接

種

の

対

象

者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー

マ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る

も
の
に
限
る
。
）

Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症

結
核
破
傷
風

日
本
脳
炎

風
し
ん

六
十
五
歳
以
上
の
者

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て
、
心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

十
二
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度

の
初
日
か
ら
十
六
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度

の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
女
子

生
後
二
月
か
ら
生
後
六
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

生
後
二
月
か
ら
生
後
六
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

生
後

一
歳
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

生
後
二
月
か
ら
生
後
九
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

十

一
歳
以
上
十
三
歳
未
満
の
者

生
後
六
月
か
ら
生
後
九
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

九
歳
以
上
十
三
歳
未
満
の
者

生
後
十
二
月
か
ら
生
後
二
十
四
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

五
歳
以
上
七
歳
未
満
の
者
で
あ

っ
て
、
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
日
の

達
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の

一
年
前
の
日
か
ら
当
該
始
期
に

達
す
る
日
の
前

日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の

２
　
前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
疾
病

（イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「特
定
疾
病
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
た
者

（当
該
特
定
疾
病
に
か
か
つ
て
い
る
者
又
は
か
か
つ
た
こ
と
の
あ
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

ω
一
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る
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
掲
げ
る
者
で
あ
っ
た
間
に
、
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る
疾
病
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

に
か
か
っ
た
こ
と
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
特
定
疾
病
に
係
る
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に

よ
る
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
別
の
事
情
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三

年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

（厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
定
疾
病
に
あ
つ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
年
齢
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
あ

る
場
合
に
限
る
。
）
、
当
該
特
定
疾
病
に
係
る
同
項
の
政
令
で
定
め
る
者
と
す
る
。

（市
町
村
長
が
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
を
要
し
な
い
疾
病
）

第
二
条
　
法
第
五
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
疾
病
は
、
日
本
脳
炎
と
す
る
。

（厚
生
労
働
大
臣
が
予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
二
条
　
厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一　
法
第
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
疾
病

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「疾
病
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
、
若
し
ぐ
は
流
行
し
、
又
は
そ
の
お
そ

れ
が
あ
っ
て
、
二
以
上
の
都
道
府
県
に
わ
た
っ
て
同
時
に
予
防
接
種
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
き
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

一
一　
日
本
と
の
交
通
が
密
接
で
あ
る
地
域
で
疾
病
が
流
行
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
病
毒
が
日
本
に
侵
入
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

〓
一　
災
害
そ
の
他
に
よ
り
疾
病
が
流
行
す
る
お
そ
れ
が
著
し
い
と
き
。

２
　
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
大
き
い
場
合
で
あ
っ
て
、
予

防
接
種
の
対
象
者
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
、
厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に

予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
場
合
は
、
疾
病
が
発
生
し
た
場
合
に
直
ち
に
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
業
務
に
従
事
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
者
で
あ
っ
て
当
該
疾
病
に
感
染
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
対
象
と
し
て
予
防
接
種
を
行
う
ょ
う
指
示
す
る
も

の
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

３
　
前
項
の
予
防
接
種
の
対
象
者
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
で
あ
っ
て
、
現
に
日
本
で
疾
病
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ

と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
、
厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指

示
す
る
場
合
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
及
び
当
該
疾
病
の
病
毒
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
又
は
当
該
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
者

（疑
似
症
を
呈

し
て
い
る
者
を
含
む
。
）
に
接
触
し
た
之
認
め
ら
れ
る
者
を
対
象
と
し
て
予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（予
防
接
種
を
行
う
医
師
）

第
四
条
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
五
条
第

一
項
又
は
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
、
当
該
市

町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
の
要
請
に
応
じ
て
予
防
接
種
の
実
施
に
関
し
協
力
す
る
旨
を
承
諾
し
た
医
師
に
よ
り
行
う
と
き
は
、
当
該
予
防
接

種
を
行
う
医
師
に
つ
い
て
、
そ
の
氏
名
及
び
予
防
接
種
を
行
う
主
た
る
場
所
を
公
告
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
専
ら
市
町
村
長
又
は
都
道

府
県
知
事
が
自
ら
設
け
る
場
所
に
お
い
て
実
施
す
る
予
防
接
種
を
行
う
医
師
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
同
項
の
医
師
の
承
諾
が
撤
回
さ
れ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（予
防
接
種
の
公
告
）

第
五
条
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
五
条
第

一
項
又
は
第
本
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
う
場
合

に
は
、
予
防
接
種
の
種
類
、
予
防
接
種
の
対
象
者
の
範
囲
、
予
防
接
種
を
行
テ
期
日
又
は
期
間
及
び
場
所
、
予
防
接
種
を
受
け
る
に
当
た
っ
て

注
意
す
べ
き
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（対
象
者
等

へ
の
周
知
）

ω
い

- 19 -- 20 ,



第
六
条
　
市
町
村
長
は
、
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
う
場
合
に
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
行
う
ほ
か
、
当
該
予
防

接
種
の
対
象
者
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
予
防
接
種
の
種
類
、
予
防
接
種
を
受
け
る
期
日
又
は
期
間
及
び
場
所
、
予
防
接

種
を
受
け
る
に
当
た
つ
て
注
意
す
べ
き
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（予
防
接
種
に
関
す
る
記
録
）

第
六
条
の
二
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
五
条
第

一
項
又
は
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
っ

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
予
防
接
種
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
当
該
予
防
接
種
を
行

っ
た
と

き
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　

予
防
接
種
を
受
け
た
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別

一
一　
実
施
の
年
月
日

〓
一　
前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

２
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
者
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
記
録
の
開
示
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、

正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

（市
町
村
長
の
報
告
γ

第
七
条
　
市
町
村
長
は
、
法
第
五
条
第

一
項
又
は
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
っ
た
と
き
は
、
予
防
接
種
を

受
け
た
者
の
数
を
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
保
健
所
長

（特
別
区
及
び
地
域
保
健
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

一
号
）

第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
市
の
長
に
あ

っ
て
は
都
道
府
県
知
事
）
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（定
期
の
予
防
接
種
等
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
措
置
）

第
八
条
　
法
第
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は

、
予
防
接
種
が
Ａ
類
疾
病
又
は
Ｂ
類
疾
病
か
ら
の
社
会
の
防
衛

に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
疾
病
が
医
学
上
の
特
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
経
済
的
社

会
的
諸
事
情
の
変
動
及
び
医
学
の
進
歩
に
即
応
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（審
議
会
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の
）

第
九
条
　
法
第
十
五
条
第
二
項
の
審
議
会
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
疾
病

。
障
害
認
定
審
査
会
と
す
る
。

（Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
医
療
費
）

第
十
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
医
療
に
要
し
た
費
用
の
額
を
限
度
と
す
る
。
た
だ
し
、
予

防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
疾
病
に
つ
い
て
医
療
を
受
け
る
者
が
、
当
該
疾
病
に
つ
き
、
健
康
保
険
法

（大
正
十

一
年
法
律
第
七
十
号
）
、

船
員
保
険
法

（昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
二
号
）
、
国
民
健
康
保
険
法

（昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律

（昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

（昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
二
十
八
号
。
他
の
法
律
に
お
い
て

準
用
し
、
又
は
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

（昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）

（以
下
こ
の
条

に
お
い
て

「社
会
保
険
各
法
」
と
い
う
¨
）
、
介
護
保
険
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
、
労
働
基
準
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四

十
九
号
）
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
、
船
員
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
、
国
家
公
務
員
災
害

補
償
法

（昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十

一
号
¨
他
の
法
律
に
お
い
て
準
用
し
、
又
は
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償

法

（昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十

一
号
）
若
し
く
は
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
法

律

（昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
り
医
療
に
関
す
る
給
付
を
受
け
、
若
し
く
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
又
は
当

該
医
療
が
法
令
の
規
定
に
よ
り
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
よ
る
医
療
に
関
す
る
給
付
と
し
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
医
療
に
要

し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
医
療
に
関
す
る
給
付
の
額
を
控
除
し
た
額

（そ
の
者
が
社
会
保
険
各
法
に
よ
る
療
養
の
給
付
を
受
け
、
又
は
受
け
る

ω
０
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こ
と
が
で
き
た
と
き
は
、
当
該
療
養
の
給
付
に
関
す
る
当
該
社
会
保
険
各
法
の
規
定
に
よ
る
一
部
負
担
金
に
相
当
す
る
額
と
し
、
当
該
医
療
が

法
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
よ
る
医
療
の
現
物
給
付
と
し
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
医
療
に
関
す
る
給
付
に
つ
い

て
行
わ
れ
た
実
費
徴
収
の
額
と
す
る
。
）
を
限
度
と
す
る
。

一　
診
察
薬
剤
又
は
治
療
材
料
の
支
給

医
学
的
処
置
、
手
術
及
び
そ
の
他
の
治
療
並
び
に
施
術

居
宅
に
お
け
る
療
養
上
の
管
理
及
び
そ
の
療
養
に
伴
う
世
話
そ
の
他
の
看
護

病
院
又
は
診
療
所

へ
の
入
院
及
び
そ
の
療
養
に
伴
う
世
話
そ
の
他
の
看
護

移
送

２
　
前
項
の
悽
療
に
要
し
た
費
用
の
額
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
算
定
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
現
に
要
し
た
費
用
の

額
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
医
療
手
当
）

第
十

一
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
手
当
は
、
月
を
単
位
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、　
一
月
に
つ
き
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　

そ
の
月
に
お
い
て
前
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
医
療

（同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
医
療
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
以

下
同
じ
。
）
を
受
け
た
日
数
が
三
日
以
上
の
場
合
　
一二
万
五
千
六
百
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、　
　
　
　
，

一
一　
そ
の
月
に
お
い
て
前
号
に
規
定
す
る
医
療
を
受
け
た
日
数
が
三
日
未
満
の
場
合
　
一二
万
三
千
六
百
円

〓
一　
そ
の
月
に
お
い
て
前
条
第

一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
医
療
を
受
け
た
日
数
が
八
日
以
上
の
場
合
　
一二
万
五
千
六
百
円

四
　
そ
の
月
に
お
い
て
前
号
に
規
定
す
る
医
療
を
受
け
た
日
数
が
八
日
未
満
の
場
合
　
一二
万
三
千
六
百
円
　
　
　
　
　
　
，

２
　
同

一
の
月
に
お
い
て
前
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
医
療
と
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
医
療
と
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
月
分
の
医
療
手
当
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
万
五
千
六
百
円
と
す
る
。

（
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
障
害
児
養
育
年
金
）

第
十
二
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
は
、
別
表
第

一
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

２
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

一　
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
臨
時
の
予
防
接
種

（法
第
六
条
第
二
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下

「第
二
項
臨
時
予
防
接
種
」
と
い
う
。

）
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
を
養
育
す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
次
の
イ
又
は
口
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ

イ
又
は
口
に
定
め
る
額

イ
　
別
表
第

一
に
定
め
る

一
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
未
満
の
者

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
一
級
障
害
児
」
と
い
う
。
）
を
養
育

す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
百
十
八
万
三
千
三
百
円

口
　
別
表
第

一
に
定
め
る
二
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
未
満
の
者

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「二
級
障
害
侃
」
と
い
う
¨
）
を
養
清

す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
九
十
四
万
五
千
六
百
円

一
一　
前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
次
の
イ
又
は
口
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
口
に
定
め
る
額

イ
　
一
級
障
害
児
を
養
育
す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
百
五
十
二
万
四
百
円

ロ
　
ニ
級
障
害
児
を
養
育
す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
百
二
十
一
万
五
千
六
百
円

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
の
額
は
、
別
表
第

一
に
定
め
る
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
未
満
の
者

（以
下

「障
害
児
」
と
い
う
。

）
で
あ
っ
て
児
童
福
祉
法

（昭
和
二
十
一
一年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
い
う
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
で
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
入
所
又
は
入
院
を
し
て
い
な
い
も
の
を
養
育
す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に

ω
可
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規
定
す
る
額
に
介
護
加
算
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

４
　
前
項
に
規
定
す
る
介
護
加
算
額
は
、　
一
級
障
害
児
を
養
育
す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
は
八
十
二
万
四
千
三
百
円
と
し
、
二
級
障
害
児
を
養
育

す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
は
五
十
五
万
六
千
三
百
円
と
す
る
。

５
　
障
害
児
に
つ
い
て
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
障
害
に
関
し
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律

（昭
和
三
十
九
年
法

律
第
百
三
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
り
特
別
児
童
扶
養
手
当
又
は
障
害
児
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
る
と
き
は
、
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規

定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
の
額
は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
か
ら
同
号
の
規
定
に
よ
る
障
害

児
養
育
年
金
の
支
給
期
間
中
の
各
年
に
支
給
さ
れ
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
又
は
障
害
児
福
祉
手
当
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

（
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
障
害
年
金
）

第
十
三
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

２
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　
第
二
項
臨
時
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い

、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら

ハ
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
別
表
第
二
に
定
め
る

一
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
以
上
の
者

（以
下

「
一
級
障
害
者
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る
場
合
　
一二
百

七
十
人
万
円

口
　
別
表
第
二
に
定
め
る
二
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
以
上
の
者

（以
下

「二
級
障
害
者
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る
場
合
　
一二
百

三
万
四
千
円

ハ
　
別
表
第
二
に
定
め
る
三
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
以
上
の
者

（次
号
ハ
に
お
い
て

「三
級
障
害
者
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る

場
合
　
一
一百
三
十
六
万
人
千
円

一
一　
前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら

ハ
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
一
級
障
害
者
に
支
給
す
る
場
合
　
四
百
八
十
六
万
円

口
　
二
級
障
害
者
に
支
給
す
る
場
合
　
一二
百
八
十
八
万
人
千
円

ハ
　
三
級
障
害
者
に
支
給
す
る
場
合
　
一
一百
九
十

一
万
六
千
円

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
額
は
、　
一
級
障
害
者
又
は
二
級
障
害
者
で
あ
っ
て
、
児
童
福
祉
法
に
い
う
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
入
所
又
は
入
院
を
し
て
い
な
い
も
の
に
支
給
す
る
場
合
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か

わ
け
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
額
に
介
護
加
算
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

４
　
前
項
に
規
定
す
る
介
護
加
算
額
は
、　
一
級
障
害
者
に
支
給
す
る
場
合
は
八
十
三
万
四
千
二
百
円
と
し
、
二
級
障
害
者
に
支
給
す
る
場
合
は
五

十
五
万
六
千
二
百
円
と
す
る
。
　
　
　
　
　
一

５
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
障
害
に
関
し
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
若
し
く
は
特
別
障
害
者
手
当
が
支
給
さ
れ
る

と
き
、
国
民
年
金
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（昭
和
六
十
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
九
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
福
祉
手
当

が
支
給
さ
れ
る
と
き
、
又
は
国
民
年
金
法

（昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十

一
号
）
第
二
十
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
る
と
き
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
額
は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
か
ら
同
号
の

規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
期
間
中
の
各
年
に
支
給
さ
れ
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
若
し
く
は
特
別
障
害
者
手
当
の
額
若

し
く
は
福
祉
手
当
の
額
又
は
障
害
基
礎
年
金
の
額
の
百
分
の
四
十
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

（
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
の
支
給
期
間
等
）

第
十
四
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
又
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金

（以
下

「
Ａ
類
疾
病
に

係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
」
と
い
う
。
）
の
支
給
は
、
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
始
め

、
支
給
す
べ
き
事
由
が
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
月
で
終
わ
る
。

ω
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２
　
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
は
、
毎
年

一
月
、
四
月
、
七
月
及
び
十
月
の
四
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
前
月

分
ま
で
を
支
払
う
。
た
だ
し
、
前
支
払
期
月
に
支
払
う
べ
き
で
あ
っ
た
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
又
は
支

給
す
べ
き
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
期
の
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
は
、
そ
の
支
払
期
月
で

な
い
月
で
ぁ
っ
て
も
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

（
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
の
額
の
変
更
）

第
十
五
条
　
障
害
児
又
は
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
の
障
害
の
状
態
に
変
更
が
あ

っ
た
た

め
、
新
た
に
別
表
第

一
又
は
別
表
第
二
に
定
め
る
他
の
等
級
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
新
た
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
等

級
に
応
ず
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
し
、
従
前
の
給
付
は
行
わ
な
い
。

（Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
に
係
る
診
断
及
び
報
告
）

第
十
六
条
　
市
町
村
長
は
、
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
の
支
給
に
関
し
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、
Ａ
類
疾
　
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
を
受
け
て
い
る
者
に
対
し
て
、
医
師
の
診
断
を
受
け
る
べ
き
こ
と
若
し
く

は
そ
の
養
育
す
る
障
害
児
に
つ
い
て
医
師
の
診
断
を
受
け
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
論
じ
、
又
は
必
要
な
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
を
受
け
て
い
る
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に

従
わ
ず
、
又
は
報
告
を
し
な
い
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
の
支
給
を

一
時
差
し

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（死
亡

一
時
金
）

第
十
七
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
遺
族
は
、
配
偶
者

（届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に

あ
っ
た
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
と
す
る
。
た
だ
し
、
配
偶
者
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
、
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
者
に
限
る
。

２
　
死
亡

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
順
位
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
順
序
と
す
る
。

一　
第
二
項
臨
時
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
遺
族
に
支
給
す
る
場
合
　
次
の
イ
及
び
口
の
順
序

（イ
及
び
口
に
掲
げ
る

者
の
う
ち
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
口
に
掲
げ
る
順
序
）

イ
　
第
二
項
臨
時
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹

ロ
　
イ
に
該
当
し
な
い
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹

一
一　
前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
前
項
に
規
定
す
る
順
序

３
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
前
に
そ
の
者
の
死
亡
に
よ
つ
て
死
亡

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
先
順
位
又
は

同
順
位
と
な
る
べ
き
者
を
故
意
に
死
亡
さ
せ
た
者
及
び
死
亡

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
先
順
位
又
は
同
順
位
の
者
を
故
意
に
死
亡
さ
せ

た
者
は
、
死
亡

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
と
し
な
い
。

４
　
死
亡

一
時
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　
第
二
項
第

一
号
に
掲
げ
る
場
合
　
次
の
イ
又
は
口
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
口
に
定
め
る
額
‐

イ
　
第
二
項
第

一
号
イ
に
掲
げ
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
一二
千
三
百
十
万
円

口
　
第
二
項
第

一
号
口
に
掲
げ
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
一
一千
四
百
八
十
万
円

一
一　
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
　
四
千
三
百
五
十
万
円

５
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
死
亡

一
時
金
の
額
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
が
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る

障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
額
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
号
の

規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
た
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
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十
七
年
以
上

十
五
年
以
上
十
七
年
未
満

十
二
年
以
上
十
五
年
未
満

十

一
年
以
上
十
二
年
未
満

九
年
以
上
十

一
年
未
満

七
年
以
上
九
年
未
満

五
年
以
上
七
年
未
満

三
年
以
上
五
年
未
満

一
年
以
上
三
年
未
満

一
年
未
満

法

第

十

六

条

第

一
項

第

三

号

の
規
定

に

よ

る
障

害

年

金

の
支

給

を
受

け

た

期

間

○

。
〇
五

ｉ

○

。
一
〇

○

。
三
二

○

。
三
二

○

。
四
四

〇

・
五
六

〇

・
六
七

○

。
七
八

○

。
人
九

〇

・
九
八

率

６
　
死
亡

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
同
順
位
の
道
族
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
け
る
各
人
の
死
亡

一
時
金
の
額
は
、
第
四
項
の
額

（前

項
の
規
定
に
該
ま
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
）
を
そ
の
人
数
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

（
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
葬
祭
料
）

第
十
人
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
葬
祭
料
の
額
は
、
二
十
万
千
円
と
す
る
。

（
Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
係
る
医
療
費
）

第
十
九
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第

一
号
の
政
令
で
定
め
る
程
度
の
医
療
は
、
病
院
又
は
診
療
所

へ
の
入
院
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
必

要
な
程
度
の
医
療
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

２
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
の
支
綸
の
請
求
は
、
当
該
医
療
費
の
支
給
の
対
象
ど
な
る
費
用
の
支
払
が
行
わ
れ
た
時

か
ら
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３
　
第
十
条
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
の
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
係
る
医
療
手
当
）

第
二
十
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
手
当
は
、
月
を
単
位
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
第
十
一
条
に
規

定
す
る
金
額
と
す
る
。

２
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
手
当
の
支
給
の
請
求
は
、
そ
の
請
求
に
係
る
医
療
が
行
わ
れ
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の

初
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
′。

（
Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
係
る
障
害
年
金
）

、

第
二
十

一
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
は
、
別
表
第
二

（三
級
の
項
を
除
く
。
）
に
定
め
る
と
お
り

と
す
る
。

２
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　

別
表
第
二
に
定
め
る

一
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
　
一
一百
七
十
万
円
　
　
　
　
　
　
　
．

一
一　
別
表
第
二
に
定
め
る
二
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
　
一
一百
十
六
万
円

（
Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
係
る
障
害
年
金
の
額
の
変
更
）

第
二
十
二
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
の
障
害
の
状
態
に
変
更
が
あ

っ
た
た
め
、
新
た

に
別
表
第
二
に
定
め
る
他
の
等
級

（三
級
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
新
た
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
等
級
に

一
〇
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応
ず
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
し
、
従
前
の
給
付
は
行
わ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
′

（Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
係
る
障
害
年
金
の
給
付
に
係
る
診
断
及
び
報
告
）

第
二
十
三
条
　
第
十
六
条
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
給
付
に
係
る
診
断
及
び
報
告
に
つ
い
て
準
用
す

Ｚ
Ｏ

。（遺
族
年
金
）

第
二
十
四
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
は
、
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

母
及
び
兄
弟
姉
妹
で
あ

っ
て
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
も
の

と
す
る
。

２
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
胎
児
で
あ
っ
た
子
が
出
生
し
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
将
来
に
向
か

っ
て
、
そ
の
子
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た

子
と
み
な
す
。

３
　
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
順
位
は
、
第

一
項
に
規
定
す
る
順
序
に
よ
る
。

４
　
遺
族
年
金
は
、
十
年
を
限
度
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
が
当
該
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
障
害
に
つ
い
て
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
ぁ
る
場
合
に
は
、
十

年
か
ら
そ
の
支
給
を
受
け
た
期
間

（そ
の
期
間
が
七
年
を
超
え
る
と
き
は
、
七
年
と
す
る
。
）
を
控
除
し
て
得
た
期
間
を
限
度
と
し
て
支
給
す

る
も
の
と
す
る
。

５
　
遺
族
年
金
の
額
は
、
三
百
三
十
六
万
千
六
百
円
と
す
る
。

６
　
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
同
順
位
の
遺
族
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
け
る
各
人
の
遺
族
年
金
の
額
は
、ヽ
前
項
の
額
を
そ
の
人
数

で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

７
　
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
同
順
位
の
遺
族
の
数
に
増
減
を
生
じ
た
と
き
は
、
遺
族
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。

８
　
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
先
順
位
者
が
そ
の
請
求
を
し
な
い
で
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
次
順
位
者
が
遺
族
年
金
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
先
順
位
者
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
と
な

っ
た
場
合
に
お
い

て
、
同
順
位
者
が
な
く
て
後
順
位
者
が
あ
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

９
　
遺
族
年
金
の
支
給
の
請
求
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
疾
病
又
は
障
害
に

つ
い
て
法
第
十
六
条
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
若
し
く
は
医
療
手
当
又
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
の
決
定

が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
死
亡
の
時
か
ら
二
年
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、
そ
の
死
亡
の
時
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
と
き

（前
項
後
段
の
規

定
に
よ
る
請
求
に
よ
り
支
給
す
る
遺
族
年
金
に
あ
っ
て
は
、
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
先
順
位
者
の
死
亡
の
時
か
ら
二
年
を
経
過
ｔ

た
と
き
）
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
係
る
障
害
年
金
等
の
支
給
期
間
等
）

第
二
十
五
条
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
又
は
同
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金

（次
項
に
お
い
て

「障
害
年

金
等
」
と
総
称
す
る
。
）
の
支
給
は
、
そ
の
請
求
が
あ

っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
始
め
、
支
給
す
べ
き
事
由
が
消
滅
し
た
日
の
属
す
る

月
で
終
わ
る
。

２
　
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
障
害
年
金
等
の
支
払
期
月
に
つ
い
て
準
用
す
る
。　
　
ヽ

（遺
族

一
時
金
）
　
　
　
　
　
　
´

第
二
十
六
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
遺
族

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
は
、
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖

父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
と
す
る
。
た
だ
し
、
配
偶
者
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ

ヽ
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の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
者
に
限
る
。

２
　
遺
族

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
順
位
は
、
前
項
に
規
定
す
る
順
序
に
よ
る
。

３
　
遺
族

一
時
金
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族

（当
該
死
亡
の
当
時
胎
児
で
あ

る
子
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
当
時
胎
児
で
あ
っ
た
子
が
出
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
子
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
な

い
と
き
、
又
は
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
が
遺
族
年
金
の
支
給
の
請
求
を
し
な
い
で
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
他
に
同
順

位
若
し
く
は
後
順
位
の
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
が
な
い
と
き
　
七
百
八
万
四
千
人
百
円

一
一　
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
た
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
他
に
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
が
な
く
、
か
つ
、
当
該
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
支
給
さ
れ
た
遺
族
年
金
の
額
の
合
計
額
が
前
号
に
定
め
る
額
に
満
た
な
い
と
き

同
号
に
定
ぬ
る
額
か
ら
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
支
給
さ
れ
た
遺
族
年
金
の
額
の
合
計
額
を
控
除

し
た
額

４
　
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
遺
族

一
時
金
の
支
給
の
請
求
は
、
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
た
者
が
死
亡
し
た
時
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
と
き

は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

５
　
第
二
十
四
条
第
六
項
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
遺
族

一
時
金
の
額
及
び
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
遺
族

一
時
金
の
支
給
の
請
求
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

（遺
族
年
金
等
の
支
給
の
制
限
）

第
二
十
七
条
　
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族

一
時
金
の
支
給
の
制
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
係
る
葬
祭
料
）

第
二
十
八
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
葬
祭
料
の
額
は
、
第
十
八
条
に
規
定
す
る
金
額
と
す
る
。

２
　
第
二
十
四
条
第
九
項
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
葬
祭
料
の
支
給
の
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（未
支
給
の
給
付
）

第
二
十
九
条
　
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
死
亡
し
た
者
に
支
給
す
べ
き
給
付
で
ま
だ
そ
の
者
に
支
給

し
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
又
は
兄
弟
姉
妹
で
あ
っ
て
そ
の
者
の
死
亡
の
当
時
そ

の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
も
の
に
支
給
す
る
。

２
　
未
支
給
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
順
位
は
い
前
項
に
規
定
す
る
順
序
に
よ
る
。

３
　
未
支
給
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
同
順
位
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
全
額
を
そ
の
一
人
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

一
人
に
し
た
支
給
は
、
全
員
に
対
し
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（厚
生
労
働
省
令

へ
の
委
任
）

第
二
十
条
　
こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
給
付
の
請
求
の
手
続
そ
の
他
給
付

の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

（都
道
府
県
の
負
担
）

第
二
十

一
条
　
法
第
二
十
六
条
第

一
項

の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
の
負
担
は
、
各
年
度
に
お
い
て
、
法
第
二
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町

村
が
支
弁
す
る
費
用
に

つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ

つ
て
算
定
し
た
医
師

の
報
酬
、
薬
品
、
材
料
そ
の
他
に
要
す
る
経
費
の
額

（そ
の
額
が
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
該
費
用
の
額

（
そ
の
費
用
の
た
め
の
寄
附
金
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
寄
附
金
の
額
を
控
除
す

る
も
の
と
す
る
。
）
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
と
す
る
。
′）
に

つ
い
て
行
う
。

２
　
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
の
負
担
は
、
各
年
度
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
額
に

つ
い
て
行
う
。

ヽ
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一　
法
第
二
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
費
用

（法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
に
係
る
も
の
に
限
る
。

）
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
医
師
の
報
酬
、
薬
品
、
材
料
そ
の
他
に
要
す
る
経
費
の
額

（そ
の
額

が
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
骸
費
用
の
額

（そ
の
費
用
の
た
め
の
寄
附
金
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
寄
附
金
の
額
を
控
除
す
る
も
の

と
す
る
。
）
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
と
す
る
。
）
か
ら
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
該
費
用
に
係
る
法
第
二
十
八
条
の

規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
額

（そ
の
額
が
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
っ
て
算
定
し
た
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
基
準
に
よ
つ
て

算
定
し
た
額
と
す
る
。
）
を
控
除
し
た
額

一
一　
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額

（そ
の
額
が
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
該
費
用
の
額

（そ
の
費
用
の
た
め
の
寄
附
金
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
寄
附
金
の
額
を
控
除

す
る
も
の
と
す
る
。
）
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
を
す
る
。
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
定

‐め
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
総
務
大
臣
及
び
財
務
大
臣
と
協
議
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（国
庫
の
負
担
）

第
二
十
二
条
‘
法
第
二
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
は
、
各
年
度
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
額
に
つ
い
て
行
う
。

一　
法
第
二
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た

医
師
の
報
酬
、
薬
品
、
材
料
そ
の
他
に
要
す
る
経
費
の
額

（そ
の
額
が
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
該
費
用
の
額

（そ
の
費
用
の
た

め
の
寄
附
金
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
寄
附
金
の
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。
）
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
と
す
る
。
）

一
一　
法
第
二
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
負
担
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
該
費
用
の
額

２
　
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

（実
費
）

第
三
十
三
条
　
法
第
二
十
八
条
の
実
費
と
は
、
薬
品
費
（
材
料
費
及
び
予
防
接
種
を
行
う
た
め
臨
時
に
雇
わ
れ
た
者
に
支
払
う
経
費
を
い
う
。

２
　
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
で
あ
っ
て
Ａ
類
疾
病
に
係
る
も
の
を
行

っ
た
者
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
保
護
者

の
負
担
能
力
、
地
域
の
実
情
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
当
該
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
八
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
実
費
を
徴
収
す

る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
徴
収
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
徴
収
す
る
者
の
基
準
及
び
徴
収
す
る
額
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（事
務
の
区
分
）

第
二
十
四
条
　
第
四
条
、
第
五
条
及
び
第
六
条
の
二

（法
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
七
条

（

法
第
六
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
事
務
は
、
地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第

一
号
に
規
定
す
る
第

一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

２
　
第
四
条
、
第
五
条
、
第
六
条
の
二
及
び
第
七
条

（法
第
六
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び

に
第
十
六
条

（第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方

自
治
法
第
二
条
第
九
項
第

一
号
に
規
定
す
る
第

一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

附
　
則

（施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
し
、
昭
和
二
十
二
年
七
月

一
日
か
ら
、
こ
れ
を
適
用
す
る
。

一
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（市
町
村
長
が
行
う
予
防
接
種
の
対
象
者
の
特
例
）

法
第
五
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
者
に
つ
い
て
は
、

日
か
ら
当
該

学 問 構 わ
の に
始 あ
期 る
に 者
達
す

第

項
の
表
麻
し
ん
の
項
及
び

風
し
ん
の
項
中

四='一

廿 整 平
ノヒ 巌 成
歳歳以十 二
とと卜
~ 
十

な■湖 年
るる歳か 四
日日未ら 月
のの満生 一
属属の後 日
すす者二 か
るるで十 ら
年年あ四 平
度度つ月 成
ののてに 二
初初 至 十
日日/1ヽる 五
カ功洋ま 年
らら校で 三
当当就の 月
該該学間 三
年年のに 十
度度始あ 一
のの期る 日
林 lご昔 ま
日日達  で
まます  の
ででる  間
のの日  ｀
間間の  第
ににす  一
ああ年  条
るる前  の

女台
期
に
達
す
る
日
の
日:J
日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の

」とあるのは、　イ一　凛議射」倒歳ヵ、れは囃舞疇脚つ月“Ч』素は̈

，　
　
　
　
　
　
　
　
と
す
る
っ

４
　
平
成
七
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
九
年
四
月

一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
に
対
す
る
日
本
脳
炎
に
係
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
第

一
条
の

二
第

一
項
の
表
日
本
脳
淡
の
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

「
一
　
震
競
嚇
劇
「
一
罐
櫂
商
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者
　
と
あ
る
の

価
の
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

は
、

「四
歳
以
上
二
十
歳
未
満
の
者
」
と
す
る
。

る
日
の
一
年
前
の
日
か
ら
当
該
始
期
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
」

３
　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

「十
八

歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度
の
初
日
か
ら
当
該
」
と
あ
る
の
は
、

「十
七
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度
の
二
月
二
十
日
か
ら
十
八
歳
と
な
る
日

の
属
す
る
」
と
す
る
。

５
　
東
日
本
大
震
災

（平
成
二
十
三
年
二
月
十

一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災

害
を
い
う
。
）
の
発
生
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
同
日
に
お
い
て
第

一
条
の
二
第

一
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
疾
病

（結
核
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
た
者

（当
該
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
者
又

は
か
か
つ
た
こ
と
の
あ
る
者
そ
の
他
同
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
者
で
な
く
な
つ
た
日
か

ら
同
年
八
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
疾
病
に
係
る
法
第
五
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
者
と
す
る
。

別
表
第

一

（第
十
二
条
、
第
十
五
条
関
係
）

二
級

一
級
等

級

一
　

両
眼

の
視
力
の
和
が
〇

・
〇
八
以
下
の
も
の

一
一　
両
耳

の
聴
力
が
、
耳
殻
に
接
し
て
大
声
に
よ
る
話
を
し
た
場
合
に
お
い
て
の
み
こ
れ
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
の
も

両
眼
の
視
力
の
和
が
〇

・
〇
二
以
下
の
も
の

両
耳
の
聴
力
が
、
耳
殻
に
接
し
て
大
声
に
よ
る
話
を
し
て
も
こ
れ
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
も
の

両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

両
下
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

体
幹
の
機
能
に
座

っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
の
機
能
の
障
害
又
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
の
用
を
弁
ず
る
こ
と
を
不
能
な
ら
し
め
る
程
度
の
も
の

精
神
の
障
害
で
あ

っ
て
、
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

身
体
の
機
能
の
障
害
若
し
く
は
病
状
又
は
精
神
の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が
前
各
号
と
同
程
度
以

上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

八 七  六 五 四 三 二

障

害

の

状

態

一
●
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〓
一　
平
衡
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

四
　
咀
疇
又
は
言
語
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

五
　

一
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

エハ
　

一
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

七
　
体
幹
の
機
能
に
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の

人
　
一則
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
の
機
能
の
障
害
又
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
が
著
し
い
制
限
を
受
け
る
か
、
又
は
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
加
え

る
こ
と
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

九
　
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

十
　
身
体
の
機
能
の
障
害
若
し
く
は
病
状
又
は
精
神
の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が
前
各
号
と
同
程
度
以

上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

備
考
　
視
力

の
測
定
は
、
万
国
式
試
視
力
表
に
よ
る
も
の
と
し
、
屈
折
以
上
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
矯
正
視
力
に
よ

つ
て
測
定
す
る
。

別
表
第
二

（第
十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
二
十

一
条
、
第
二
十
二
条
関
係
）

一
級

一
　

両
眼
の
視
力
が
○

・
〇
二
以
下
の
も
の

一　
両
上
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の
　
　
　
　
　
　
´

一一　
両
下
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

四
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
の
機
能
の
障
害
又
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、
労
働
す
る
こ
と
を
不
能
な
ら
し
め
、
か
つ
、
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
程
度
の

も
の精
神
の
障
害
で
あ

っ
て
、
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

身
体
の
機
能
の
障
害
若
し
く
は
病
状
又
は
精
神
の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が
前
各
号
と
同
程
度
以

上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

両
眼
の
視
力
が
〇

・
一
以
下
の
も
の

両
耳
の
聴
力
が
、
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
は
通
常
の
話
声
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
も
の

一
輌

障

害

の

状

態

二
級

一
　

両
眼
の
視
力
が
〇

・
〇
四
以
下
の
も
の

二
　

一
眼
の
視
力
が
〇

・
〇
二
以
下
で
、
か
つ
、
他
眼
の
視
力
が
○

。
〇
六
以
下
の
も
の

〓
一　
両
耳
の
聴
力
が
、
耳
殻
に
接
し
て
大
声
に
よ
る
話
を
し
て
も
こ
れ
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
も
の

四
　
咀
疇
又
は
言
語
の
機
能
を
廃
し
た
も
の

五
　
一
上
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

エハ
　

一
下
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

七
　
体
幹
の
機
能
に
高
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の

人
　
ュ則
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
の
機
能
の
障
害
又
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、
労
働
が
高
度
の
制
限
を
受
け
る
か
、
又
は
労
働
に
高
度
の
制
限
を
加
え
る
こ
と
を

必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

九
　
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

十
　
身
体
の
機
能
の
障
害
若
し
く
は
病
状
又
は
精
神
の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が
前
各
号
と
同
程
度
以

上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の
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〓
一　
咀
唱
又
は
言
語
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

四
　
一
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

五
　
一
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

一ハ
　
体
幹
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
の
機
能
の
障
害
又
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、
労
働
が
著
し
い
制
限
を
受
け
る
か
、
又
は
労
働
に
著
し
い
制
限
を
加
え
る
こ
と
を

必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

人
　
精
神
の
障
害
で
あ

つ
て
、
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

九
　
身
体
の
機
能
の
障
害
若
し
く
は
病
状
又
は
精
神
の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が
前
各
号
と
同
程
度
以

上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

備
考
　
視
力
の
測
定
は
、
万
国
式
試
視
力
表
に
よ
る
も
の
と
し
、
屈
折
以
上
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
矯
正
視
力
に
よ
つ
て
測
定
す
る
。

一
〇
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参考資料 6

◎
　
予
防
接
種
法
施
行
規
則

（昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
六
号
）

（予
防
接
種
の
推
進
を
図
る
た
め
の
指
針
を
定
め
る
疾
病
）

第

一
条
　
予
防
接
種
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
八
号
。
以
下

「法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

疾
病
は
、
麻
し
ん
、
結
核
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
す
る
。

（保
健
所
長
等
の
指
示
）

第

一
条
の
二
　
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
長
に
対
す
る
保
健
所
長

（特
別
区
及
び
地
域
保
健
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

一
号

）
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
市
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
知
事
。
以
下
同
じ
。
）
の
指
示
は
、
予
防
接
種
施
行
の
時
期
、

予
防
接
種
の
対
象
者
の
範
囲
、
予
防
接
種
の
技
術
的
な
実
施
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
と
す
る
「

（予
防
接
種
の
対
象
者
か
ら
除
か
れ
る
者
）

第
二
条
　
予
防
接
種
法
施
行
令

（昭
和
二
十
二
年
政
令
第
百
九
十
七
号
。
以
下

「令
」
と
い
う
。
）
第

一
条
の
二
第

一
項
本
文
及
び
第
二
項
に
規

定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

一　
当
該
予
防
接
種
に
相
当
す
る
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
者
で
当
該
予
防
接
種
を
行
う
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

一
一　
明
ら
か
な
発
熱
を
呈
し
て
い
る
者

〓
一　
重
篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者

四
　
当
該
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
の
接
種
液
の
成
分
に
よ
つ
て
ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー
を
呈
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者

五
　
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
に
係
る
予
防
接
種
の
対
象
者
に
あ
っ
て
は
、
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者

エハ
　
結
核
に
係
る
予
防
接
種
の
対
象
者
に
あ
っ
て
は
、
結
核
そ
の
他
の
疾
病
の
予
防
接
種
、
外
傷
等
に
よ
る
ケ
ロ
イ
ド
の
認
め
ら
れ
る
者

七
　
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る
者

（イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
対
象
者
）

第
二
条
の
二
　
令
第

一
条
の
二
第

一
項
の
表
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
項
第
二
号

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
心
臓
、
じ
ん
臓
又

は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
者
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
者
と
す
る
。

（長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る
疾
病
）

第
二
条
の
三
　
令
第

一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一　
重
症
複
合
免
疫
不
全
症
、
無
ガ
ン
マ
グ
ロ
プ
リ
ン
血
症
そ
の
他
免
疫
の
機
能
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
重
篤
な
疾
病

一
一　
白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
重
症
筋
無
力
症
い
若
年
性
関
節
リ
ウ

マ
チ
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ネ
フ
ロ
ー

ゼ
症
候
群
そ
の
他
免
疫
の
機
能
を
抑
制
す
る
治
療
を
必
要
と
す
る
重
篤
な
疾
病
　
　
　
　
　
　
　
、

〓
一　
そ
の
他
の
こ
れ
ら
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（特
別
の
事
情
）

第
二
条
の
四
　
令
第

一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　
前
条
に
規
定
す
る
疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と

（こ
れ
に
よ
り
や
む
を
得
ず
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
に
限
る
。
）

一
一　
臓
器
の
移
植
術

（臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律

（平
成
九
年
法
律
第
百
四
号
）
第

一
条
に
規
定
す
る
移
植
術
を
い
う
。
）
を
受
け
た
後
、

免
疫
の
機
能
を
抑
制
す
る
治
療
を
受
け
た
こ
と

（こ
れ
に
よ
り
や
む
を
得
ず
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
受
る
こ
と
が
で

ヽ
日



き
な
か
っ
た
場
合
に
限
る
。
）

〓
一　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
医
学
的
知
見
に
基
づ
き
こ
れ
ら
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（特
定
疾
病
）

第
二
条
の
五
　
令
第

一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
定
疾
府
は
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
急
性
灰
自
髄
炎
、
破

傷
風
、
結
核
、
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
、
肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ト
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
し
、
同

項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
年
齢
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
疾
病
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
年
齢
と

す
る
。

結
核
破
傷
風

急
性
灰
白
髄
炎

百
日
せ
き

ジ

フ
テ
リ
ア
特

定

　

　

　

疾

病

四
歳
十
五
歳

（予
防
接
種
法
実
施
規
則
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
四

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

十
五
歳

（予
防
接
種
法
実
施
規
則
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
四

種
混
合
フ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

十
五
歳

（予
防
接
種
法
実
施
規
則
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
四

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

十
五
歳

（予
防
接
種
法
実
施
規
則

（昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
七

号
）
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ

ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン

（以
下
こ
の
表
に
お
い
て

「四

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
」
と
い
う
。
）
を
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

年

齢

（予
防
接
種
に
関
す
る
記
録
）

第
二
条
の
六
　
令
第
六
条
の
二
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　
予
防
接
種
の
種
類

一
一　
令
第
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
医
師
に
よ
り
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
医
師
の
氏
名

〓
一　
接
種
液
の
接
種
量

四
　
接
種
液
の
製
造
番
号
そ
の
他
当
該
接
種
液
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項

五
　
一則
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
予
防
接
種
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（市
町
村
長
の
報
告
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

第
二
条
　
令
第
七
条

の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
者
の
数
を
、
疾
病
別
並
び
に
定
期
臨
時
の
別
及
び
定
期
に
つ
い
て
は
そ
の

定
期
別
に
計
算
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
結
核
に
係
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、　
一
月
ご
と
に
前
項
の
計
算
を
行
い
、
翌
月
十
日
ま
で
に
報
告
す
る
も
の
と，
す
る
。

（予
防
接
種
済
証
の
様
式
）
　

　

　

　

ｔ

第
四
条
　
法
第
五
条
第

一
項
又
は
法
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
っ
た
者
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
者
に
対

し
て
、
予
防
接
種
済
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
予
防
接
種
済
証
の
様
式
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
予
防
接
種
の
種
類
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
様
式
と
す
る
。

●
∞
一

肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）
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一　

法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
　
様
式
第

一

一
一　
法
第
六
条
第

一
項
又
は
第
二
墳
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
　
様
式
第
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

母
子
保
健
法

（昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十

一
号
）
第
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
母
子
健
康
手
帳
に
係
る
乳
児
又
は
幼
児

に
つ
い
て
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
予
防
接
種
済
証
の
交
付
に
代
え
て
、
母
子
健
康
手
帳
に
証
明
す
べ
き
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（報
告
す
べ
き
症
状
）

第
五
条
　
法
第
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
対
象
疾
病
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
症
状
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
接
種
か
ら
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
内
に
確
認
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

麻
し
ん
、
風
し
ん

ジ

フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き

、
急
性
灰
白
髄
炎
、
破
傷

風

対

象

疾

病

け
い
れ
ん

急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎

ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー

そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い
と
認
め
る
症
状

で
あ

っ
て

、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
、
死
亡
、
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る

も
の
又
は
死
亡
若
し
く
は
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る
お
そ
れ

の
あ
る
も

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

脳
炎
又
は
脳
症

血
小
板
減
少
性
紫
斑
病

け
い
れ
ん

ア
ナ
フ
ィ
一フ
キ
シ
ー
症

状

二
十

一
日

二
十
八
日

四
時
間

予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高

い

と
医
師
が
認
め
る
期
間

二
十
八

・
日

二
十
八

■

七
日
四
時
間

期

間

一
〇

結

核
日
本
脳
炎

皮
膚
結
核
様
病
変

Ｂ
Ｃ
Ｇ
骨
炎

（骨
髄
炎
、
骨
膜
炎
）

全
身
播
種
性
Ｂ
Ｃ
Ｇ
感
染
症

化
膿
性
リ
ン
パ
節
炎

ア
ナ

フ
イ
ラ
キ
シ
ー

そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い
と
認
め
る
症
状
で
あ
っ
て

、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
、
死
亡
、
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る

せ
の
又
は
死
亡
若
し
く
は
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の 脳
炎

又
は
脳
症

血
小
板
減
少
性
紫
斑
病

け
い
れ
ん

急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎

ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー

そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い
と
認
め
る
症
状
で
あ

っ
て

、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
、
死
亡
、
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る

も
の
又
は
死
亡
若
し
く
は
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の 脳
炎
又
は
脳
症

血
小
板
減
少
性
紫
斑
病

二

月
二
年
一
年

四

月
四
時
間

予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い

と
医
師
が
認
め
る
期
間

二
十
八
日

二
十
八
日

七

日
二
十
八
日

四
時
間

予
防
接
種
を
の
関
連
性
が
高
い

と
医
師
が
認
め
る
期
間

二
十
八
日

二
十
八
日
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ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー

マ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症

Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
、
肺
炎
球

菌
感
染
症

（小
児
が
か
る

も
の
に
限
る
。
）

そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い
と
認
め
る
症
状
で
あ
っ
て

血
小
板
減
少
性
紫
斑
病

血
管
迷
走
神
経
反
射

（失
神
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）

ギ
ラ
ン
・
バ
レ
症
候
群

急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎

ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー

そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い
と
認
め
る
症
状
で
あ

っ
て

、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
、
死
亡
、
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る

も
の
又
は
死
亡
若
し
く
は
身
体

の
機
能
の
障
害
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の 血
小
板
減
少
性
紫
斑
病

け
い
れ
ん

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高

い
と
認
め
る
症
状
で
あ

っ
て

、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
、
死
亡
、
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る

も
の
又
は
死
亡
若
し
く
は
身
体

の
機
能
の
障
害
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の

予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い

四
時
間

予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い

と
医
師
が
認
め
る
期
間

二
十
人
曰

七

日
四
時
間

予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い

と
医
師
が
認
め
る
期
間

十
八
日

十
分
十
人
曰

十
八
日

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い
と
認
め
る
症
状
で
あ
っ
て

、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
、
死
亡
、
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る

も
の
又
は
死
亡
若
し
く
は
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の 皮
膚
粘
膜
眼
症
候
群

脳
炎
又
は
脳
症

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群

喘
息
発
作

血
小
板
減
少
性
紫
斑
病

血
管
炎

け
い
れ
ん

ギ
ラ
ン

・
バ
レ
症
候
群

急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎

間
質
性
肺
炎

肝
機
能
障
害

ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー

、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
、
死
亡
、
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る

も
の
又
は
死
亡
若
し
く
は
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の

予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高

い
と
医
師
が
認
め
る
期
間

　

ヽ

二
十
八
日

二
十
八
日

七

日
四
時
間

と
医
師
が
認
め
る
期
間

十
八
日

十
四
時
間

十
八
日

十
八
日

十
八
日

十
八
日

十
八
日

十
八
日

い
０
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（厚
生
労
働
大
臣

へ
の
報
告
）

第
六
条
　
法
第
十
二
条
第

一
項
に
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一　
被
接
種
者
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
接
種
時
の
年
齢
及
び
住
所

一
一　
報
告
者
の
氏
名
並
び
に
報
告
者
が
所
属
し
、
又
は
開
設
し
た
医
療
機
関
の
名
称
い
住
所
及
び
電
話
番
号

〓
一　
被
接
種
者
が
報
告
に
係
る
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
所

四
　
報
告
に
係
る
予
防
接
種
に
使
用
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
σ
種
類
、
製
造
番
号
又
は
製
造
記
号
、
製
造
販
売
業
者
の
名
称
及
び
接
種
回
数

五
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
症
状
並
び
に
当
該
症
状
の
発
症
時
刻
及
び
概
要

一ハ
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

（厚
生
労
働
大
臣
か
ら
市
町
村
長
等

へ
の
通
知
）

第
七
条
　
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
で
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
か
ら
厚
生
労
働
大
臣

へ
の
通
知
）

第
人
条
　
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一　
法
第
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
情
報
の
整
理
を
行
っ
た
件
数
及
び
当
該
情
報
の
整
理
の
結
果

一
一　
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果

〓
一　
そ
の
他
必
要
な
事
項
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
に
類
す
る
施
設
）

第
九
条
　
令
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　
児
童
福
祉
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
規
定
す
る
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
又
は
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設

一
一　
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
に
お
け
る
と
同
様
な
治
療
等
を
行
う
同
法
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関

〓
一　
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

（平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
に
規
定
す
る
障
害
者
支

援
施
設

四
　
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法

（平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人

国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
が
設
置
す
る
施
設

第
九
条
の
二
　
令
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

．
一　
前
条
各
号
に
掲
げ
る
施
設

一
一　
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
、
独
立
行
政
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
独
立
行
政
法
人
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
、
独
立
行

政
法
人
国
立
精
神

・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
独
立
行
政
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
独
立
行
政
法
人
国
立
成
育
医
療
研
究
セ

ン
タ
ト
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
す
る
医
療
機
関
又
は
社
会
福
祉
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十

五
号
）
第
二
条
第
二
項
第
九
号
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
施
設
で
あ
っ
て
、
進
行
性
筋
萎
縮
症
者
が
入
所
又
は
入
院
を
し
、
必
要
な
治
療
、

訓
練
及
び
生
活
指
導
を
行
う
も
の

〓
一　
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
　
（平
成
十
二
年
厚
生
労
働
省
令
第

一
号
）
に
基
づ
く
国
立
保
養
所

四
　
生
活
保
護
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律

（平
成
六
年
法
律
第
二
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
　
（中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
救
護
施
設
又
は
更
生
施
設

五
　
老
人
福
祉
法

（昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
に
規
定
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
又
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

い
一
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（医
療
費
の
支
給
に
係
る
請
求
書
）

第
十
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る、
医
療
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市

町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
医
療
を
受
け
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
医
療
を
受
け
た
者
が
受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
並
び
に
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
所

〓
一　
医
療
を
受
け
た
病
院
、
診
療
所
、
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等

（健
康
保
険
法

（大
正
十

一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
八
十
八
条
第

一
項
に
規

定
す
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
、
介
護
保
険
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
四
十

一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
者

（同
法
第
人
条
第
四
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
を
行
う
者
に
限
る
。
）
又
は
同
法
第
二
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
者

（同
法
第
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
看
護
を
行
う
者
に
限
る
。
）
を
い
テ
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
薬

局

（以
下

「医
療
機
関
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
医
療
機
関
が
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等
で
あ
る
と
き
は
当
該
指
定

に
係
る
訪
問
看
護
事
業
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

（以
下

「訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
」
と

い
う
。
）
の
名
称
及
び
所
在
地

四
　
医
療
に
要
し
た
費
用
の
額

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
同
項
第
四
号
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
当
該
医
療
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

第
十

一
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
令
第
十
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
規
定
す
る
医
療
を
受
け
た
各
月
分
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。一　

医
療
を
受
け
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
医
療
を
受
け
た
者
が
受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
並
び
に
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
所
　
　
　
　
　
，

〓
一　
医
療
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月

四
　
そ
の
月
に
お
い
て
令
第
十
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
医
療

（同
項
第
五
号

に
規
定
す
る
医
療
に
伴
う
も
の
を
除

く
。
）
を
受
け
た
日
数
又
は
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
医
療
を
受
け
た
日
数

五
　
医
療
を
受
け
た
医
療
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
医
療
機
関
が
訪
間
看
護
事
業
者
等
で
あ
る
と
き
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

等
の
名
称
及
び
所
在
地

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
当
該
医
療
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
を
添

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
二

・
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
障
害
児
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

〓
一　
障
害
児
が
受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
並
び
に
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
所

四
　
障
害
児
が
令
別
表
第

一
に
定
め
る
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
年
月
日
　
　
　
　
　
ヽ

五
　
障
害
児
に
つ
い
て
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
　
（昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
り
特
別
児
童

扶
養
手
当
又
は
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
額
及
び
そ
の
支
給
を
受
け
た
期
間

エハ　
障
害
児
が
令
第
十
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
施
設
に
入
所
又
は
入
院
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
施
設
名
及
び
そ
の
人
所
又
は
入
院
を
し
た

期
間

０
閻
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前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
障
害
児
の
障
害
の
状
態
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
、
前
項
第
四
号
の
事
実
及
び
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
障
害
の
状
態
と
な
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
並
び
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
の
資
料

一
一　
障
害
児
を
養
育
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
十

一
条
の
二
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
が
、
そ
の
養
育
す
る
障
害
児
の
障
害

の
程
度
が
増
進
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
受
け
て
い
る
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
の
額
の
変
更
を
請
求

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
障
害
児
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

〓
一　
障
害
児
が
令
別
表
第

一
に
定
め
る
他
の
等
級
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
年
月
日

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
障
害
児
の
障
宣
の
状
態
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
及
び
同
項
第
二
号
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添

え
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
の
資
料
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
四
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
請
求
者
が
受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
並
び
に
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
　
　
　
　
´

〓
一　
請
求
者
が
令
別
表
第
二
に
定
め
る
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
年
月
日

四
　
請
求
者
に
つ
い
て
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
り
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
若
し
く
は

特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
を
受
け
た
と
き
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（昭
和
六
十
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
九
十
七

条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
福
祉
手
当
の
支
給
を
受
け
た
と
き
、
又
は
国
民
年
金
法

（昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十

一
号
）
第
二
十
条
の
四

の
規
定
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
・そ
の
額
及
び
そ
の
支
給
を
受
け
た
期

，
間

五
　
請
求
者
が
令
第
十
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
施
設
に
入
所
又
は
入
院
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
施
設
名
及
び
そ
の
入
所
又
は
入
院
を
し
た

期
間

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
請
求
者
の
障
害
の
状
態
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
並
び
に
同
項
第
二
号
の
事
実
及
び
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
障
害
の
状
態
と
な
つ
た
こ
と
を
証
明
す
る
ご
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
そ
の
他
の
資
料
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
五
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
が
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
増
進
し
た
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
受
け
て
い
る
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
額
の
変
更
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
請
求
者
が
現
に
支
給
を
受
け
て
い
る
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
係
る
令
別
表
第
二
に
定
め
る
等
級

〓
一　
請
求
者
が
令
肌
表
第
二
に
定
め
る
他
の
等
級
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
年
　
　
月
日

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
請
求
者

の
障
害
の
状
態
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
及
び
同
項
第
二
号
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添

え
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
の
資
料
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
七
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
又
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て

い
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

い
ω
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一　
氏
名
又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き

　

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
一　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
又
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
要
件
に
該
当
し
な
く

な

つ
た
と
き

〓
一　
障
害
児
又
は
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
の
障
害
の
状
態
に
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、

新
た
に
令
別
表
第

一
又
は
令
別
表
第
二
に
定
め
る
他
の
等
級
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き

四
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
若
し
く
は
特
別
障
害
者
手
当
の

支
給
を
受
け
、
国
民
年
金
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
九
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
福
祉
手
当
の
支
給
を
受
け
、
若
し
く
は

国
民
年
金
法
第
二
十
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「障
害
基
礎
年
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
と
な

っ
た
と
き
、
若
し
く
は
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
又
は
支
給
を
受
け
て
い
る
特
別
児
童
決
養
手
当
若
し
く
は
障
害
基
礎

年
金
の
額
の
改
定
が
あ
っ
た
と
き

五
　
障
害
児
又
は
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
が
令
第
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
令
第
十

三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
施
設
に
入
所
若
し
く
は
入
院
を
す
る
こ
と
と
な

っ
た
と
き
、
又
は
入
所
若
し
く
は
入
院
を
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ

た
と
き
　
　
　
．

第
十

一
条
の
人

．法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
又
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て

い
る
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
戸
籍
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
死
亡
の
届
出
義
務
者
は
、
速
や
か
に
、
そ

の
旨
を
記
載
し
た
届
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
九
　
死
亡

一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　

死
亡
し
た
者

の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
死
亡
の
当
時
有
し
て
い
た
住
所

一
一　
請
求
者
及
び
請
求
者
以
外
の
死
亡

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
死
亡
し
た
者
と

の
身
分

関
係死
亡
し
た
者
が
受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
並
び
に
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
期
旧
及
び
場
所

死
亡
し
た
者
の
死
亡
年
月
日

死
亡
し
た
者
が
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
支
給
を
受
け
た
期

間

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

一
一　
請
求
者
と
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本

〓
一　
請
求
者
が
死
亡
し
た
者
と
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

っ
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
を

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四
　
請
求
者
が
令
第
十
七
条
第
二
項
第

一
号
イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
者
が
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ

の
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

五
　
請
求
者
が
令
第
十
七
条
第
二
項
第

一
号

イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
者

（配
偶
者
を
除
く
。

）
が
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
を
明
ち
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
十

一
条
の
十
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
葬
祭
料
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

死
亡
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
口
及
び
死
亡
の
当
時
有
し
て
い
た
住
所い

一
　
　
　
・

五 四 三

-15-



一
一　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
死
亡
し
た
者
と
の
関
係

〓
一　
死
亡
し
た
者
が
受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
並
び
に
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
所

四
　
死
亡
し
た
者

の
死
亡
年
月
日

前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

一
一　
請
求
者
が
死
亡
し
た
者
に
つ
い
て
葬
祭
を
行
う
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
十

一
条
の
十

一　

第
十
条
及
び
第
十

一
条
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
及
び
医
療
手
当
の
支
給
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

第
十

一
条
の
十
二
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

一
一　
請
求
者
の
障
害
の
原
因
と
み́
ら
れ
る
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

〓
一　
請
求
者
が
令
別
表
第
二

（三
級
の
項
を
除
く
。
）
に
定
め
る
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
年
月
日

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
請
求
者
の
障
害
の
状
態
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
並
び
に
同
項
第
二
号
の
事
実
及
び
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
障
害
の
状
態
と
な
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
そ
の
他
の
資
料
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
十
三
　
令
別
表
第
二
に
定
め
る
二
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の

支
給
を
受
け
て
い
る
も
の
が
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
増
進
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
受
け
て
い
る
障
害
年
金
の
額
の
変
更
を
請
求
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
圧
及
び
住
所

一
一　
請
求
者
が
令
別
表
第
二
に
定
め
る

一
級
の
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
年
月
日

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
請
求
者
の
障
害
の
状
態
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
及
び
同
項
第
二
号
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添

え
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
の
資
料
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
十
四
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

に
至
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
氏
名
又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一
一　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
午
金
の
支
給
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

〓
一　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
の
障
害
の
状
態
に
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
令
別
表
第
二

（三
級
の
項
を
除
く
。
）
に
定
め
る
他
の
等
級
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き

第
十

一
条
の
十
五
　
第
十

一
条
の
九

（第
二
項
第
五
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

（次
条
第

一
項
又
は

第
十

一
条
の
十
七
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十

一
条
の
九
第

一
項
第
二
号
中

「受

け
た
予
防
接
種
の
種
類
並
び
に
当
該
予
防
接
種
」
と
あ
る
の
は

「そ
の
死
亡
の
原
因
と
み
ら
れ
る
予
防
接
種
」
と
し
、
同
条
第
二
項
第
四
号
中

「請
求
者
が
令
第
十
七
条
第
二
項
第

一
号
イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
者
」
と
あ
る
の
は

「請
求
者

（死
亡
し

た
者
の
死
亡
の
当
時
胎
児
で
あ
っ
た
子
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。

第
十

一
条
の
十
六
　
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
胎
児
で
あ

っ
た
子
は
、
当
該
死
亡‐
し
た
者
の
死
亡
に
係
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

０
輌
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そ
の
他
の
遺
族
が
既
に
遺
族
年
金
の
支
給
の
決
定
を
受
け
た
後
に
遺
族
年
金
の
支
給
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
死
亡
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
死
亡
の
当
時
有
し
て
い
た
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

一
一　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関
係

〓
一　
死
亡
し
た
者
に
係
る
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
遺
族
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
請
求
者
と
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
を
添
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
十

一
条
の
十
七
　
令
第
二
十
四
条
第
八
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

死
亡
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
死
亡
の
当
時
有
し
て
い
た
住
所

一
一　
請
求
者
及
び
請
求
者
以
外
の
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関

係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

〓
一　
死
亡
し
た
者
に
係
る
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
先
順
位
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
当
該
先
順
位
者
が
そ
の
死
亡
の
当

時
有
し
て
い
た
住
所
並
び
に
当
該
先
順
位
者
が
死
亡
し
た
年
月
日

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

一　

請
求
者
と
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本

一
一　
請
求
者

（死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
胎
児
で
あ

っ
た
子
を
除
く
。
）
が
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
十

一
条
の
十
八
　
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
は
、
そ
の
氏
名
又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届

書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
十
九
　
第
十

一
条
の
人
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る

者
が
死
亡
し
た
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十

一
条
の
二
十
　
令
第
二
十
六
条
第
二
項
第

一
号

の
規
定
に
よ
り
遺
族

一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　

死
亡
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
死
亡
の
当
時
有
し
て
い
た
住
所

一
一　
請
求
者
及
び
請
求
者
以
外
の
遺
族

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関
係

〓
一　
死
亡
し
た
者
が
そ
の
死
亡
の
原
因
と
み
ら
れ
る
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
所

四
　
死
亡
し
た
者
の
死
亡
年
月
日

２
　
第
十

一
条
の
九
第
二
項

（第
四
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
前
項
の
請
求
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
　
　
　
　
′

第
十
一
条
の
二
十
一　
令
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号

の
規
定
に
よ
り
遺
族
一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
ｔ
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

死
亡
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
死
亡
の
当
時
有
し
て
い
た
住
所

一
一　
請
求
者
及
び
請
求
者
以
外
の
遺
族

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関
係

一
〇



〓
一　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
に
係
る
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
そ
の
者
が
そ
の
死

亡
の
当
時
有
し
て
い
た
住
所
並
び
に
そ
の
者
が
死
亡
し
た
年
月
日

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
′

一　
請
求
者
と
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
ど
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本

一
一　
請
求
者
が
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
と
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
っ
た

者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

〓
一　
請
求
者

（配
偶
者
を
除
く
。
）
が
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
十

一
条
の
二
十
二
　
第
十

一
条
の
十
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
葬
祭
料
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十

一
条
の
十
第

一
項
第
二
号
中

「受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
」
と
あ
る
の
は

「そ
の
死
亡
の
原
因
と

み
ら
れ
る
予
防
接
種
」
と
す
る
。

第
十

一
条
の
二
十
三
　
未
支
給
の
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
者
で
死
亡
し
た
も
の

（以
下

「支
給
前
死
亡
者
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

一
一　
請
求
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
支
給
前
死
亡
者
と
の
身
分
関
係

〓
一　
未
支
給
の
給
付
の
種
類

四
　
支
給
前
死
亡
者

の
死
亡
年
月
日

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
請
求
者
と
支
給
前
死
亡
者
と
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本

一
一　
請
求
者
が
支
給
前
死
亡
者
と
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
つ
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実

を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

〓
一　
請
求
者
が
支
給
前
死
亡
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四
　
支
給
前
死
亡
者
が
給
付
を
受
け
よ
う
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
提
出
す
べ
き
で
あ
っ
た
書
類
そ
の
他
の
資
料
で
ま
だ
提
出
し
て
い
な
か
つ

た
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
書
類
そ
の
他
の
資
料

３
　
第

一
項
の
請
求
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
支
給
前
死
亡
者
が
死
亡
前
に
当
該
給
付
に
係
る
請
求
書
を
提
出
し
て
い
な
か

，っ
た
と
き
は

、
未
支
給
の
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
未
支
給
の
給
付
の
種
類
に
応
じ
て
第
十
条
か
ら
第
十

一
条
の
五
ま
で
、
第
十

一
条
の
九
か

ら
第
十

一
条
の
十
四
ま
で
又
は
前
三
条
の
例
に
よ
る
請
求
書
及
び
こ
れ
に
添
え
る
べ
き
書
類
等
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
十

一
条
の
二
十
四
　
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
受
け
た
者
が
、
同
二
の
事
由
に
つ
い
て
損
害
賠
償
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ

の
旨
を
記
載
し
た
届
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
二
十
五
　
市
町
村
長
は
ヽ
給
付
に
関
す
る
処
分
を
行
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
文
書
で
そ
の
内
容
を
、
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
、
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
又
は
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ

っ
た
も
の
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
二
十
六
　
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
同
時
に
二
以
上
の
請
求
書
又
は
届
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、　
一
の
請
求
書
又
は
届
書
に

添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
に
よ
り
、
他
の
請
求
書
又
は
届
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
に
係
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
き
は
、
他
の
請
求
書
又
は
届
書
の
余
白
に
そ
の
旨
を
記
載
し
て
、
他
の
請
求
書
又
は
届
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
該
書
類
は
省

略
す
る
こ
之
が
で
き
る
。
同

一
の
世
帯
に
属
す
る
二
人
以
上
の
者
が
同
時
に
請
求
書
又
は
届
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
け
る
他
方
の
請
求
書
又

い
可
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は
届
書
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
イ
ス
ク
等
に
よ
る
手
続
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
十

一
条
の
二
十
七
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
イ

ス
ク
並
び
に
請
求
者
又
は
届
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
請
求
又
は
届
出
の
趣
旨
及
び
そ
の
年
月
日
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一　

第
十
条
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

一
一　
第
十

一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

〓
一　
第
十

一
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書
　
　
　
　
　
　
　
ノ

四
　
第
十

一
条
の
三
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

五
　
第
十

一
条
の
四
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

一ハ
　
第
十

一
条
の
五
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

七
　
第
十

一
条
の
七
に
規
定
す
る
届
書

人
　
第
十

一
条
の
人
に
規
定
す
る
届
書

九
　
第
十

一
条
の
九
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十
　
第
十

一
条
の
十
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十

一
　

第
十

一
条
の
十

一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
第

一
項
及
び
第
十

一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十
二
　
第
十

一
条
の
十
二
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十
二
　
第
十

一
条
の
十
三
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十
四
　
第
十

一
条
の
十
四
第

一
項
に
規
定
す
る
届
書

十
五
　
第
十

一
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十

一
条
の
九
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十
六
　
第
十

一
条
の
十
六
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十
七
　
第
十

一
条
の
十
七
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十
八
　
第
十

一
条
の
十
人
に
規
定
す
る
届
書

十
九
　
第
十

一
条
の
十
九
に
規
定
す
る
届
書

二
十
　
第
十

一
条
の
二
十
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

二
十

一　

第
十

一
条
の
二
十

一
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

二
十
二
　
第
十

一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十

一
条
の
十
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

二
十
三
　
第
十

一
条
の
二
十
二
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

二
十
四
　
第
十

一
条
の
二
十
四
に
規
定
す
る
届
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
十

一
条
の
二
十
人
　
前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
イ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法

（昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
〉
に
基
づ
く
日
本
工
業
規

格

（以
下

「日
本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
二
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
イ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
二
十
九
　
第
十

一
条
の
二
十
七
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
イ
ス
ク

ヘ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　

ト
ラ
ッ
ク
フ
オ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
三
二
四
号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
三
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

一
一　
ボ
リ

ュ
ー
ム
及
び
フ
ア
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
Ｏ
六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

第
十

一
条

の
三
十
　
第
十

一
条

の
二
十
七
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
イ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次

ｕ
∞
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に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
は
，
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
・

一　
請
求
者
又
は
届
出
者
の
氏
名

一
一　
請
求
年
月
日
又
は
届
出
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
．

（住
民
票
等
の
届
出
）

第
十

一
条
の
二
十

一　
市
町
村
長
は
、
住
民
基
本
台
帳
法

（昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十

一
号
）
第
二
十
条
の
七
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に

よ
り
、
第
十

一
条
の
二
、
第
十

一
条
の
九

（第
十

一
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
十

一
条
の
十

（第
十

一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
十

一
条
の
二
十
又
は
第
十

一
条

の
二
十
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
同
法
第
二
十
条
の
五
第

一
項
に
規
定
す
る
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
第

十

一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
請
求
を
行
う
者
に
対
し
、
障
害
児
の
属
す
る
世
帯
の
全
員
の
住
民
票
の
写
し
を
、
第
十

一
条
の
九
、
第
十

一
条
の

十
、
第
十

一
条
の
二
十
又
は
第
十

一
条
の
二
十
二
の
規
定
に
よ
り
請
求
を
行
う
者
に
対
し
、
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
事
実
及
び
死
亡
年
月
日
を

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
、
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

様
式
第

一

（第
四
条
第
二
項
第

一
号
関
係
）

（省
略
）

様
式
第
二

（第
四
条
第
二
項
第
二
号
関
係
）

（省
略
）

附
　
則

第
十
四
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
し
、
昭
和
二
十
三
年
七
月

一
日
か
ら
、
こ
れ
を
適
用
す
る
。

第
十
五
条
　
種
痘
法
施
行
規
則
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

一
〇
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Zテ 7ヨアこ不+ノ

◎
　
予
防
接
種
実
施
規
則

（昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
七
号
）
　

　

，

日
次
第

一
章
　
総
則

（第

一
条
―
第
八
条
）

第
二
章
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
の
予
防

第
二
章
　
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
予
防
接
種

（第
十
二
条

・
第
十
三
条
）

第
四
章
　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

（第
十
四
条

。
第
十
五
条
）

第
五
章
　
結
核
の
予
防
接
種

（第
十
六
条
）

第
六
章
　
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
の
予
防
接
種

（第
十
七
条
）

第
七
章
　
小
児
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種

（第
十
人
条
）

第
八
章
　
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種

（第
十
九
条
）

第
九
章
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

（第
二
十
条
）

附
則（通

則
）
　
　
　
　
　
　
　
　
′

第

一
条
　
予
防
接
種
法
　
（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
人
号
。
以
下

「法
」
と
い
う
。
）
に
基
い
て
行
う
予
防
接
種
の
実
施
方
法
は
、
こ
の
規

則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

（使
用
接
種
液
）

第
二
条
　
予
防
接
種
に
は
、
薬
事
法
　
（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
十
三
条
第

一
項

に
規
定
す
る
検
定
に
合
格
し
、
か
つ
、
同

法
第
四
十
二
条
第

一
項

の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
現
に
適
合
し
て
い
る
接
種
液
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（接
種
用
器
具
の
滅
菌
等
）

第
二
条
　
接
種
用
器
具
は
、
乾
熱
、
高
圧
蒸
気
、
煮
沸
、　
エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
ガ
ス
又
は
コ
バ
ル
ト
六
〇
か
ら
放
出
さ
れ
る
ガ
ン
マ
線
に
よ
つ

て
滅
菌
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
注
射
筒
、
注
射
針
及
び
多
圧
針
は
、
被
接
種
者
ご
と
に
取
り
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（健
康
状
態
を
診
断
す
る
方
法
）

第
四
条
　
法
第
七
条

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
間
診
、
検
温
及
び
診
察
と
す
る
。

（母
子
健
康
手
帳
の
提
示
）

第
五
条
　
法
第
五
条
第

一
項
又
は
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
う
者
は
、
そ
の
対
象
者
が
母
子
保
健
法

（昭

和
四
十
年
法
律
第
百
四
十

一
号
）
第
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
母
子
健
康
手
帳
に
係
る
乳
児
又
は
幼
児
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
予
防
接
種
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
母
子
健
康
手
帳
の
提
示
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（説
明
と
同
意
の
取
得
）

第
五
条
の
二
　
予
防
接
種
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
被
接
種
者
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
予
防
接
種
の
有
効
性
及
び
安
全
性
並

び
に
副
反
応
に
つ
い
て
当
該
者
の
理
解
を
得
る
よ
う
、
適
切
な
説
明
を
行
い
、
文
書
に
よ
り
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
者
）

′　
　
　
　
　
　
　
０
０

接
種

（第
九
条
―
第
十

一
条
）
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第
六
条
　
法
第
七
条

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
予
防
接
種
法
施
行
規
則

（昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
六
号
）
第
二

条
第
二
号

か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

（接
種
後
の
注
意
事
項
の
通
知
）

第
七
条
　
予
防
接
種
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
被
接
種
者
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
次
の
事
項
を
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
高
熱
、
け
い
れ
ん
等
の
症
状
を
呈
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
。

、

一
一　
医
師
の
診
察
を
受
け
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
当
該
予
防
接
種
を
行
っ
た
都
道
府
県
知
事
又
は
市
長
尊
重
に
通
報
す
る
こ
と
。

〓
一　
前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
接
種
後
の
安
静
そ
の
他
接
種
後
に
特
に
注
意
す
べ
き
事
項

（臨
時
の
予
防
接
種
）

第
八
条
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
急
性
灰
白
髄
炎
、
破
傷
風
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
日
本
脳
炎
、
結
核
、
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
、
肺
炎
球
菌
感
染

症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
又
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
臨
時
の
予
防
接
種
に
係
る
接
種
方
法

及
び
接
種
量
は
、
次
章
か
ら
第
九
章
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
を
標
準
と
し
、
被
接
種
者
の
年
齢
、
身
体
の
状
況
、
既
に
受
け
た
当
該
予
防
接
種

の
回
数
等
に
応
じ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
の
予
防
接
種

（第

一
期
予
防
接
種
の
初
回
接
種
）

第
九
条
　
ジ
フ
テ
リ
ア
又
は
破
傷
風
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ

ク
チ
ン
又
は
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
グ
チ
ン
を
二
十
日
か
ら
五
十
六
日
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す

る
か
、
又
は
、
沈
降
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ト
キ
ソ
イ
ド
を
二
十
日
か
ら
五
十
六
日
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と

し
、
接
種
量
は
、
毎
回
○

。
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
百
日
せ
き
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
精

製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
前
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回

○

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
急
性
灰
自
髄
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
第

一

項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
か
、
又
は
、
不
活
化
ポ
リ
オ
フ
ク
チ
ン
を
二
十
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に

注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
○

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

４
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ

き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
第

一
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は

、
毎
回
〇

・
五
ミ
リ
ツ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

５
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破

傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
及
び
急
性

灰
自
髄
炎
に
つ
い
て
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
急
性
灰
自
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
又
は
百
日
せ
き
、
急
性
灰
自
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時

に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
第

一
項
に
規
定
す

る
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

６
　
ジ
フ
テ
リ
ア
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化

ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
第

一
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注

射
す
る
か
、
又
は
、
沈
降
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ト
キ
ソ
イ
ド
を
同
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接

種
量
は
、
毎
回
Ｏ

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

０
“
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７
　
ジ
フ
テ
リ
ア
及
び
百
日
せ
き
に
つ
い
て
又
は
百
日
せ
き
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精

製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降

‐
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
、
ジ
フ
テ

リ
ア
及
び
急
性
灰
自
髄
炎
に
つ
い
て
、
百
日
せ
き
及
び
急
性
灰
白
髄
炎
に
つ
い
て
又
は
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
計
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
タ
チ
ン
を
第

一
項
に
規
定
す
る
間
隔
を

お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

８
　
前
各
項
の
規
定
に
基
づ
き
第

一
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
い
る
間
に
、
明
ら
か
な
発
熱
を
呈
し
て
い
る
こ
と
又
は
急
性
の
疾
患
に
か
か

っ
て
い
る
こ
と
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
が
予
防
接
種
法
施

行
令

（昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
九
十
七
号
。
以
下

「令
」
と
い
う
。
）
第

一
条
の
二
の
表
ジ
フ
テ
リ
ア
若
し
く
は
破
傷
風
の
項
の
予
防
接
種

の
対
象
者
欄
第

一
号
に
規
定
す
る
も
の
又
は
百
日
せ
き
若
し
く
は
急
性
灰
自
髄
炎
の
予
防
接
種
の
対
象
者
で
あ
っ
て
当
該
事
由
が
消
滅
し
た
後

速
や
か
に
接
種
し
た
と
き
は
、
前
各
項
の
規
定
に
よ
る
第

一
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
た
も
の
と
み
な
す
。

（第

一
期
予
防
接
種
の
追
加
接
種
）

第
十
条
　

ン゙
フ
テ
リ
ア
又
は
破
傷
風
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ

ク
チ
ン
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ト
キ
ノ
イ
ド
を
、
百
日
せ
き
の
第

一

期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ

リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
、
急
性
灰
白
髄
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
ア
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化

ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
前
条
の
初
回
接
種
終
了
後
六
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の

と
し
、
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ

き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
前
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、

○

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破

傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
及
び
急
性

灰
白
髄
炎
に
つ
い
て
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
又
は
百
日
せ
き
い
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時

に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
第

一
項
に
規
定
す

る
間
隔
を
お
い
て

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

４
　
ジ
フ
テ
リ
ア
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化

ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ト
キ
ソ
イ
ド
を
、
ジ

フ
テ
リ
ア
及
び
百
日
せ
き
に
つ
い
て
又
は
百
旧
せ
き
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
、

日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
、
ジ
フ
テ
リ
ア

及
び
急
性
灰
白
髄
炎
に
つ
い
て
、
百
日
せ
き
及
び
急
性
灰
白
髄
炎
に
つ
い
て
又
は
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期

の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
第

一
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い

て

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
一

（第
二
期
予
防
接
種
）

第
十

一
条
　
ジ
フ
テ
リ
ア
又
は
破
傷
風
の
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
沈
降
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ト
キ
ソ
イ
ド
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の

と
し
、
接
種
量
は
、
○

。
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

２
　
ジ
フ
テ
リ
ア
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
沈
降
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ト
キ
ソ
イ
ド
を

一
回
皮
下
に
注

射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

。
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

Ｏ
Ｎ
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第
二
章
　
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
予
防
接
種

（第

一
期
予
防
接
種
）

第
十
二
条
　
麻
し
ん
の
第

一
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下

に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
○

。
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
風
し
ん
の
第

一
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射

す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
グ
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す

る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

（第
二
期
予
防
接
種
）

第
十
三
条
　
麻
し
ん
の
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
フ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下

に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
風
し
ん
の
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射

す
る
も
の
と
し
ヽ
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す

る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

第
四
章
　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

（第

一
期
予
防
接
種
）

第
十
四
条
　
日
本
脳
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
間
隔
を
お

い
て
二
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。
た
だ
し
、
接
種
量
は
、
三
歳
未
満
の
者
に
あ
つ

て
は
○

。
二
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
日
本
脳
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
第

一
期
予
防
接
種
の
初
回
接
種
終
了
後
お
お
む
ね

一
年
を
経
過
し
た
時
期
に
乾
燥
細
胞

培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。
た
だ
し
、
接
種
量
は
、
三
歳

未
満
の
者
に
あ
っ
て
は
○

・
二
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
接
種
の
間
隔
を
お
い
て
い
る
間
に
ヽ
明
ら
か
な
発
熱
を
呈
し
て
い
る
こ
と
又
は
急
性
の
疾
患
に
か
か
つ
て
い
る
こ

と
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
が
令
第

一
条
の
二
の
表
■
本
脳

炎
の
項
の
対
象
者
の
欄
第

一
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
当
該
事
由
が
消
滅
し
た
後
速
や
か
に
接
種
し
た
と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
接

種
の
間
隔
を
お
い
た
も
の
と
み
な
す
。

（第
二
期
予
防
接
種
）

第
十
五
条
　
日
本
脳
炎
の
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

第
五
章
　
結
核
の
予
防
接
種

（接
種
の
方
法
）

第
十
六
条
　
結
核
の
定
期
の
予
防
接
種
は
、
経
皮
接
種
用
乾
燥
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
の
懸
濁
液
を
上
腕
外
側
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
滴
下
し
、
管
針
法
に

、　
　
Ｏ
ω
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よ
り

一
回
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
管
針
法
は
、
接
種
部
位
の
皮
膚
を
緊
張
さ
せ
、
懸
濁
液
を
塗

っ
た
後
、
九
本
針
植
付
け
の
管
針
を
接
種
皮
膚
面
に
対
し
て
ほ
ぼ
垂
直
に
保
ち

、
こ
れ
を
強
く
圧
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
接
種
数
は
二
箇
と
し
、
管
針
の
円
跡
は
相
互
に
接
す
る
も
の
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
六
章
　
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
の
予
防
接
種

（接
種
の
方
法
）
　

´

第
十
七
条
　
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
対
象
者
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
方
法

で
行
う
も
の
と
す
る
。

初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
十
二
月
に
至

っ
た

日
の
翌
日
か
ら
生
後
六
十
月
に
至
る
ま

で
の
間

に
あ
る
者

初
回
接
種

の
開
始
時
に
生
後
七
月
に
至

っ
た
日

の
翌
日
か
ら
生
後
十
二
月
に
至
る
ま
で
の
間
に

あ
る
者

初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
二
月
か
ら
生
後
七

月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

対

象

者

乾
燥

ヘ
モ
フ
イ
ル
ス
ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量

は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

乾
燥

ヘ
モ
フ
イ
ル
ス
ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
を
二
十
七
日

（医
師
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は

、
二
十
日
）
か
ら
五
十
六
日
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と

し
、
接
種
量
は
、
毎
回
０

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

乾
燥

ヘ
モ
フ
イ
ル
ス
ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
を
二
十
七
日

（医
師
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は

、
二
十
日
）
か
ら
五
十
六
町
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と

し
、
接
種
量
は
、
毎
回
〇

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

方

法

２
　
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
二
月
か
ら
生
後
十
二
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
っ
た
者
に
対
し

、
前
項
の
初
回
接
種
終
了
後
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
、
乾
燥

ヘ
モ
フ
イ
ル
ス
ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の

と
し
、
接
種
量
は
、
○

。
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
前
二
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
い
る
間
に
、
明
ら
か
な
発
熱
を
呈
し
て
い
る
こ
と
又
は
急
性
の
疾
患
に
か
か

っ
て
い
る
こ
と
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
が
令
第

一
条
の
二

第

一
項
の
表
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
当
該
事
由
が
消
滅
し
た
後
速
や
か
に
接
種
し
た
ど
き
は
ヽ
前
二
項
の
規
定
に

よ
る
接
種
の
間
隔
を
お
い
た
も
の
と
み
な
す
。

４
　
令
第

一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
ど
こ
ろ
に
よ
り
、
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
Ｈ
ｉ

ｂ
感
染
症
に
係
る
法
第
五
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
者
と
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
十
二
月
に
至
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
生
後
六
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者
と
み
な
し
、
第

一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
七
章
　
小
児
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種

（接
種
の
方
法
）

第
十
八
条
　
肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）
の
予
防
接
種
種
の
初
回
接
種
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
対
象
者
ご
と
に

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
二
月
か
ら
生
後
七

月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

対

象

者

生
後
十
二
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
沈
降
七
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
を
二
十

七
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回

〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

方

法

０
一
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初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後

二
十
四
月
に
至

っ

た
日
の
翌
日
か
ら
生
後
六
十
月
に
至
る
ま
で
の

間
に
あ
る
者

初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
十
二
月
に
至

つ
た

日
の
翌
日
か
ら
生
後
二
十
四
月
に
至
る
ま
で
の

間
に
あ
る
者

初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
七
月
に
至

っ
た
日

の
翌
日
か
ら
生
後
十
二
月
に
至
る
ま
で
の
間
に

あ
る
者

沈
降
七
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
を

一

量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種

沈
降
七
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
フ
ク
チ
ン
を
六
十
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下

に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
○

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

生
後
十
二
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
沈
降
七
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
を
二
十

七
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回

〇

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
対
象
者
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
七
月
に
至

っ
た
日

の
翌
日
か
ら
生
後
十
二
月
に
至
る
ま
で
の
間
に

あ

っ
た
者

初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後

二
月
か
ら
生
後
七

月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ

つ
た
者

対

象

者

前
項
の
初
回
接
種
に
係
る
最
後
の
注
射
終
了
後
六
十
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
た
後
で

あ
っ
て
、
生
後
十
二
月
に
至
っ
た
日
以
降
に
お
い
て
、
沈
降
七
価
肺
炎
球
菌
結
合
型

ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト

ル
と
す
る
。

前
項
の
初
回
接
種
に
係
る
最
後
の
注
射
終
了
後
六
十
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
沈
降

七
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は

、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

方

法

令
第

一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
法
第
五
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
者
と
さ

れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
二
十
四
月
に
至
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
生
後
六
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者
と
み
な
し

、
第

一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
八
章
　
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種

（接
種
の
方
法
）

第
十
九
条

′ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
組
換
え
沈
降
一
一価
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
様
粒
子
ワ
ク
チ

ン
を

一
月
か
ら
二
月
半
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
筋
肉
内
に
注
射
し
た
後
、　
一
回
目
の
注
射
か
ら
五
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て

一
回
筋
肉
内
に
注
射
す
る
か
、
又
は
、
組
換
え
沈
降
四
価
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
様
粒
子
フ
ク
チ
ン
を

一
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
二
回

筋
肉
内
に
注
射
し
た
後
、
二
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
一
回
筋
肉
内
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
〇

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す

Ｚ
Ｏ

。

２
　
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
い
る
間
に
、
明
ら
か
な
発
熱
を
呈
し
て
い
る
こ
と
又
は
急
性
の
疾
患
に
か
か
つ
て

い
る
こ
と
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
が
令
第

一
条
の
二
第

一

項
の
表
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
当
該
事
由
が
消
滅
し
た
後
速
や
か
に
接
種
し
た
と
き
は
、
前

項
の
規
定
に
よ
る
接
種
の
間
隔
を
お
い
た
も
の
と
み
な
す
。

第
九
章
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

（接
種
の
方
法
）

Ｏ
ｕ
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第
二
十
条
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
期
の
予
防
接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
を
毎
年
度

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種

量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
第
二
期
予
防
接
種
）

第
二
条
　
令
附
則
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令
第

一
条
の
二
第

一
項

（以
下

「読
替
え
後
の
令
第

一
条
の
二
第

一
項
」
と
い
う
。

）
の
規
定
に
よ
る
麻
し
ん
の
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一

回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
読
替
え
後
の
令
第

一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
風
し
ん
の
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱
毒
生

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
一

３
　
読
替
え
後
の
令
第

一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

（麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
第
四
期
予
防
接
種
）

第
二
条
　
読
替
え
後
の
令
第

一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
麻
し
ん
の
第
四
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
溺
毒
生
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱

毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
読
替
え
後
の
令
第

一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
風
し
ん
の
第
四
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱
毒
生

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇
・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
読
替
え
後
の
令
第

一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第
四
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
フ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

（日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
係
る
特
例
）

第
四
条
　
当
分
の
間
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十

一
日
ま
で
に
日
本
脳
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
う
ち
三
回
の
接
種
を
受
け
て
い
な
い
者

（接

種
を
全
く
受
け
て
い
な
い
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
令
第

一
条
の
二
の
表
日
本
脳
炎
の
項
の
予
防
接
種
の
対
象
者
の
欄
第

一
号
又
は
第
二
号
に

規
定
す
る
も
の
が
、
六
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
残
り
の
接
種
を
受
け
た
と
き
は
、一
第
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
に
規
定
す
る
日

本
脳
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

２
　
当
分
の
間
、
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
に
日
本
脳
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
を
全
く
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
令
第

一
条
の
二

の
表
日
本
脳
炎
の
項
の
予
防
接
種
の
対
象
者
の
欄
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
が
、
第
十
四
条
の
例
に
よ
り
接
種
を
受
け
た
と
き
は
、
同
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
に
規
定
す
る
日
本
脳
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

第
五
条
　
平
成
七
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
九
年
四
月

一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者

（以
下

「特
例
対
象
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
日
本
脳

炎
の
予
防
接
種
の
う
ち
四
回
の
接
種
を
受
け
て
い
な
い
も
の

（接
種
を
全
く
受
け
て
い
な
い
者
を
除
く
。
）
に
係
る
残
り
の
日
本
脳
炎
の
予
防

接
種
は
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
並
び
に
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
フ
ク
チ
ン
を
六
日
以
上
の
間
隔
を
お
い

て
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
○
・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
回
目
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
九
歳
以
上

の
者
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
特
例
対
象
者
で
あ
っ
て
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
全
く
受
け
て
い
な
い
も
の

（以
下

「特
例
対
象
未
接
種
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
日
本
脳

´
０
０
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参考資料 8
平成二十五年二月十九日

衆議院厚生労働委員会より

予
防
接
種
法

の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た́
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
　

厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
分
科
会
予
防
接
種
部
会
が
七
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
医
学
的

・
科
学
的
観
点
か
ら
広
く
接
種
を
促

進
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
提
言
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
七
ワ
ク
チ
ン
の
う
ち
本
法
で
追
加
さ
れ
る
三
疾
病
に
係
る
ワ

ク
チ
ン
を
除
く
水
痘
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
成
人
用
肺
炎
球
菌
及
び
Ｂ
型
肝
炎
の
四
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
安
定
的
な
ワ
ク
チ

ン
供
給
体
制
や
継
続
的
な
接
種
に
要
す
る
財
源
を
確
保
し
た
上
で
、
平
成
二
十
五
年
度
末
ま
で
に
定
期
接
種
化
の
結
論
を
得

る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

一
一　
他
の
新
規
フ
ク
チ
ン
が
薬
事
法
上
の
手
続
を
経
て
承
認
さ
れ
た
際
に
は
、
速
や
か
に
当
該
ワ
ク
チ
ン
を
予
防
接
種
法
上
に

位
置
付
け
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
の
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
法
制
上
、
財
政
上
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

〓
一　
公
衆
衛
生
の
見
地
か
ら
予
防
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
で
国
民
の
健
康
の
保
持
に
寄
与
す
る
と
い
，
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
、
接
種
率
の
向
上
、
安
全
性
情
報
の
収
集
、
副
反
応
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
予
防
接
種
の
意
義

や
リ
ス
ク
に
関
し
て
分
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
予
防
接
種
に

つ
い
て
の
正
し
い

知
識
を
持
ち
、
予
防
接
種
が
円
滑
か
つ
適
正
に
実
施
さ
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。
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予
防
接
種
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
八
日

参
議

院
厚

生
労
働
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、　
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
分
科
会
予
防
接
種
部
会
が
七
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
医
学
的

・
科
学
的
観
点
か
ら
広
く
接
種
を

促
進
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
提
言
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
七
ワ
ク
チ
ン
の
う
ち
本
法
で
追
加
さ
れ
る
三
疾
病
に
係

る
ワ
ク
チ
ン
を
除
く
四
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
接
種
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
、
平
成
二
十
五
年
度
末
ま
で
に
結

論
を
得
る
こ
と
。

二
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

・
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
現
在
実
施
中
の
専
門
家
に
よ
る
評
価

・
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
、
予
防
接
種

法
上
の
定
期
接
種
の
対
象
と
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
早
期
に
結
論
を
得
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

三
、
新
規
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
薬
事
法
上
の
手
続
き
を
経
て
製
造
販
売
の
承
認
が
な
さ
れ
た
際
に
は
、
速
や
か
に
、
当
該
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
法
上
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
厚
生
科
学
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必

要
な
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

四
、
予
防
接
種
基
本
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
を
通
じ
て
集
積
す
る
安
全

性
情
報
と
国
立
感
染
症
研
究
所
で
集
積
す
る
疾
患
の
発
症
率
等
の
疫
学
情
報
を
機
能
的
に
活
用
し
て
予
防
接
種
の
安
全
性
、
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有
効
性
の
評
価
を
行
う
こ
と
、
医
療
経
済
的
な
分
析
を
踏
ま
え
た
施
策
の
推
進
を
確
保
す
る
た
め
に
予
防
接
種
導
入
前
後

の
医
療
費
及
び
社
会
的
損
失
に
対
す
る
影
響
を
比
較
評
価
す
る
こ
と
等
の
事
項
を
盛
り
込
む
こ
と
。

五
、
予
防
接
種
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
予
防
接
種
実
施
に
関
す
る
諸
外
国
の
状
況
等
を
踏
ま
え
ヽ
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
可
能
な

疾
患
は
適
正
に
予
防
接
種
で
予
防
す
る
と
い
う
考
え
方
を
基
本
と
し
て
策
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
予
防
接
種
基
本
計
画
に

定
め
ら
れ
た
施
策
等
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
厚
生
科
学
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で

一
年
ご
と
の
評
価
を
行
い
、
五

年
の
見
直
し
を
待
た
ず
に
必
要
に
応
じ
た
措
置
を
随
時
講
ず
る
こ
と
。

六
、
里
帰
り
出
産
等
に
よ
り
住
所
地
以
外
で
予
防
接
種
を
受
け
た
場
合
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
制
度
等
が
異
な
る
こ
と
に

起
因
す
る
い
わ
ゆ
る

「
里
帰
り
問
題
」
に
つ
い
て
、
被
接
種
者
及
び
そ
の
保
護
者
の
負
担
の
軽
減
や
自
治
体
間
の
格
差
是
正

に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

七
、
公
衆
衛
生
の
見
地
か
ら
予
防
接
種
を
実
施
し
国
民
の
健
康
の
保
持
に
寄
与
す
る
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
接
種

率
の
向
上
、
安
全
性
情
報
の
収
集
、
副
反
応
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
を
図
る
と
と
も
に
、
予
防
接
種
の
意
義
や
リ
ス
ク
に

関
し
て
分
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予
防
接
種
が
円
滑
か
つ
適
正
に
実
施
さ
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
こ

し
Ｃ

。
右
決
議
す
る
ｏ
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予防接種制度の見直しについて (第一次提言)

平成22年 2月 19日

厚生科学審議会

感染症分科会

予防接種部会

I.は じめに

本部会は、新型インフルエンザ(A/Hl Nl)の発生とその対策を契機として、

昨年 12月 に設置された。

今回の新型インフルエンザ (A/HlNl)の 予防接種事業は、臨時応急的措置

として国が実施主体となり予防接種を行い、健康被害救済等に関する必要

な法的措置は「新型インフルエンザ予防接種による健康被害の救済等に関

する特別措置法 (平成21年法律第98号)J(以下「特別措置法」という。)
により講じている (詳細は別添参照)。

今回の予防接種事業に関し、主として以下のような課題が厚生労働省よ

り提示された。

① 新型インフルエンザ対策として行う予防接種は、その都度予算を確保
する等により行う予算事業ではなく、本来的には予防接種法に位置付け
‐
て、これに基づいて行うべきものであり、また、健康被害が生じた場合

の救済も同法に基づいて行うべきものであることb   ~

② 今回の予防接種事業は国が実施主体となつて行つたものであるが、地
方公共団体はその事務の位置付けが不明確なまま協力をしたところで

あり、予防接種法上、その位置付けを明確にすることが必要であること。

③ 新型インフルエンザ等の感染症が新たに生じた場合、ワクチンの需給
がひつ迫する中、国が一定量のワクチンの確保を図る必要があるしその

際、国とワクチン製造販売業者との間で損失補償に関する契約を締結す

るために、その都度、新たな特別の立法措置を講じることなく、あらか

じめ予防接種法により対応できるよう措置しておくことが必要である

こと。

本部会は、厚生労働省から提起されたこのような課題を中心に、昨年 1

2月 の設置以来5回にわたり議論を行つてきたところであるが、新型イン

フルエンザ対策として緊急に講ずべき措置について一定の結論を得たの

で、第一次提言としてとりまとめた。

なお、本部会では今後、新型インフルエンザに係る予防接種だけではな

く、昨今の環境の変化に対応するための予防接種制度全般の見直しも検討

することとしてぃる。今後、厚生労働省をはじめ政府において今回の新型

インフルエンザ (A/HlNl)対策の総括を行うこととしており、予防接種制

度全般の見直しの検討では、これも踏まえた上で、Ⅲに提示した事項を中

心に抜本的に見直していくこととしたい。

I.新型インフルエンザ対策として緊急に講すべき措置

1.「新たな臨時接種」の類型の創設

(1)「新たな臨時接種」の類型の必要性及び性格

今回の新型インフルエンザ lA/HlNl)に 対する予防接種を行うに当たり、

国では予防接種法の「現行の臨時接種」として行うことも検討した。しか

し、今回の新型インフルエンザ(A/Hl Nl)については、ウイルスの病原性や

死亡者・重症者の発生による社会経済機能への影響等が「現行の臨時接種」

が想定しているものほどは高くないことから、接種を受ける努力義務を課

す「現行の臨時接種」による対応は適当ではないと考え、臨時応急的措置

として国の予算事業として予防接種を実施した。

しかしながら、こうした事態に係る予防接種について、本来的には、そ

の都度予算を確保する等により行う予算事業ではなく、予防接種法に恒久

的な制度として位置付けた上で実施されるべきものである。 .
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(参考)「現行の臨時接種」と「今回の新型インフルエンザ(A/HlNl)の予防接
｀
1

種」との比較

ア)「現行の臨時接種」の目的

・ 天然痘ウイルスや新型インフルエンザ (A/H5Nl)ウ イルスのように、感染力
が強く、かつ、病原性が極めセ高いものを想定しており、このようなものが発

生した場合に、短期間に多くの者に対する接種機会を確保し、社会的混乱を回

選すること

・ 死亡者・重症者の大規模な発生を防止し、ひいては社会経済機能の停滞を防
止すること

イ)「今回の新型インフルエンザ (A/HlNl)の予防接種」の目的

・ 感染力が強く、感染が急激に拡大するおそれがあることから、短期間に多く
の者に対する接種機会を確保し、個人の死亡・重症化の防止を通じて医療提供

体制への過度の負担や社会的混乱を回避すること

。 一方で、病原性は「現行の臨時接種」力く想定しているほどには高くはないこ
とから、死亡者・重症者の大規模な発生により、社会経済機能が停滞すること

までは想定されない

今回の新型インフルエンザ (A/Hl Nl)に係る予防接種や、今後発生する可

能性のある別の新型インフルエンザに係る予防接種を法的に位置付けら

れた事業として実施できるよう、新たな臨時接種の類型 (以下「新臨時接

種 (仮称)」 という。)を予防接種法に設けるべきである。「新臨時接種 (仮

称)」 の性格は以下のとおり。

・ 新たな感染症の発生や既知の感染症の病原体の突然変異、あるいは突
然の流行拡大のおそれ等により、感染症のまん延の危険性が具体的に想

定される場合に ―ヽ定の公的関与のもと、臨時に予防接種を行うもので

あること

・ まん延予防上緊急の必要性はあるものの、対象とする疾病に係るウイ
ルスの病原性が「現行の臨時接種」が想定しているものほど高くはなく、

同接種ほどには社会経済に影響を与えるものではないものに対して臨

時に予防接種を行うものであること

また、「新臨時接種 (仮称)」 の類型を創設した後に、臨時に予防接種を

行うに当たつては、

。 「新臨時接種 (仮称)」 と「現行の臨時接種Jのいずれを適用するか

。 ウイルス等の病原性に変化等があった場合、接種の類型を「新臨時接
,種 (仮称)」 から「現行の臨時接種」へ、またはその逆の切り替えが必
要かどうか

といつた専門的判断を要する事項が生 じうることから、適切に対応できる

よう専門家の意見聴取を行つた上で決定することが必要である。

この場合、臨時接種の実施の要否等の決定手続きのあり方は、国の健康

危機管理上重要であることから、感染症対策全般との整合性を見ながら政

府全体で広く議論を行い、今後、本部会において行う「予防接種に関する

評価・検討組織のあり方」に関する議論の中でも、検討することが必要で

ある。

なお、当面の措置としては、上記のように、「新臨時接種 (仮称)」 を設

けることが必要であるが、現在の一類 。二類疾病の区分や定期接種・臨時

接種という枠組みについては、行政の運用実態も視野に入れ、今後行われ

る予防接種制度全般の見直しの中で再度議論すべきである。

(2)接種の必要性に応じた公的関与のあり方

「現行の臨時接種及び―類疾病の定期接種」については、それぞれ、接

種目的の達成のために高い接種率の確保が必要とされることから、接種対

象者に接種を受ける努力義務を課している。また、接種対象者にその責務

を果たしていただけるよう、行政が接種対象者に対して接種を受けるよう

勧め奨励している。(勧奨)             ‐

「二類疾病の定期接種」については、個人の重症化防止に比重を置いて

実施するものであり、高い接種率の確保が社会的に要請されているとまで

はいえないことから、接種対象者に接種を受ける努力義務を課しておらず、

行政として勧奨を行わないこととしている。
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一方、「新臨時接種 (仮称)」 については、

・ 極めて病原性が高いウイルス等の流行に対応する「現行の臨時接種」
のように、死亡者・重症者の大規模な発生を防止し、社会経済機能の維

持を図るために、高い接種率を確保する必要性は認められないことから、

接種を受ける努力義務を課す必要はないこと

。 しかしながら、個人の死亡・重症化の防上を通じて医療提供体制への
過度の負担や社会的混乱を回避するため、できるだけ多くの接種対象者

に対して接種の意義を徹底し、円滑な接種を実施することが必要なもの

であること

から、接種を受ける努力義務は課さないものの(行政が接種を受けるよう

勧奨するものとすることが適当である。

この結果、

・「現行の臨時接種及び―類疾病の定期接種」については、行政による「勧

奨」がなされ、国民に「努力義務」の責務が課される一方で、
口「新臨時接種 (仮称)」 について|ま、行政による「勧奨」がなされること

から、法律上の公的関与の度合いについては、前者の方が高いものと考え

られる。

(3)健康被害救済の給付水準

現行の制度では、「臨時接種及び―類疾病の定期接種」の給付水準は、

「二類疾病の定期接種」の給付水準よりも高い水準に設定されており、公

的関与の度合いに応じて、その水準が決まっているものといえる。

(2)の とおり、努力義務を課さず勧奨のみを行う「新臨時接種 (仮称)」

に係る公的関与の度合いは、

・ 勧奨し国民に接種を受ける努力義務を課す「臨時接種及び―類疾病
の定期接種」よりは低いものの、

・ 勧奨もせず努力義務も課さない「二類疾病の定期接種」よりは高い。

したがつて、「新臨時接種 (仮称)」 の健康被害救済の給付水準について

は、「臨時接種及び一類疾病の定期接種」と「二類疾病の定期接種」の間

の水準とすることが適当である。

(4)接種費用の負担

現行の制度においては、接種を行う緊急性が最も高い臨時接種以外の定

期接種については、実施主体である市町村が費用を支出した上で経済的困

窮者を除く被接種者から実費徴収することが可能となっているL

公的関与の度合いが高い「―類疾病の定期接種」についても実費徴収を

可能としていることとの均衡を考慮すれば、これよりも公的関与の度合い

が低い「新臨時接種 (仮称)」 については、経済的困窮者を除く被接種者

からは実費徴収を可能とすることが適当である。

なお、「新臨時接種 (仮称)」 が円滑に行われるよう、国及び地方公共団

体が十分に協議を行い、適切に費用を負担することが必要である。

2.新型インフルエンザ等の世界的な大流行 (バンデミック)への対応

(1)ワクチンの確保

バンデミック時には、世界中でワクチンの需給がひつ迫することが見込

まれることから、我が国におけるまん延の防止を図るために、国として一

定量のワクチンを確保する必要がある。

二方、7ク チン製造販売業者は、ワクチンを短期間に開発し、大量に製

造しなければならないため、健康被害の発生に対する損害賠償等のリスク

を恐れ、我が国において上市しないおそれがある。

このため、今回の新型インフルエンザ (A/Hl Nl)ワクチンについては、国

が海外ワクチン製造販売業者からワクチンを買い上げる際に、損失補償に

関する契約を行つたところである。今後も、ワクチン確保のため、通常想

定され企業が負担すべきレベルを上回るリスクについては、国がワクチン

の買上げをする際にワクチン製造販売業者を相手方とした損朱補償に関

する契約を締結することにより、対応できるようにすべきである。

この場合、特別措置法の規定や今回の損失補償に関する契約を締結する

までの経緯を踏まえて、損失補償契約の要件等を定めるべきである。
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(2)接種の優先順位付け

パンデミック時には、今回の新型インフルエンザ (A/HlNl)の ように、一

時的に十分な量のワクチンが確保できない事態が生じうると想定される

が、こうした場合、より必要性が高い者に対し、日本全国で適切に接種機

会を確保する必要がある。

このため、国が対象疾病や接種対象者を定め、地方公共団体が予防接種

を実施するという仕組みを導入することが必要である:ただし、実際の運

用にあたつては、過度に厳格・複雑にならないよう配慮することが必要で

ある。                    ・

なお、地域的なまん延の場合には、現行通り都道府県が接種対象者や接

種時期について判断することが適当である。

(3)ワ クチンの供給調整・医療機関における適正な接種の実施の確保

ワクチンの供給調整のためのワクテン製造販売業者、ワクチン販社及び

卸売販売業者 (以下「ワクチン製造販売・流通業者Jと いう。)への協力
要請の必要性や、予防接種事業の実施に協力いただいている医療機関に対

し報告を求めることの必要性についても本部会において議論が行われた。

パンデミック時において、ワクチン製造販売・流通業者及び医療機関の

理解を得つつ、ワクチンの供給が円滑に行われ、また、適正に接種が行わ

れる必要があるということについては、意見の―致が見られた。

この件に関しては、予防機種制度全般の見直しの中で、国、ワクチン製

造販売・流通業者、医療機関等の役割や責任分担のあり方を含めて議論す

る必要があり、本部会において改めて検討することとしたい。

3.新型インフルエンザワクチンの定期接種化

(1)定期接種化の要件や道筋

新型インフルエンザについては、発生当初は臨時接種により対応するこ

とが想定されるが、緊急に接種を実施する必要性がなくなつた後も引き続

き、疾病の発生及びまん延を防止するため、定期的に予防接種を行うこと

が必要となる場合が想定される。

したがって、こうした場合に定期接種化に向けた検討を行う旨を明確に

しておくべきであるが、更に定期接種とする場合の要件や具体的道筋につ

いては、今後、本部会において行う「予防接種に関する評価・検討組織の

あり方」に関する議論の中でも、検討することが必要である。

(2)定期接種とした場合の接種対象者

「二類疾病 (イ ンフルエンザ)の定期接種」については、平成 13年改
正法附則第 3条の規定により、高齢者にその対象が当面限定されている。

(その他の疾病については、法律で疾病を規定し、政令で接種対象者を規

定している。)。 これは、高齢者以外の者 (特に子ども)に対する季節性イ

ンフルエンザの予防接種の効果が限定的であると判断されたためである。

今回の新型インフルエンザ (A/Hl Nl)に対するワクチンについては、高齢

者以外の者についても重症化防止の効果が期待され、実際に接種も行‐Dて

いる。また、同様に、別の新たな新型インフルエンザが発生した場合にも、

国民の大多数に免疫がないことから、高齢者以外の者に接種を行う必要性

について一定の蓋然性がある。

このため、新型インフルエンザワクチンを定期接種すべきと判断された

場合において、法改正を待たず迅速に対応できるよう、高齢者限定規定を

新型インフルエンザに限もて適用除外とし、法律上は接種可能となるよう

にしておくことが必要である (具体的な接種対象者等は政令で規定)。

なお、実際に高齢者以外の者に今回の新型インフルエンザ (A/Hl Nl)ワ

クチンの定期接種を行うかどうかについては、今後の疫学調査の結果など

をもとに、更に専門家による議論が必要である。今後、本部会において行

う「予防接種に関する評価・検討組織のあり方」に関する議論の中でも、

検討することが必要である。
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Ⅲ.議論が必要と考えられる事項

今後、予防接種の目的や基本的な考え方、関係者の役割分担等について、

今回の緊急的な手当てにとらわれることなく、抜本的な見直しを議論して

いくことが必要と考えられる。主な事項については、以下のとおりである

が、これらに限られるものではなく、今後の議論の中で、新たな論点が加

わることもある。

(1)予防接種法の対象となる疾病・ワクチンのあり方
国の公衆衛生政策における予防接種の位置付けを明確にした上で、予防

接種の対象となる疾病・ワクチンのあり方を検討すべきである。

具体的には、現在、予防接種法においては、一類疾病 (ジフテリア等 9

疾病)及び二類疾病 (イ ンフルエンザ)が対象疾病とされワクチンの定期
接種が行われているが (痘そうを除く。)、 対象となつてし`ない疾病・ワク

チン (Hib(イ ンフルエンザ菌b型 )、 肺炎球菌、HPV(ヒ トパピロ
ーマウイルス)、 水痘など)をどう評価し、どのような位置付けが可能か
といつた点について、更に議論が必要である。

(2)予防接種事業の適正な実施の確保
予防接種事業は、実施主体である地方公共団体やワクチンの供給を行つ

ているワクチン製造販売・流通業者、実際の接種に協力している医療機関

などの関係者それぞれが役割を分担し、継続的1こ実施しているところであ

る。

また、予防接種については、感染症予防の有力な方法であるが、関係者

がいかに注意を払っても稀に健康被害が生じうる。一方で、基本的には当

該感染症にかかっていない健康な方に接種するものであるために、健康被

害は容易には受け容れがたいという特徴を有することも事実である。

今後、予防接種事業の適正かつ円滑な実施を図るため、国、ワクチン製

造販売・流通業者、医療機関 (医師)などの関係者の役割分担、またミ予
防接種により生ずる健康被害の救済制度、被害認定の方法、不服申し立て、

接種の優先順付けのあり方等にういて、更に議論が必要である。

(3)予防接種に関する情報提供のあり方
感染症予防の有力な方法である予防接種の意義や健康被害が生じる可

能性等に関する情報等について、どのように接種対象者やその保護者を中

心とした国民の方々に正確かつ適時に伝えていくかについて、更に議論が

必要である。                 _

(4)接種費用の負担のあり方

予防接種については、「現行の臨時接種」を除き、個人の受益的要素が

あるため、原則として実費徴収を可能としている (経済的困窮者を除く)

が、予防接種の果たす役割や特徴等を踏まえて、その費用負担のあり方に

ついて、更に議論が必要である。

なお、議論の際には、地方公共団体における実費徴収の実態や、諸外国

の状況等についても参考とすることが必要である。

(5)予防接種に関する評価・検討組織のあり方

予防接種に関する評価を行う上で、ワクチンの有効性、安全性等につい

て、一定の結論を得るまで一定の年月を要するが、世界的にもこの分野の

研究は極めて不足しており、今後、わが国において調査研究を推進するた

めの体制のあり方について、更に議論が必要である。       '
評価・検討を行う際、諸外国においては、様々な予防接種施策に関する

組織が設けられているが、我が国においても、同様の組織を設けるべきか、

設ける場合にはその機能 (権能)、 構成者、制度運営に当たる人員等の体

制、検討の前提となる安全性・有効性等に関する情報収集・評価の方法と
いった点について、更に議論が必要である。

(6)ワクチンの研究開発の促進と生産基盤の確保のあり方

予防接種に必要なワクチンの大部分については従来国産品により確保
しているが、今回の新型インフルエンザ (A/HlNl)の ワクチン接種に際して

は、国産品のみでは必要量を確保できる見通しが立たなかったことから輸

入することとなった。´

今後、国産品と輸入品の役割や評価を踏まえ、我が国においてワクテン

の研究開発をどのように促進していくか、また、どのようにしてその生産

基盤を確保していくかといつた点について、更に議論が必要である。

Ⅳ.おわりに

以上、今回の新型インフルエンザ (A/HlNl)の 流行とその対応を踏まえ、

Πの「新型インフルエンザ対策として緊急に講ずべき措置」をとりまとめ

たので、政府におかれては速やかに立法措置等を講ずることを期待する。
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立法措置については、予防接種法の改正をもって行うべきという意見が

多数であったが、特別措置法の改正により対応すべきとする意見もあった。

本部会においては、引き続き、予防接種全般の見直しを内容としたIの

「議論が必要と考えられる事項」について、今回の緊急的な手当てに制限

されることなく、更に抜本的な議論を重ねていくこととしたい。

-11-
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厚生労働大臣  細川 律夫 殿

厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会においては、新たに公的予防接種

の対象とすべき疾病・フクチンを含め、今後の予防接種のあり方全般について

検討を行つているところであるが、現在、部会の下に小委員会及び作業チーム

を置いて検討を進めており、その考え方についてとりまとめを行つた上で、部

会としての提言とすることとしている。

一方、厚生労働省においては、ヒトパピローマウイルス (HPVDワ クチンの

接種促進を念頭においた情報収集、分析を目的とする予算事業を要求している

が、これに加え、他の疾病・フクチンについても、適宜、予防接種法における

定期接種に位置づけることを想定した対応を検討すべきである。

特に、

① ヘモフィルスインフルエンザ菌 b型 (Hわ)フクチン、小児用肺炎球菌ワク

チン、HPVワ クチンは、WHOが全ての地域において接種を行うよう勧告を
行つており、先進諸国でも実施されているものの、我が国では未実施である

② Hお、肺炎球菌の感染による細菌性髄膜炎で乳幼児が死亡し、HPV感染によ
る子官頸がんで死亡する女性も多い

③ これらのフクチンの有効性・安全性は高い

④ Hlb、 肺炎球菌による感染症は、重度の後遺症の発症頻度が高く、これらの

菌は、抗菌薬耐性獲得の問題から治療に難渋することがあり、この傾向はさ

らに強まる

こと、

さらに、その接種促進に対する国民の要請も高いことから、H蒟 ワクチン、

小児用肺炎球菌フクチン、HPVワ クチンは、予防接種法上の定期接種に位置づ

ける方向で急ぎ検討すべきである。

なお、本部会においては、引き続き、水痘tおたふくかぜ(B型肝炎等その
他の疾病・フクチンも検討を進めるとともに、予防接種に関する評価・検討組

織の設置についての議論等を行い、今後の予防接種のあり方について提言をと

りまとめることとしたい。

平成22年 10月 6日

厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会部会長

カロ 藤 達 夫



(別紙 )

Hib、 1市登t]求荏表 HPVIフιフiチ〕ノ|=■)い・て                   ' 翼罵首習3市邸季ξ檀食2壽辱覚昆星1」苦fttI}魁砧171:37循曇
防効果があることが報告されている。
。なお、これらのワクチンについて安全性については国内における臨床治験、①WHOの勧告に含まれている

。 Hib、 小児用肺炎球菌、HPVワクチンは、2010年 9月時点において、                   これまでの市販後調査、海外における使用経験などから、重大な副反応発生

WHOが「全ての地域に向けて勧告」を行つている予防接種に含まれている。          ~      報告はなく、通常に使用し得るワクチンとされている。

⑤重度の後遺症の発症頻度が高く、抗菌薬耐性獲得の問題から治療に難渋する②先進 7カ国において、実施していないのは日本のみ
。 米国、力すダ、英国、ドイツ、フランス、イタリアのいすれの国においても、                  ことがあり、この傾向はさらに強まる
Hib・ 肺炎球菌・HPVワクチンを定期の接種プログラムとして実施してい                。細菌性髄膜炎では、重度の後遺症を含めて予後不良となる割合が20～30%

と非常に高い疾病である。死亡はもちろんのこと、特に後遺症が残ると親のる。

、精神的負担が非常に大きく、これらは毎年累積して<るため導入が金銭的

③Hib、 肺炎球菌の感染による細菌性髄膜炎で乳幼児が死亡し、また、子宮頸が                  遅れれば、社会的な負担も膨らんでいく。

・′ ib、 肺炎球菌については、抗菌薬に対する耐性獲得菌の発現頻度が増加しんで死亡する女性も多い。

・ Hibと肺炎球菌による細菌性髄膜炎は、5歳未満のこともにおいて年間500                  て起きており、一旦発症した場合に治療に難渋することが多<、 またこの傾

～7αp人発生しており、他の侵襲性重症慰染 (敗血症、喉頭蓋炎や関節炎                  向はさらに増加することが予測されている。

など)を含めると2000人を超える。また、通常、細菌性髄膜炎では集中
治療によつても 2～5%が死亡し、20%程度にてんかんや精神発達遅滞な                 以上より、Hib、 小児用肺炎球菌、HP∨ ワクチンついては、我が国における

定期接種化を進めるべきである。どのその後の負担が非常に大きい後遺症が残るぎ

J   。 これらは 5歳未満のこともでは誰しも等しく起こる可能性があり、子育て
J     中め親には大きな心理的不安の材料であり、これが親および小児救急医療の

大きな負担となつている。

平成 22年 10月・ 子宮頸がんは:新規の年間患者数約 a500人、死亡者数は約 2,500人 と
厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会国民の健康を守るという観点からも早急に対応が嚇要である。

ワクチン評価に関する小委員会・ 更に、子宮頸がんは、20-30歳代のいわゆる「出産世代」にも発生する                              ´
がんであり、子宮頸がんの治療では、子宮全摘出術や放射線療法等が行われ

ることから、次世代を担うこともの喪失など社会的損失が非常に大きい。                                             1

CHib、 肺炎球菌、HPVワクチンの有効性・安全性は高い      、
・ Hibワクチンは、世界で 136カ国が導入しており、多くの国で細菌性髄膜
炎を予防する効果が実証されている。また、導入した結果、米国をはじめと

する多くの国において細菌性髄膜炎などの侵襲性 Hib感染症の憲者数が

95%以上減少しており、この疾患とその後遺症で苦しむこどもは稀となづ

ている。

・ 肺炎球菌ワクチンも同様に、ワクチンに含まれる血清型の肺炎球菌による侵

襲性感染症を90%以上減少させ、非常に有効とされている。また、小児ヘ
接種することにより、接種者の侵襲性感染症を予防するのみならず、成人に

おいても肺炎球菌による侵襲性感染症が減少したことが報告されている。

・ 現在販売されているHP∨ワクチンについては、日本人の子宮頸がんの原因
である発がん性 HP∨ の 50-70%の感染を防止し、海外のデータでは、ワ
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はじめに

予防接種制度の見直しについて (第二次提言)

平成 24年 5月 23日

厚 生 科 学 審議 会

感 染 症 分 科 会

予 防 接 種 部 会

○ 平成 22年 2月 19日の「予防接種制度の見直しについて (第一
次提言)」 以降、厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会で実施

してきた議論、23年 フ月25日 の「これまでの主な議論の中間的な

状況の整理等について」、同年9月 29日に厚生労働省から示され

た「予防接種制度の見直しの方向性について」等を踏まえ、予防

接種制度の見直しに向けた第二次提言を以下の通り取りまとめた。

O 今後、新たなワクチンを予防接種法の対象とし、定期接種とし
て実施するために必要な財源の確保や、接種費用の負担のあり方

等に関して、市町村等関係者と十分に調整しつつ検討を進め、予

防接種法の改正法案を早期に国会に提出することを期待する。

1.予防接種制度の見直しの目

○ 予防接種は、感染症対策として最も基本的かつ効果的な対策の
ァつであり、国民の生命と健康を守る重要な手段である。

特に、子どもの予防接種については、次代を担う子どもたちを

感染症から守り、健やかな育ちを支える役割を果たすものである。

○ 我が国では、副反応の問題などを背景に予防接種行政に対して

慎重な対応が求められてきた経緯から、世界保健機関が勧告して

いるワクチンが予防接種法の対象となつておらず、先進諸国と比

べて公的に接種するワクチンの種類が少ない、いわゆるワクチ

ン・ギャップの状態が生じてぃる。

これに対応するため、ワクチンの安全性・有効性や費用対効果

なども考慮しつつ、必要なワクチンについては定期接種として位

置づける。

○ 予防接種施策の専門性や一貫性・継続性が確保されにくいとい
う課題に対応するため、平成 21年 12月 に設置した厚生科学審議

会感染症分科会予防接種部会の取組を発展的に引き継ぎ、予防接

種施策を中長期的な観点から総合的かつ恒常的に評価 口検討する

仕組みの導入が必要である。

また、予防接種は、国民全般を対象に一定の公的関与により実

施する一方、避けることのできない一定の副反応のリスクを伴う

ことを踏まえ、幅広い国民の理解を得ながら透明性・客観性のあ

る制度どするとともに、その適正な実施を確保することが重要で

ある。

2.予防 の総合的な推進を図るための計画 (仮称)

○ 予防接種施策の推進に当たつて、その一貫性や継続性が確保さ
れるためには、国民、国、地方自治体、医療機関、ワクチンの研

究機関・製造販売業者口卸売販売業者などの関係者が、予防接種

施策全般についての中長期的なビジョンを共有し、各々の役割を

認識しつつ、連携・協力していくことが必要である。

○ そのため、予防接種に関する評価・検討組織における国民的な
議論を経た上で、予防接種の総合的な推進を図るための計画 (仮

称)を策定することが適当である。

また、予防接種を取り巻く状況の変化や施策の効果に関する評
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価などを踏まえ、5年に 1度を目途に計画の見直しを行うものと

する。

O その内容については、
・ 予防接種施策の基本的な方向           i
b 関係者の役割分担
口 予防接種施策の推進に係る目標

・ 予防接種の適正な実施のための方策
・ 予防接種の有効性及び安全性の向上
などが考えられる。

3.予防接種法の対象となる疾病・ワクチンの

○ 平成 23年 3月 11日 のワクチン評価に関する小委員会報告書の
通り、医学的・科学的観点からは、アワクチン (子宮頸がん予防、

ヒブ、小児用肺炎球菌、水痘tおたら、くかぜ、成人用肺炎球菌、

B型肝炎)について、広く接種を促進していくこと,が望ましい。

O ただし、新たなワクチンを予防接種法の対象とし、定期接種と
して実施するためには、その前提として、関係者の連携と協力に

よるワクテン接種の円滑な導入と安全かつ安定的なワクチン供

給 J実施体制の確保や、継続的な接種に要する財源の確保が必要

である。

0 7ワ クチンのうち、子宮頸がん予防、ヒブ、小児用肺炎球菌の
こワクチジについては、平成 22年 10月 6日の予防接種部会意見

書を受けて、当面の対応として子宮頸がん等ワクチン接種緊急促

進臨時特例交付金事業を全ての市町村で実施しており、23年度4

次補正予算に基づき24年度末まで事業を継続できるようになつて

しヾるが、25年度以降も円滑な接種を行えるようにする必要がある。

○ ロタウイルスワクチンについては、平成 23年 7月 1日 及び 24
年 1月 18日 に2種類のワクチンが薬事法の製造販売承認を受けた

ことを踏まえ、24年内を目途に、専門家による医学的・科学的観

点からの評価を行うているところである。

O 
「
の他の疾病・ワクチンについても、当該疾病の流行やワクチ

ンの開発・生産の状況などを踏まえ、今後、評価・検討組織で評

価を行う。

4・ 予防接種法上の疾病区

○ 疾病やワクチン効果の特性に応じて、集団予防に重点を置く1
類疾病と個人予防に重点を置く2類疾病に分類し、接種を受ける

努力義務や接種勧奨という公的関与に差を設け、健康被害救済等

に関しきめ細かく対応することには一定の合理性があり、また、

平成13年の予防接種法改正時に高齢者を対象とするインフルエン

ザワクチンを定期接種に位置づける際に2類疾病を導入した経緯

などを踏まえ、疾病区分に係る2類型を維持することが適当であ

る。

ただし、疾病区分の考え方は国民には分かりにくいという課題

もあるため、国民への分かりやすい情報提供に努めることが必要

である。

○ 疾病区分の要件及び7疾病を予防接種法の対象に位置づけるこ
ととした場合の分類案は、以下の通りとする。

・ 1類疾病

要件① :集団予防を図る目的で予防接種を行う疾病 【Hib感
染症、小児の肺炎球菌感染症、水痘、おたふくかぜ】

要件② :致命率が高いこと、又は感染し長期間経過後に重篤

になる可能性が高い疾病になることによる、重大な社会

的損失の防止を図る目的で予防接種を行う疾病 【ヒトパ
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・ 2類疾病 :個人予防目的に比重を置いて、個人の発病 。重症
化防止及びその積み重ねとしての集団予防を図る目的で

予防接種を行う疾病 【成人の肺炎球菌感染症】

〇 新たな感染症の発生、新たなワクチンの開発、予防接種の安全
性や有効性に関する知見の集積、予防接種を実施する体制の整備

など、予防接種を取り巻く環境の変化に応じ、今後は評価 口検討

組織による総合的 1恒常的な評価・検討に基づき、機動的に対象

疾病を見直すため、 2類疾病についても 1類疾病と同様に、政令

で対象疾病を追加できるようにすることが適当である。

O 「 1類・ 2類疾病」という疾病区分の名称について、感染症法
の「1～ 5類感染症」と混同じやすいとの医療現場等からの指摘

を踏まえ、実用性や法令上の用例を勘案し、例えば、「A類・ B類

疾病」と変更することを検討する。

5.接種費用の負担のあり

〇 予防接種法の定期接種は市町村の支弁により実施されている自
治事務であり、地域住民の健康対策の一環として長年にわたる市

1

町村の尽力で安定的に運営されている。

また、経済的理由により接種費用を負担することができない場

合を除きt接種時に実費を徴収できるとされているが、その一方
でほとんどの市町村においては、実費の徴収を行わず、公費で負

担している。

O 一方、定期接種化を検討している3ワクチン (子宮頸がん予防、
ヒブ、小児用肺炎球菌)については、平成 22年度から公費負担対

象者が9割相当となるよう必要な経費を公費負担する仕組みを国

として導入することにより、接種の促進を図つている。

○ 接種費用の負担のあり方については、以上のような事情にも留
意し、市町村等関係者と十分に調整しつつ検討するべきである。

O 予防接種に公的保険を適用することについては、医療保険制度
の目的に関わる重要な変更となるだけでなく、がん検診や手L幼児

健診など他の地域保健の事業との関係の整理や、医療保険財政が

極めて厳しい状況にあるなどの課題があり、国民的な議論が必要

である。

○ 国は、予防接種の意義と効果について、医療経済的な分析を含
め国民に分かりやすく周知し、費用負担への理解の促進に努める。

6.ワ クチン価格等の接種費

○ 我が国の現下の厳しい財政状況を踏まえ、今後新たなワクチン
を予防接種法の対象とし、定期接種として実施するに当たっては、

適正な実施の確保を前提に、より,層効率性の観点が重要となる。

O 新たなワクチンの追加に向けた評価を行う際には、評価・検討
組織は、医療経済の観点からの費用対効果分析を行う。

O 予防接種施策の実施に当たっては1国はでワクチン価格等の実
態や、他の先進諸国において公的に接種されるワクチンとの接種

費用の差などを勘案しつつ、予防接種施策の効率的な実施のため

に必要な措置を講ずる。      '
地方自治体は、委託契約価格の地域差などを勘案しつつ、市町

村によるワクチンの入札・―括購入方式等の先進的な事例も参考

に、予防接種事業の効率的な実施に努める。

○ なお、現状では、卸売販売業者から医療機関への実販売価格や



市町村と医療機関との委託契約価格などの実態を十分に把握でき

ていないため、地方自治体、医療機関、卸売販売業者等の関係者

の協力を得て、ワクチン価格等の接種費用の実態調査を行う必要

がある。                           .
その際、薬価基準改正の基礎資料を得ることを目的とした医薬

品価格調査と併せて実施するなど、調査対象者の負担軽減に留意

する。

○ 接種費用のうち間診料等については、診療報酬点数を参考にし
ていることが多い。今後、委託契約価格の実態について地方自治

体への調査を実施するなど、適切な問診料等の水準のあり方につ

いて検討する。

フ.予防接種に関する評価・

を行う。また、委員の選任に係る公募枠の導入など、公開性・透 .

明性を二層高めるための方策を検討する。

評価・検討組織の運営方法等の詳細につし`ては、評価・検討組

織で審議し決定する。

○ 評価・検討組織は、予防接種行政のうち予防接種事業、研究開
発振興、牛産・流通の分野を担当する。他方、ワクチンの治験・  ィ
承認審査及び市販後の安全対策・監視指導は薬事・食品衛生審議

会が、予防接種による健康被害救済に係る認定は疾病・障害認定

審査会が、それぞれこれまで通り担当する
`

○ 評価・検討組織の具体的な審議事項としては、
・ 予防接種の総合的な推進を図るための計画 (仮称)
。 予防接種法の対象疾病・ワクチン、接種対象者、接種スケジ
ュール、接種の実施方法                    ヽ
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.      ・ 副反応報告等に基づく有効性・安全性の再評価
○ 予防接種施策全般について、中長期的な課題設定の下、科学的               七 予防接種の意義やリスク等について、国民、報道機関、医療
な知見に基づき、総合的・恒常的に評価 口検討を行い、厚生労働                関係の専門家等拒対する一元的な情報提供

大臣に提言する機能を有する評価 口検討組織を設置する。                   ・ 予防接種の実施状況や健康被害救済制度のあり方の評価を含
む、予防接種の適正な実施の確保

○ 評価・検討組織の構成については、小児科医、感染症専門家、               などが考えられる:なお、新たな疾病・ワクチンのみならず、既

疫学専門家等の医療関係の専門家、地方自治体、経済学者、法律               に予防接種法の対象となっている疾病・ワクチンについても、当

家、メディアなどを委員とし、発言及び提案はできるが議決には              該疾病の流行状況などを踏まえ、定期接種として実施する必要性

加われない参考人として、政府関係機関代表、学会、ワクチンの               について恒常的に検証を行う必要がある。
'製
造販売業者や卸売販売業者、被接種者の立場を代表する方など            ―                          ′

が常時参加し、国民的な議論を行う場とする。さらに、委員・参              ○ 評価・検討組織の位置づけについては、現在の厚生科学審議会
考人以外から発言を求めることについてもt適切な方法を検討す              感染症分科会予防接種部会を発展的に充実させるとともに、予防

る。                                          接種部会の下に設置されているワクチン評価に関する小委員会等、

予防接種部会とは独立して設置されているワクチン産業ビジョン

O 評価・検討組織の運営については、定期性・継続性を確保する            . 推進委員会、予防接種後副反応報告・健康状況調査検討会等を統

観点から、委員の任期に関して中長期的な継続性を担保するとと               合するぎ     、
もに、年 2～ 4回程度の開催を前提に、計画的な議題・日程設定                また、評価・検討組織での科学的な知見に基づく審議を支える
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ため、厚生労働省健康局が医薬食品局及び国立感染症研究所の協

力・連携の下、評価・検討組織の事務局を務めるとともに、当該

事務局体制の充実・強化を図る。評価・検討組織は、関係行政機

関に必要な情報の提供を求めることができることとする。

O 評価 口検討組織に常設又は臨時の専門委員会を設置する。専門
委員会は、重要な議案について専門的見地から評価・検討組織に

おける決議案をとりまとめるが、専門委員会が検討を行い厚生労

働大臣に提言することも可能とする。専門委員会の委員の任期に

関しても中長期的な継続性を担保する」

専門委員会の具体的な検討事項、委員構成、運営方法等の詳細

については、今後検討する。

8.関係者の役割分

○ 予防接種施策の適正な実施のための関係者の役割分担について
は、以下のようなものが考えられるが、今後、評価・検討組織に

お1する議論を経た上で、予防接種の総合的な推進を図るための計

画 (仮称)で定める。

O 国は、ワクチンの安全性・有効性・費用対効果等を踏まえた予
防接種の対象疾病及び対象者の決定、ワクチンの承認審査、ワク

チンの研究開発の促進と安定供給の確保、副反応報告の収集・評

価、健康被害の救済、感染症サーベイランス、迅速な情報収集と

分かりやすい情報提供、接種率の向上に向けた取組、その他予防

接種制度の適正な運営の確保等を担う。

O 都道府県は、予防接種に関わる医療関係者等の研修、緊急時に
おけるワクチンの円滑な供給の確保や連絡調整、健康被害の救済、

予防接種の安全性・有効性の向上を図るための調査への協力等を

担う。

○ 市町村は、接種の実施主体として、適正かつ効率的な予防接種
の実施の確保、健康被害の救済、予防接種の安全性 ,有効性の向

上を図るための調査への協力、住民への情報提供等を担う。

○ 医療関係者は、ワクチンの適正な接種、ワクチンの安全性・有
効性等に関する被接種者への情報提供、入念な予診、迅速な副反

応報告等の予防接種の安全性・有効性の向上を図るための調査ヘ

の協力など、適切な予防接種の実施を担う。

○ ワクチンの製造販売・卸売販売業者は、安全かつ有効なワクチ
ンの研究開発及び安定的な供給、副反応情報の収集・報告等を担

う。

9.副反応報告制度、健康

0 予防接種施策の適正な推進を図るためには、副反応報告を幅広
く求め、専門家による調査・評価を行つた上でも必要に応じて迅

速かつ適切な措置を講じることや、国民や報道機関への積極的な

情報提供が重要である。

○ このため、予防接種法の対象となる予防接種に係る副反応報告
を医療機関に義務づけるとともに、現在の子宮頸がん等ワクチン

接種緊急促進臨時特例交付金事業等での対応を踏まえ、予防接種

法上の副反応報告と薬事法上の副作用等報告の報告ルー トを厚生

労働省宛てに,元化し、医療機関の報告事務を簡素化することが

適当である。

また、厚生労働省は副反応報告に係る情報を速やかに当該予防

接種の実施主体である地方自治体に対して提供する。

○ 副反応報告の個別事例について、独立行政法人医薬品医療機器
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総合機構 (PMDA)の業務目的や人員体制等を踏まえた上で、
PMDAが情報整理・調査を行う。その際、国立感染症研究所は
必要に応じて協力・連携する。

また、医療機関や被接種者及びその保護者等の関係者は、当該

調査に協力するよう努めるものとする。

O PMDAに よる情報整理口調査に基づき、評価・検討組織が薬
事 口食品衛生審議会と連携して、副反応報告に係る評価を行つた

上で、国が必要に応じて接種の一時見合わせ等の措置を講ずる。

また、評価結果の集計・公表については、年3回程度とするな

ど、発信の強化を図る。

○ 予防接種による副反応を正しく評価するためには、医療機関に
よる報告とともに、一般から寄せられる副反応に係る情報も重要

であり、さらに予防接種法の対象外のワクチンによる目1反応に係

る情報を含め、できるだけ幅広く情報収集に努める。

′ また、副反応が出なかつた場合も含む抽出調査である予防接種

後健康状況調査については、引き続き実施する。

○ 健康被害救済制度については、健康被害救済に係る審査を迅速
に行い、必要な救済給付を円滑に実施することが重要であり、引

き続き疾病 口障害認定審査会において、評価・検討組織とは独立

して客観的・中立的な立場から審査を実施するなど、現行通り実

施する。

0.接種方法、接種記録、情報提

○ 接種の際、医師力t接種後の副反応等について適切に説明すると
ともに、入念な予診が確実に実施されるよう、予防接種の接種方

法は個別接種を基本とする。

一方、緊急時の臨時接種のあり方については、集団接種の方法

やワクチンの供給のあり方も含め、引き続き新型インフルエンザ

対策ガイドライン等の見直しと併せて検討を進める。

○ 接種記録については、未接種者の把握による接種勧奨を通じた
接種率の向上等を図る、ため、予防接種台帳のデT夕 管理の普及や

活用のあり方について、個人情報保護の観点や社会保障・税番号

制度の導入に向けた状況も考慮しつつ、さらに検討する。

○ 被接種者の接種を促すためには、国民が自らの健康確保に努め
ることを端緒に、母子健康手帳への記載の励行、乳幼児健診や就

学時健診における確認や勧奨の徹底などを図る。

母子健康手帳については、予防接種関連の記載項目を整理・充

実して、保護者及び被接種者が予防接種に関する情報を一元的か

つ長期的に管理できるようにする。

また、教育行政との連携については、接種対象年齢に応じて、
´
学校現場等での接種対象者本人への普及啓発が重要である。特に

子宮頸がん予防ワクチンは、がん教育と一体的な情報提供につい

て、現在の麻しん対策に加えて文部科学省との一層の連携を図る。

O 国民一人ひとりが予防接種にういての正しい知識を持ち、その
理解の上で接種の判断を自ら行う必要があり、予防接種法の対象

外のワクチンも含めた推奨接種スケジュールのほか、予防接種の

意義やリスクに関する分かりやすい情報提供が重要である。

評価・検討組織の意見を反映させた形で情報発信を行い、国民、

報道機関、医療関係の専門家等がそれぞれ必要とする情報 |ヒ容易

にアクセスできるよう、ホームページの内容の充実や利便性の向

上を図る。

○ 予防接種は、その効果の反面、不可避的に何らかの副反応が生
じる可能性があることから、接種を行う医師が特に基礎疾患を有

する者などへの慎重な予診を行うとともに、被接種者やその保護

者に対し予防接種の効果や副反応について丁寧に説明することが
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重要である。そのため、接種を行う医師等の医療関係者に対する

教育や研修を適切に実施する。

また、健康状態や体質から特に注意を要する者の適正な接種の

機会を確保するため、都道府県に設置されている予防接種センタ

ー機能を有する医療機関の拡充を図る。

1.感染症サーベイラン

○ 予防接種施策の適正な推進を図るためには、評価・検討組織に
おいて、予防接種が有効であつたか、新たに導入すべきワクチン

はあるか等を随時評価することが重要であり、国立感染症研究所

の機能強化を図るとともに、感染症サーベイランスを通して感染

症に係る患者、病原体、免疫獲得状況等の情報を一定の方法で継

続して収集・解析することが必要である。

O 感染症サーベイランスのうち感染症法に基づく患者発生サーベ
イランスについては、今後、新たなワクチンの導入等に応じて、

サーベイランスに係る疾病や指定届出医療機関 (定点)の設定を

見直す。                     |

O 感染症サーベイランスのうち免疫獲得状況等を把握する感染症
流行予測調査については、新たなワクチンの導入等に応じて見直

し、その適正な実施に不可欠な地方自治体、医療機関等の協力を

一層得るとともに、実際に検査・分析を担当する地方衛生研究所

の機能強化について、さらに検討する。

○ 予防接種台帳のデ=夕 管理の普及や活用のあり方についての検
討と併せて、予防接種の接種者数及び接種率を必要に応じて迅速

に把握する仕組みの構築を推進する。

2.ヮ クチンの研究開発の促進と生産基盤の確

○ ワクチンの研究開発の促進と生産基盤の確保については、ウク
チン産業ビジョン推進委員会で検討が行われてきたが、今後は、

評価・検討組織の審議事項の一つとして位置づけ、予防接種施策

に関する総合的視点からの検討を行う。

必要とされるワクチンの追加・見直しに関して、国として研究

開発に係る優先順位や方向性等を提言することにより、研究者や

ワクチン製造販売業者による研究開発等の推進につなげる。

○ ワクチン製造販売業者等の研究開発力の強化を図り、国際競争
力のあるワクチン生産基盤を確保する必要がある。

新型インフルエンザワクチン開発・生産体制整備事業等を推進

し、より安全かつ有効で効率的なワクチンの開発を進め、国産ワ

クチンの供給力の強化を図るとともにt海外への事業展開や他の
ワクチンの製造など、開発・生産体制の強化につなげる。

○ 今後、公的な接種を行うワクチンの種類の増加が見込まれる中
で、被接種者の負担軽減、接種率の向上、接種費用の軽減等を図

ることが重要であり、例えば、安全性に十分配慮しつつt社会の
ニーズに合わせた混合ワクチンや経鼻ワクチンなど利便性の高い

ワクチンの研究開発を進める。
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予防接種部会におけるり 剛こついて

平成 22年 9月 14日
予防接種部会申し合わせ

(申請資料作成関与者の取扱い)

1 予防接種法の対象となる疾病・ワクチンのあり方等の調査審議において、調査
審議されるワクチン (注 1)の薬事承認、再評価等の申請資料に、申請者から
の依頼により作成された申請資料に著者として名を連ねた者、医薬品の臨床試

験の実施の基準に関する省令第 2条第 3項に規定する治験責任医師、同条第 4

項に規定する製造販売後臨床試験責任医師、同条第 11項に規定する治験分担
医師、同条第 12項に規定する製造販売後臨床試験分担医師、同令第 18条第
1項に規定する治験調整医師及び治験調整委員会の委員並びに医学 '楽学・生

物統計学等の専門家等として薬事承認申請資料等の作成に密接に関与した者

(以下「申請資料作成関与者」という。)である委員が含まれる場合には、二随
接種部会及びそれに設置された小委員会 (以下「部会等」という。)における審
議及び議決は、次によるものとする。

(1) 委員からの申請資料作成関与者に該当するか否かの申告を受け、これ
に該当する委員がある場合は、部会長 (′ :ヽ委員会にあつては委員長という。

以下同じ。)は、審議開始の際、その氏名を報告する。
(2) 申請資料作成関与者である委員は、当該ワクチンについての審議又は
議決が行われている間、審議会場から退室する。ただし、当該委員の発言

が特に必要であると部会等が認めた場合に限り、当該委員は出席し、意見

を述べることができる。                   ¨

(特別の利害関係者の取扱い)

2 1 に定めるもののほか、調査審議されるワクチンを製造販売する企業 (開発
している企業を含む。)との間で、審議の公平さに疑念を生じさせると考えられ

る特別の利害関係を有する委員は、部会長に申し出るものとする。この場合に

おいては、 1 の規定を準用する。

(議事録)

3 委員が 1.及び2 の規定に該当する場合は、その旨を議事録に記録するもの
とする。

(審議不参加の基準)

4 委員本人又はその家族 (配偶者及び―親等の者であってt委員本人と生計を一
にする者をいう。以下同じ。)力く、申告対象期間中に調査審議するワクチンの製

造販売業者からの寄付金 。契約金等 (注 2)の 受取 (又は割当て。以下同じ。)
の実績があり、それぞれの個別企業からの受取額が、申告対象期間中に、年度

当たり500万 円を超える年度がある場合は、当該委員は、当該ワクチンにつ
いての審議が行われている間、審議会場から退室する。

(議決不参加の基準)

5.委員本人又はその家族が、申告対象期間中に調査審議されるワクチンの製造販
売業者からの寄付金・契約金等の受取の実績があり、それぞれの個別企業から

の受取額が、申告対象期間中のいずれの年度も500万円以下である場合は、
当該委員は、部会等に出席し、意見を述べることができるが、当該ワクチンに

関わる議決には加わらない。ただし、寄附金・契約金等が、申告対象期間中の

いずれの年度も50万円以下の場合は、議決に加わることができる。

(議決権の行使)

6.5 の規定により、委員が議決に加わらない場合においては、当該委員の議決
権は、議決に加わった委員の可否に関する議決結果に従つて部会長により行使

されたものとする。

(委員からの申告)

7 申告対象期間は、原則として、部会の開催日の属する年度を含む3年度とし、
部会等の開催の都度、その寄付金・契約金等について、最も受取額の多い年度

等につき、自己申告するものとする。

(特例)

8 委員本人又はその家族が、4 又は5.のいずれかに該当する場合であつても、
当該委員等が審議又は議決への参加を希望し、寄附金・契約金等の性格、使途

等の理由書を添えて部会長に申し出、その申出が妥当であると部会等が認めた

とき、又は、当該委員の発言が特に必要であると部会等が認めたときは、当該

委員は審議又は議決に参加することができる。

(情報の公開)

9 委員が、4 から8.までの規定に該当する場合についてはt事務局から各委
員の参加の可否等について報告するものとする。なお、各委員から提出された

寄附金・契約金等に係る申告書は、部会等終了後速やかに厚生労働省ホームペ

. ―ジ上で公開する。

(その他)

10本規定は、予防接種法の対象となる疾病・ワクチンのあり方等について審議又は
議決を行う部会に適用し、その適用については、部会長が決定する。

注 1:「調査審議されるワクチン」とは、薬事・食品衛生審議会薬事分科会又はそれに

設置された部会 (以下「薬事分科会等」という。)において審議され、我が国
の市場に流通し、予防接種部会において調査審議することとされたワクチンと

し、各ワクチンにつき、申請資料作成関与者に該当するか否かの申告を行う製

品の数は4製品までとする。具体的には、薬事分科会等において薬事承認につ

いて審議された製品及び当該製品が審議される際に申請者から競合品日として



注 2

提出され、薬事分科会等において競合品目の選定根拠に係る資料の妥当性につ

いて審議された製品とする。ただし、同じ効能・効果を有する製品が薬事分科

会等において審議され又は市場に流通される前にある場合は、これらの製品に

準じるものとする。               ´

「寄附金・契約金等」とは、コンサルタント料 。指導料、特許権・特許使用料・

商標権による報酬、講演・原稿執筆その他これに類する行為による報酬及び委

員が実質的に使途を決定し得る寄附金 。研究契約金 (実際に割り当てられた額

をいい、教育研究の奨励を目的として大学等に寄附されるいわゆる奨学寄附金

も含む。)等や、保有している当該企業の株式の株式価値 (申告時点)も金額
の計算に含めるものとする。ただし、委員本人宛であっても、学部長あるいは

,施設長等の立場で学部や施設などの組織に対する寄附金・契約金等を受け取つ

ていることが明らかなものは除くものとする。

∞
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予防接種制度について

(参考資料)

平成25年 4月
厚生労働省健康局結核感染症課

一 痘そう
*1、
ジフテリア

*1、

腸チフス
キ1、 パラチフス

*1、
百日せき
キ1、 結核

*1ヽ・2、 発疹
・
チフス、ペスト、コレラ、しよう紅熱、インフルエンザ、ワイル病の12疾患を対象

一 接種対象者を定めた定期の予防接種と、公衆衛生上の必要性に応じて行う臨

時の予防接種
一 罰則付きの義務規定

*1:定期接種の対象 *2:昭和26年の結核予防法の制定に伴い、予防接種法の対象から除外

Ｉ

一
等

⇒

しょう紅熱を対象疾病から削除(昭和33年 )
ポリオを対象疾病に追加(昭和36年 )
腸チフス、パラチフスを定期の予防接種の対象から除外(昭和45年 )

痘そう、ポリオをはじめ感染症の流行抑制に大きく貢献

その反面、昭和40年代には予防接種事故が社会問題となる
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O昭和lol年1健康被害摯済1制度|の導入事ギ
=||||||■

(背景)         :  |                _1 1
・ 種痘後脳炎などの副反応が社会的に大きな問題となり、手防接種i三よる健康被害に対

する救済が求められるようになり、昭和45年に救済制度が閣議了解の形で発足:・ :

・腸チプス、パラチフス、発疹チフス等についてt予防接種以外に、より有効な予防手段
が可能となつてきた。         :  1   1        1 : |  |

一 予防接種による健康被害について法的救済制度を創設
一 腸チフス、パラチフス、発疹チフス、ペストを対象から除外

一 風しん
*1、

麻しん
*2、
日本脳炎

*3を
対象疾病に追加

一 必要に応じて対象疾病を政令で定められることとした

一 臨時の予防接種を、一般的なものと緊急の必要がある場合に行うものに

区分
一 被接種者に対する義務規定を残すものの、罰則を廃止 (ただし、緊急の場

合の臨時接種を除く)

*1:定期の接種は昭和52年から オ2:定期の接種は昭和53年から
*3:定期の接種は平成6年から

○平成6年 :義務接種から勧奨接種ヘ

(背景)          .
口公衆衛生や生活水準の向上により、予防接種に対する国民の考え方は、各個人の疾病予

防のために接種を行い、自らの健康の保持増進を図るという考え方へ変化。
口予防接種制度については、国民全体の免疫水準を維持し、これにより全国的又は広域的

な疾病の発生を予防するという面とともに、個人の健康の保持増進を図るという面を重視した

制度とすることが必要。
・ 一般的な臨時接種として接種していたインフルエンザについては、社会全体の流行を抑止

するデータは十分にないと判断された。           (平 成5年公衆衛生審議会答申)

義務規定を廃し、努力規定とした

痘そう、コレラ、インフルエンザ、ワイル病を対象疾病から削除し、

破傷風を対象接種疾患に追加

健康被害に係る救済制度の充実
一般的な臨時の予防接種の廃止

(参考)MMRワ クチンは、平成元年4月 から使われるようになつたが、おたふくかぜウイルス
ワクチンによる無菌性髄膜炎の発生が問題となり、同年12月 より保護者の希望に基づき接

種する形がとられた。MMRワクチンは、平成5年4月 に中止。
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(背景)              |  .1 1          1
ごインフルエンザ(平成6年の改正で対象疾病から肖1除 )による高齢者の肺炎の併発や死亡が社

会問題化          :             i ::■
日高齢者におけるインフルエンザの発生状況などを踏まえtインフルエンザを予防接種の

対象疾病とし:健康被害に対しても公費による救済を行うドき旨の公衆旬年審議含答申
が出された。              11・ :‐■:|    ● :

一 対象疾病を一類疾病と二類疾病に区分

・ ―類疾病 :感染力の強い疾病の流行阻止、又は致死率の高い疾病による重大

な社会的損失を防止するために予防接種を実施 (努力義務あり)
<ジフテリア、百日せき、ポリオ、麻しん、風しん、日本脳炎、破傷風>

・ 二類疾病 :個人の発病や重症化を防止し、このことによりその疾病の蔓延を予

防することを目的として予防接種を実施(定期接種については努力義務なし)<ィ
ンフルエンザ (高齢者に限る)>

― 感染症法の改正と結核予防法の廃止に伴い、一類疾病に結核を追加 4

(背景)    .
・ 平成21年の新型インフルエンザ(A/HlNl)の流行を踏まえ、新たな「感染力は強いが、

病原性の高くない新型インフルエンザ」が発生した場合の予防接種対応を万全にするため

「新たな臨時接種」の倉1設をはじめとする予防接種制度の見直しについて提言がなされた。
.(平成22年厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会)

― 新たな臨時接種を創設
・努力義務は課さないが、行政が勧奨する。

・健康被害救済の給付水準の設定は、従来の臨時接種等と二類定期接種の間の

水準 (政令事項 )
※併せて新型インフルエンザ予防接種による健康被害の救済等に関す

る特別措置法の健康被害救済の給付水準もさかのばつて引き上げ。

一 国による新型インフルエンザワクチン確保のため、特例承認を受けた医薬品製

造販売業者と損失補償契約を可能にする。
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(背景)
・ 先進諸国と比べて公的に接種するワクチンの種類が少ない、いわゆる「ワクチン・

ギャップ」の問題の解消や、予防接種施策を総合的かつ計画的に評価・検討する仕組み

の構築等のため、予防接種制度について幅広い見直しを行う必要があつた。   |
日平成24年 5月に示された旧厚生科学審議会予防接種部会の「予防接種制度の見直し

について(第二次提言)」者」を踏まえ、対象疾病の追加等所要の措置を講じるもの。

一 厚生労働大臣による「予防接種基本計画」の策定
一 定期接種の対象疾病の追加
・A類疾病 (旧―類疾病)に Hib感染症、小児の肺炎球菌感染症、ヒトパピローマウイル
ス感染症を追加
・B類疾病 (旧二類疾病)について、政令で対象疾病を追加可能。
一 副反応報告制度の法定化
・医療機関等から厚生労働大臣への副反応報告を義務化。
・報告に関する情報整理及び調査については、PMDAに委託可能。
一 評価・検討組織の設置
・厚生科学審議会の下に「予防接種ロワクチン分科会」を設置 (政令事項)

・厚生労働大臣は、予防接種施策の立案に当たり、審議会の意見を聴かなければ

ならないこととした。                              6

|■::||■ 1章11
20年度 71 「

′
医
Ｊ 8 6 87.7

|■■■|:0 ‐20

22年度 52 31 5 16 '  86.1

■■8 9
注 1)該当年度中に審議結果が出た件数である。

(認定件数の推移 )

(注2)同一人から複数の申請がされる事例 (医療費・医療手当と障害年金など)があるため、件数は人数と必ずしも一致しない

(注3)認定割合は、保留となつたものを含めずに計算している。

(内訳 )

7

0

20年度 48 7 3 0 0 0

‐27 |:|■4 5 2 :■ |● 0 0 12

一度一年２
一
２ 26 ■■2 3

■

１

.|||■
0 0

■

１

41 15 7
５

・
■|10 0 5
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